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「担当命令よ！　来週までに、続編のプロットを書きなさい!!」

　まっすぐ僕を指さし、萌もえ花かさんは宣言した。

　夕方の赤い陽ひ射ざしに照らされた、駅前の小さな公園。

　萌花さんは不敵な笑みを浮かべている。長い髪が、緩やかな風に揺れていた。

「ぞ、続編って……」

　突然言われて、僕はたじろいだ。

　僕の名前は時任ときとう孝こう一いち。高校一年生だ。

　そして僕には、もう一つの名前がある。

　時任ときとう零れい路じ。小説家としての僕の名前。

　僕は今、小さな出版社、三流木みつるぎ出版から刊行されたライトノベルレーベル『ミツルギファイヤー文庫』で小説を書いている。

　三流木出版社長の娘であり、僕の担当編集者でもある三流木萌花さんとともに、第一弾作品『銀河サイキック少女　ミライちゃん』を完成させ、それが先日発売になったばかりだ。

　今日の放課後、萌花さんに連れられて、小説の参考にと映画を見に行った。その足で、本屋さんに並んだばかりの『ミライちゃん』を見てきた帰り道だった。

　突然萌花さんの携帯に、社長さんから電話がかかってきて、話を終えた萌花さんはまっすぐ僕を見て言ったんだ。

　――続編のプロットを書きなさい、って。

「続編って、その、小説の続きって意味……だよね」

「当たり前でしょ。さっそく『ミライちゃん』の二巻に取りかかってほしいの。まずプロットを、来週までに準備してくれると助かるわ」

　プロット……つまり、二巻のストーリーを考えなさいってことだ。

「で、でも……続きっていっても『ミライちゃん』のストーリーは終わったじゃないか。悪の宇宙帝王も滅びたんだし、話を続けるなんてできないよ」

　弱気な声で言うと、萌花さんは唖あ然ぜんとした顔で僕を見つめた。

「何言ってるのよ！　わたしはてっきり、続編の構想くらいあるものだって……」

「だって、続きを書けって言われるなんて思ってなかったし、僕は『ミライちゃん』の話は一冊ですべて書ききったんだ！　続けるなんて、無理だよ！」

　はぁ～と額に手を当てて、萌花さんは大きなため息をついた。

「そりゃ、一般小説なら一冊で完結することが多いけど……。ライトノベルは普通は、二巻、三巻って続くものじゃない。だからわたしも最初に『累計で』百万部を目指しましょうって言ったのに……」

「そういえば、そんなこと言ってたっけ……」

　萌もえ花かさんが、父である三流木みつるぎ社長に向かって、僕を百万部売れる作家にしてみせると啖たん呵かを切ったことがある。そのときの約束で、もし僕の小説が累計百万部売れなければ……萌花さんは、アイドル雑誌の水着グラビアのモデルをしなきゃならないんだ。

　萌花さんは困ったように腕を組み、肩をすくめた。

「しょうがないわね。今日はもう遅いから、明日、編集部に来て。そこで今後の展開について話し合いましょう」

「う、うん……」

「わかった？　――続編を書き上げるまで、キスはおあずけなんだから」

　ボソッと萌花さんが言う。

「えっ、何？　き……？」

　よく聞こえず聞き返すと、萌花さんは夕ゆう陽ひで染まったように真まっ赤かな顔をした。

「な、なんでもないっ！　とにかく続編について、よーく考えること！ 『銀河サイキック少女　ミライちゃん』が、これで終わりだなんて、言わせないからね！」



　　　　☆



　季節はもう七月で、学校は短縮授業に入っていた。

　翌日、昼過ぎに学校が終わると、僕は萌花さんと一緒に三流木出版に向かった。最も寄よりの駅から、西せい武ぶ線の普通列車に乗って三つ目だ。

　狭い路地に立つ、茶色い雑居ビルの三階。そこに三流木出版のオフィスがある。

　萌花さんの話によれば、十年くらい前はこの六階建てのビルを丸ごと借りていたほどの出版社だったらしい。けれど、売り上げ最優先の三流木社長のやり方に反発して優秀な社員がどんどん辞めてしまい、会社は小さくなる一方。今は三流木社長のほか、二人の営業さんと、アルバイトの萌花さんだけが働いている状態だ。

　三階の廊下に面した正面扉を開けてオフィスに入ると、午後の陽ひ射ざしが満ちて明るかった。エアコンの調子が悪いのか、カタカタとヘンな音を立てて風を送っている。

　正面に、書類やパソコンが雑然と載ったデスクが五つ、固まっている。

　一番奥の席に三流木社長がいた。ビールっ腹を突き出すように椅い子すに座ってタバコを吹かし、どこかのプロ野球球団のマスコットキャラが描かれたタオルで額を拭ふいている。

「バイト入りまーす」

　萌花さんは言って、入り口のすぐ横に置かれていたタイムレコーダーの機械に、タイムカードを押しこんだ。

「おい萌もえ花か。制服でバイトするなって言ってるだろ。着替えてからカード押せ」

「はいはい、あとで着替えますってば」

　萌花さんはツンとした口く調ちようで言うと、三流木みつるぎ社長の前に歩いていく。

　三流木社長――同時に、ライトノベルレーベル『ミツルギファイヤー文庫』の編集長でもあるんだ。

「あ、あの……こんにちは」

　僕はちょこんと三流木編集長に頭を下げた。

「おー、時任ときとうくんかァ。どうだね、調子は？　新刊、期待してるよ、ガッハッハ」

　お腹なかを揺らしながら豪快に笑う。なんだか機嫌よさそうだなぁ。

「もしかして『ミライちゃん』……売れ行き、いいんですか？」

　ちょっと期待しながら聞くと、たちまち三流木編集長は渋い顔になった。

「まー、悪くはねぇけどなァ……」

「だ、大丈夫！　好調に決まってるじゃない！　ね、お父さ……じゃなかった、編集長もそう言ってたでしょ!?」

　慌あわてた様子で、萌花さんが間に割って入る。

「初速はそこそこよかったから期待したんだけどなァ。数日経たつと急に動きが落ち……」

「そそ、そんなことないわよっ。まだ店頭に並んで一週間も経ってないんだし、もうちょっと長い目で見ないと……」

　……また、僕の本は売れないんだろうか。あんなに一生懸命書いたのに……。

「まァ萌花の話じゃ、ライトノベルってのは続刊を出すことで人気が上がるもんらしいからよ。そういうわけだから、もっと売れそうな続編をバーンと書いてほしいんだよ」

　三流木編集長は椅い子すの背もたれに大きく寄りかかり、ぷかーっと煙を吐いた。

「そのことなんですけど……僕『ミライちゃん』の続編って全然考えてなくて……」

　言いかけると、三流木編集長が机の上にあった一枚の書類を僕の前に突き出した。

　赤い折れ線グラフが書かれている。グラフの下の数字は七月の日付だ。

「時任くん。これがなんだかわかるかね？」

　グラフを見ると、おとといからポーンとグラフが跳ね上がっていた。何かの数値が急激に伸びているようだ。

「こ、これって……もしかして『ミライちゃん』が売れた冊数ですか!?」

　やっぱり僕の本は売れて、だから早く続編を書けってことかも！

　すると三流木編集長がじっと僕を見た。目が、笑ってない。

「売り上げじゃねぇっ！　返本だよ、返本された数！」

　返本。売れなくて、本屋さんから本が返品されること。

「え、じ、じゃあ、急に数字が上がってるのって……」

「そういうことだ。どんどん返されてんだよ」

　三流木みつるぎ編集長は不機嫌そうに言って、ぐるっと椅い子すを回してそっぽを向いてしまった。

　僕はおそるおそる萌もえ花かさんを見る。

「やっぱり僕の本、売れてないってこと？　だって、まだ発売されたばかりなのに……。もう少しお店に置いてくれたって……」

　すると萌花さんは腰に両手を当て、キッと僕を見た。

「孝こう一いちくん。今、日本で年に何冊の本が出版されてるか、知ってる？」

「さ、さぁ……」

「ここ数年は約七万数千冊。一日辺り、平均二百冊ね」

「ななまん……？」

　七万冊の本って、いったいどれだけの量なんだろう。

　一日に二百冊。それが、毎日出版されてるんだ……。

「書店さんは毎日発売される新刊本を売り場に並べなきゃならない。けど当然、売り場の広さには限りがある。だから売れ行きの悪い本、売れそうにない本は……どうしても、店頭から姿を消すのが早くなってしまう」

「そんな……」

「だからこそ、孝一くんには……いえ、時任ときとう零れい路じには『ミライちゃん』の続編を書いてほしいのよ。わたしたちは弱小出版社だから知名度も低い。そこで続刊を刊行することで、作品が人の目に触れる機会を増やしたいの。続刊を出すことは、第一巻の売り上げを伸ばすことにもつながるのよ」

「二巻を出せば、一巻も売れるってこと？」

「えぇ。二巻が書店さんの新刊コーナーに並べば、そこで初めて本の存在を知る読者さんもいる。そうして興味を持たれれば、改めて第一巻から手に取ってもらえる。書店さんからも一巻の注文が来るわ。続刊を出すことで、本の寿命を延ばすことができるのよ」

　なるほど……。萌花さんの言う理屈は、よくわかった。

　そりゃ僕だって、書いた本を一人でも多くの人に読んでもらいたい。

「だけどさ、続編を書こうにも、ストーリーを続けられなかったらどうしようもないじゃないか。『ミライちゃん』は一巻のラストで、宇宙最大の敵が滅んじゃったし……」

　萌花さんはあごに手を当て、考える仕草をした。

「そうねぇ……。こういうときは、他ほかの作品がどのようにして続編のストーリー展開をしているか読んでみれば、参考になるんじゃないかしら。たとえばこの……」

　萌花さんは自分のデスクに置いてあった、一冊の文庫本を手に取った。

　表紙には、羽の生えた女の子のイラスト。

　累計百万部を突破したというライトノベル作品『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』だ。

　あまりにエッチな描写を思い出して、僕はつい顔が赤くなった。

「この本は、孝こう一いちくんも読んだでしょ？」

「うん、一巻だけだけど……。そういえば、その小説も最後はきっちり終わってたよね。それなのに何巻も続いてるんだ……」

『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』のラストは、こんなふうだった。

　幼いころに世を去りながら、愛いとしい兄を守るため天界より舞い降りたラブリーエンジェルの愛ま菜な。主人公の純じゆん也やは、体内に持つ胚ソーマの力を狙ねらう魔王サタンによって追い詰められるものの、物語のクライマックスで愛ま菜なと愛の口づけを交わし、胚を覚醒させる。魔王を打ち倒したのち、愛菜は地上に残る力を失い、涙の別れとともに天界へ帰っていく。

　エッチな小説だったけど、ラストは悲恋の物語のような、きれいな幕引きだった。

「この作品は元々、新人賞である『一撃ファンタジー大賞』の応募作品だったの。だから、一巻でしっかり完結して書かれていたのよ。でも実際には、続刊が何冊も出版されて人気が出てるでしょう？」

「言われてみれば……。あのラストから、どうやってストーリーを続けたんだろう」

「実際に読んで、確認してみればいいのよ。二巻は今、手元に置いてないから、帰りにでも買っていくといいわ」

　またあのエッチな小説を読まなきゃいけないのか……。

　でもやっぱり僕は、自分の書いた小説を一人でも多くの人に読んでもらいたい。

「わかったよ、萌もえ花かさん。『愛り～☆エンジェルス』の二巻を読んでみる」



　そんなわけで、僕は三流木みつるぎ出版を出たあと、萌花さんと一緒に本屋に向かった。

　萌花さんが「いい店があるの」って言って、僕をとある店に案内してくれたんだ。

　電車に乗って一駅先で降り、駅前にある西せい友ゆうの前の大通りを歩いて十分ほど。目立たない路地に一歩入ったところに、こぢんまりとした一軒の書店があった。

「へぇ～っ、こんな本屋があるんだ……」

　建物は三階建てで、窓の中を見ると一階と二階が店舗になっているらしい。水色のひさしが張り出て、一階の出窓は小さなショーケースになっている。ショーケースのガラスには『聖!!　愛り～☆エンジェルス』のポスターが貼はられ、五巻分の本が表紙を向けて陳列されていた。

「さすがねぇ。アニメ化決定で、ますます販促に力が入ってるわ……」

　ショーケースを見ながら、萌花さんが感心したような、うらやましそうな声を出した。

　正面のガラス扉には『ライトノベル専門店　ノベラーズＲＵＮ』と書かれてる。

「ライトノベルの専門店なんてあるんだ。萌花さんはこの店、よく来るの？」

「ま、まぁね……。家から離れてるからたまに、かしら。専門店というだけあって品しな揃ぞろえが豊富だから、少し古めの本とか、マイナーな本が欲しいときなんか便利なの」

　僕たちは自動ドアを開けて中に入った。

　店内は奥に向かって広がる、細長い空間だった。左右の壁を本棚が覆って、びっしりと文庫本が並べられている。

　棚の中段に、数冊の文庫本が表紙を向けて並べられていた。華やかな女の子の描かれた表紙もあれば、リアルな絵柄でドラゴンが描かれた表紙もある。

　店の奥では学校帰りらしい中学一年生くらいの男の子が二人、立ち読みをしていた。

　レジの横には大きな台が置かれ、何十冊もの文庫本が平積みになっている。

「いらっしゃいませ～」

　レジから女性の店員さんの声がした。

　――ん？　なんか、どこかで聞いた声のような気が……。

　ニコニコ笑顔で出迎えてくれたのは、切りそろえたロングヘアの女の子。ちょっとおっとりした印象の彼女は……

「本もと谷やさん……？」

　間違いなく、僕や萌花さんのクラスメイトである本谷真ま帆ほさんだった。

「あら～っ、時任ときとうさんではないですか～」

　声をかけると、本谷さんはにっこり穏やかな笑顔を浮かべた。



    

  
    
      



    

  
    
      　店のロゴが入ったベージュ色のエプロンをつけている。

「本もと谷やさん、どうしてここに……？　アルバイトとか？」

「ん～、まぁ～そんなところですねぇ～。この店、わたしの父が経営してますので～」

「へぇ、そうだったんだ。本谷さんのお父さんの店……」

　学校では本谷さんと話したことはあまりない。だから初めて聞く話だ。

「萌もえ花かさんは知ってた？」

「いいえ……。この店、何度か来たことあるけど……」

「わたしは普段は在庫管理を手伝ってますから～。今日はバイトさんが一人お休みなので、代わりにレジに立ってるんです～」

「お父さんの店の手伝いか、偉いなぁ……。しかもライトノベル専門店かぁ」

「元々は一般の書店だったのですが～、父のライトノベル好きの趣味が高じて、数年前に思いきって改装したんです～。専門店として特化することで、大型店さんにも負けない品しな揃ぞろえを可能にしたんですよ～。今ではわざわざ遠方から足を運んでくださるお客さまもいらっしゃいます～」

　本谷さんは店の奥に広がる本棚を見回した。

「最近の本はもちろん、十年以上前の古いライトノベルの名作もできる限りそろえるようにしていますし～、ライトノベルでデビューして一般文芸に進出された作家さんの本も取り扱って、体系的に読めるようにしています～。店の奥には、ファンタジーやＳＦ作品の題材になるような、神話や科学の本のコーナーもありますよ～」

「十年以上前の作品って、今じゃほとんど流通してない本も多いでしょう？　そろえるのに苦労したんじゃないかしら？」

「そうですねぇ～。父はあちこちの書店さんや取次さん、版元さんを駆け回ったそうですから～。周りから『ムダな努力だ』って言われても、あきらめなかったそうですよ～」

　本谷さんはお父さんを誇ってるのか、ちょっと笑顔になった。

　専門店を作るのも、けっこう大変なんだなぁ……。

　ところで『取次』『版元』ってなんのことだっけ？　あとで萌花さんに聞いてみよう。

　本谷さんは僕と萌花さんの顔を交互に見て、ニヤッとした。

「ところで～、今日はお二人でデートですか～？　学校でよく一緒にいると思ってましたけど～、やっぱりぃ～」

　ハッと息を呑のむ音がして、萌花さんの顔が真まっ赤かになった。

「ちち、ち、違うわよっ！　そんなんじゃなくて、仕事よっ、仕事！」

「お仕事、ですか～？」

「……孝こう一いちくん。時任ときとう零れい路じのこと、話してもいい？」

「えっ、でも僕のことはまだ、みんなには話さないようにしようって……」

　僕が小説家『時任ときとう零れい路じ』であることは、クラスのみんなには秘密のままだ。

　隠す理由はないけど……やっぱり僕の小説にはエッチな描写が多くて、それは萌もえ花かさんのことを考えてるうちに書いてしまったもので、クラスのみんなに読まれるのは、ちょっと恥ずかしい。

「本もと谷やさんが書店の人なら、話は別よ。孝こう一いちくんのことを知ってもらって損はないわ」

「あの～、お二人とも、どうかしたんですか～？」

　萌花さんは持っていたバッグから名刺入れを取り出す。

　白い名刺を一枚両手に持って、本谷さんに差し出した。

「実はわたし、父が経営する三流木みつるぎ出版で編集のアルバイトをしてまして……」

　名刺を受け取った本谷さんは、意外そうに目を丸くした。

「出版社でお仕事をされてるんですかぁ～。それはそれは～」

「……で、こっちの時任孝一くんは、わたしが担当する作家の時任零路なんです」

「あ、そ、そういうことなんです」

　僕は頭を下げておじぎした。

「へぇ～っ。時任さん、作家さんですかぁ～。すごいですねぇ～」

　本谷さんは目を丸くして僕を見つめた。

　そんなふうに言われたら、ちょっと照れちゃうな……。

「そうとは気づきませんで、こちらこそよろしくお願いします～。あ、これどうぞ。わたしの名刺ですよ～」

　本谷さんは、萌花さんと僕にそれぞれ名刺を渡してくれた。

　お店のロゴと『本谷真ま帆ほ』の名前。それに店の電話番号。

　名刺をもらうなんて、まるでビジネスマンみたいだな。

　ちょっと感動しながら、本谷さんの名刺をサイフのポケットに入れる。

「時任零路は、今月『銀河サイキック少女　ミライちゃん』を刊行したばかりなの」

　萌花さんが、いつものクラスメイト同士の口く調ちように戻って言った。

「時任さん、ライトノベル作家なんですね～。『ミライちゃん』なら、ちゃんと入荷してますよ～。新レーベル『ミツルギファイヤー文庫』、期待してますから～」

　本谷さんは言って、レジ横にある平積みの台の前に歩いた。

　百冊以上平積みにされた、何十種類ものライトノベル。どの表紙にもお互い負けじとカラフルなイラストが描かれている。

「ここに並んでるのって、全部新刊なの？」

「そうですよ～。今月に発売された新刊です～」

　中央に陣取り、六つもの表紙を向けているのが『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』の最新刊である第五巻だ。

　積まれた本の山にあちこち谷ができて、もうかなり売れているみたいだ。

「六面出しかぁ……。相当な勢いね」

　萌もえ花かさんがつぶやく。

「アニメ化発表されましたからね～。わたしの店でも力を入れて売ってます～」

　一方僕の本は……台の片隅に積まれているだけだ。表紙が見えるのは、一冊分だけ。

　イラストレーターの輪りん廻ね姫ひめさんが描いてくれた表紙イラストも、これじゃ『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』に気け圧おされてるみたいだ。

　――期待してるって言われても、やっぱり、こんなものだよね……。

　これだけの新刊本の中で、僕の本を手に取ってくれる人、どれだけいるんだろう。

「僕の本、売れてる……のかな？」

　心配になって、本もと谷やさんに聞いてみた。

「二十冊入荷したんですが～、まだ……一冊も……。すみませんです～……」

　僕の本、二十冊も仕入れてくれたんだ。なんだかうれしい。

　なのにまだ一冊も売れてないなんて……僕のほうが申し訳ない気持ちになってしまう。

「本谷さんが謝ることないよ。――だけど売れなかったら、やっぱり返本なんだよね」

　さっき三流木みつるぎ社長に見せられたグラフを思い出し、暗い気持ちになった。

「なるべく返本は出さないよう努力してるのですが～、倉庫にも限りがありますし～、どうしても動きのない本は……残念ながら返本となってしまいますね～……」

「そうだよね……。あ、でも萌花さん」

　そのときふと、疑問がわいたんだ。

「思ったんだけどさ、返本返本って言われるけど、簡単にできるもんなの？」

　返本っていうのは、一度店に並んだ本を出版社に返品することだ。そういうのって、普通におこなわれているんだろうか？

「んー、そうねぇ……。日本の書籍の流通には『委託販売』という大きな特徴があるの。もちろんライトノベルも例外じゃないわ」

「委託……って、普通に売るのとは違うの？」

「委託販売の説明の前に、出版流通の仕組みについて説明したほうがいいかしら。――孝一くん、今、日本にどのくらいの出版社と書店があるか、知ってる？」

「え？　さ、さぁ……どのくらいだろ。出版社は……百社くらいかなぁ」

「出版社は約四千社、書店は約一万六千店存在するわ」

「よ、四千……？」

　思わず唖あ然ぜんとして口を開けた。

　本屋さんが全国で一万六千店あるというのは、そうかもしれない。あちこちの町にあるんだから。だけど、出版社まで四千社も存在するなんて……。

「出版社って実は、わたしたちのように数人規模でやってる会社や、中には社長一人で経営している会社も少なくないのよ。――四千の出版社と一万六千の書店では数が多すぎて、お互い注文したり配送したりの手間が大変すぎるでしょ？　そこで両者をつなぐのが、『出版取次』と呼ばれる会社。日本には大小合わせて約三十社存在している。ほとんどの出版社や書店が、取次会社と取引しているの」

「へぇ、そんな会社があるんだ……」

「それで『委託販売』の説明だけど……。出版社――出版業界では『版元』と呼ばれてるけど、版元で刊行された新刊本は、まず取次会社がまとめて入荷するの。そして取次会社から、取引先である全国の書店に出荷される。これを『配本』と呼ぶわ。そうして配本された本が、書店の店頭に並ぶわけ。そこで読者さんに買っていただければ、本は売れたことになる。逆に売れなかった本については『返本』として、また取次会社を通して版元に返品することができる。これが委託販売の制度」

「だから、売れないと返本されてしまうんだね」

「返品された本は、取次会社や版元の倉庫にストックされ、注文に応じて再出荷できるのよ。汚れたカバーなどをかけ替えてね。だから、あるお店で売れなかった本が別の本屋さんで売れる可能性もある。――こうして一冊の本が複数の書店さんを巡るのも、委託販売制度の特徴かしらね」

「じゃあ『返本』っていっても、必ずしも絶対売れないってわけじゃないんだね」

「そういうことね。――とはいえ、いつかは売れなきゃしょうがない。気合いを入れなきゃいけないし、参考のためにこうして本を買いに来たんじゃない！」

　萌もえ花かさんはハッパをかけるように言った。

「そ、そうだった。忘れるところだったよ」

　慌あわてて店内を見回した。新刊本の台の横にある棚で、アニメ化告知のポスターとともに『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』の既刊本が表紙を見せて並んでいる。

　大きく場所を取って並べられ、なんだか、新刊本より目立っているくらいだ。

　一巻の隣に置いてある、第二巻を手に取った。

　赤い宝石のようなタイトルロゴ。

『聖!!　愛り～☆エンジェルス　Ｌｏｖｅらぶ×２つー　ユウワクバレンタイン』というのが正式なタイトルらしい。

　著者は『天あま之の川がわ光璃ひかり』さんという作家だ。表紙に書かれているレーベル名は『一撃ファンタジー文庫』。

　タイトルの下には、二人の女の子のイラストが描かれていた。二人とも、水着みたいに露出度の高い、半透明のフリルがついた服を着ている。

　一人は一巻の表紙にも描かれていた、白い羽の生えた、天使のような少女。ヒロインの『愛ま菜な』だ。もう一人は……知らない女の子のキャラクターだった。褐色の肌で、背中からコウモリのような羽が生えている。

「なんか……女の子二人で抱き合ってるように見えるんだけど……」

　僕は本の裏表紙を見た。内容の紹介文が書かれている。

　きっちり完結した前巻のラストから、どんなふうに話を続けたんだろう。



「お兄ちゃんはゼッタイ渡さないんだから！」

　愛しき愛菜との涙、涙の別離わかれから一ヶ月。再び孤独の身となった純じゆん也やの前に一人の転校生が現れた。異国の香り漂う妖よう艶えんな少女、影か揶やに孤独が癒いやされるのを感じる純也。なのになのに、バレンタインに渡された手作りチョコには、赤き鎖で身を締める愛の毒ラブリー・ポイズンが含まれて――？　天使と堕天使の狭はざ間まで揺れ動く、えっちさぱわーあっぷの愛とせつなさあふれる神世界一大トライアングルラブコメ叙事詩第二幕、バレたらキケンなバレンタイン☆キッス!?



　……やっぱり、どんな話なのかさっぱり想像できなかった。

「と、とにかく、読んでみればいいんだよね」

　僕は本を持って、レジに向かう。

　本もと谷やさんは本を受け取ると、本の裏表紙のバーコードをレジの機械でピッと読み取る。本に紙のカバーをかけ、手渡してくれた。

　それから本谷さんは、レジの奥からＡ４サイズのチラシを持ってきた。

「今『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』をお買い上げいただいたお客さまには～、特製しおりをプレゼント中なんです～。お好きな番号をお選びください～」

　カラフルなチラシには、縦に細長いイラストが十種類描かれ、番号が振られていた。しおりの見本らしい。

　細長い紙に描かれた、小説のヒロインである『愛菜』。なぜか顔を赤らめ、モジモジした表情でこっちを見ている。

　どれも同じキャラクターが同じ格好で描かれているけど……衣装が違っている。

　脱げかかったブレザーの制服に、肌も露あらわな天使の衣装。体操服とブルマ姿やスクール水着姿のものと続き……最後のイラストは、薄桃色のブラジャーとパンツが丸見えだ。

「す、好きなのをって……」

「ふふ～ん、遠慮しなくていいのよ、孝こう一いちくん。しっかり選びなさい」

　すぐ横から覗のぞきこんで、萌花さんが言った。

「じ、じゃあ、一番で……」

　僕は震える指先で、最も無難そうな制服姿のしおりを指さそうとした。

「孝こう一いちくん、制服フェチなんだ～。脱げかかってるのが好きだなんて、マニアック～」

「ふ、ふぇち……？　脱げかかってるのが好きって、ち、違うよっ」

　慌あわてて、出しかけた指を引っこめる。

「べ、別に僕、しおりなんていらないんだけど……」

「でも～、お買い上げいただいたかたへの特典ですし～」

　不満げな顔で、本もと谷やさんはずいっとチラシを前に押し出す。

「うぅ……」

　断りきれず、もう一度エッチなイラストが並ぶしおり見本に目を落とした。

　おへそがちらりと見えていたり、腕に挟まれた胸に谷間ができていたり、十枚のイラストの『愛ま菜な』が、顔を赤らめてじっと僕のほうを見つめている。

　よく見ると、チラシの上部にはこんなキャッチコピーが書かれていた。

『お兄ちゃん……食べちゃいたい愛菜を選んでね』

　心臓がドキドキして、額に冷や汗が滲にじんだ。

　押し黙ってじっと目をそそぐ萌もえ花かさんと本谷さんの視線が痛い。

　二人のクラスメイトの女の子に挟まれて、僕はどうしてエッチなイラストを選ぼうとしてるんだろう。

　制服のイラストを選んだら制服フェチだなんて言われちゃうし、水着や下着のイラストを選んだら、これから僕はどんな目で見られてしまうんだろう……。

　でも選ばない限り、解放してくれそうにないし……。

　ええい、やぶれかぶれだ！

「じゃあ、これでっ！」

　僕は目を閉じ、ビシッと当てずっぽうに指先で指した。

　……周りの空気が凝固する気配。

　どうしたんだろう？　僕、何かヘンなものを指さしちゃったんだろうか？

　ゆっくりと目を開ける。

　僕がまっすぐ指さしているのは、しおりの一つ。

　――裸の『愛菜』が、胸と腰に細い赤いリボンを巻いただけのものだった。

　露あらわなお腹なかを、僕の指先が押していた。ふにふにした弾力さえ感じそう。

　おそるおそる見回すと、萌花さんも本谷さんも、絶句したまま僕を見つめていた。

「そ、それを選ぶとは……孝一くんの萌もえ眼力も侮れないものね……」

「さ・す・が時任ときとうくんですね～。このしおりが一番人気なんですよ～」

　僕は凍りついたまま一言も返すことができない。

　あぁ、本谷さんにまで僕がエッチな人間だなんて思われたら、どうしよう……。

「ありがとうございます～。しおりは、服の部分を切り抜いて着せ替えしおりにできますから、がんばって全種類集めてくださいね～」

　着せ替えって……。

　しおりを受け取ったときには、僕は背中にびっしょり汗をかいていた。

　どうして本を一冊買うだけで、こんな大変な目に遭うんだろう……。

　ふと気になって、買ったばかりの本の最後のページを開いてみた。奥付が載っている。

　そこには小さな字で日付に続いて、こんなふうに書かれていた。

『○月×日　第十一刷発行』

　十一刷……。これは『増刷』または『重版』と呼ばれる回数を示したものだ。本がたくさん売れて、追加で印刷して本を作ったんだ。

　やっぱり『愛らぶり～☆エンジェルス』って、すごく売れてるんだなぁ。

　僕の本は増刷なんてされたことなくて、まだ第一刷だけど。

「本もと谷やさん、ちょっと早いですけど、これ、刷り上がったばかりの新刊案内」

　萌もえ花かさんがバッグから一枚のチラシを取り出した。

　Ａ４サイズの紙に『三流木みつるぎ出版　十月新刊注文書』と書かれている。上のほうに書店名と日付を記入する欄があり、本のタイトルが並んでいた。



『本ほん能のう寺じの真実　～信のぶ長ながは死んでいなかった～』

『流転のスピリチュアル　魂を見れば前世が見える』

『新・三葉虫占い』

『ｉＤＯＬ　ＢＯｉＮ　十一月特大号』

『ミツルギファイヤー文庫　銀河サイキック少女　ミライちゃん２（仮）』



　――相変わらず、いろんな本を出してるんだなぁ。

「って、萌花さん!?『ミライちゃん２』って何!?」

「見てのとおりよ。すでに予定に組み込まれてるんだからね」

「予定にって……。まだ書いてもないのに……」

　こないだ一巻が発売されたばかりなのに、もう次の予定が組まれてるなんて。

「ね、本谷さん。チラシがＦＡＸ用の発注書になってますから、『ミライちゃん２』もよろしくお願いします」

　萌花さんはチラシを渡し、ペコリと頭を下げた。

「ぜひ注文させていただきますね～。時任ときとうさんも、がんばって書いてくださいね～」

「う、うん……。だけど、こんな早く注文が始まってるなんて……」

「書店さんからの予約注文は、本の発行部数を決める目安にもなるの。だから出版社にとっても重要なのよ」

「注文かぁ。じゃあたくさん注文してもらわないと、僕の本はお店に並ばないんだ」

「ところが、そうでもないの。注文されなかった分の本も、さっき説明した取次会社さんが、独自に取引先の書店さんに配本してくれるシステムになってるのよ」

「ってことは……本屋さんが注文しなくても、本が店に並ぶってこと？」

「そう。だからあまり注文されることのないような、無名な出版社や著者の本でも全国の書店で売られるわけ。――正直、三流木みつるぎ出版はそんなに多く注文も取れないから、取次さんの配本に頼っている部分も大きいのよ」

「書店にとっては～、発行される本のすべてを把握しなくても、新刊を入荷できるという利点がありますね～」

　本もと谷やさんが補足してくれた。

「まぁ、毎日二百点も新刊が出るんなら、本を選ぶだけでも大変そうだもんね」

「もちろんわたしたちも品しな揃ぞろえを充実させるため、積極的に注文してますよ～」

　そのとき、店の外でキキッと車の止まる音がした。

　振り返ると、店のガラス扉の向こうに黒塗りのリムジンが見える。

　後部座席の扉が開き――女の子が降り立った。

　くるくると巻いた、縦巻きロールの柔らかそうな髪。大きな襟と細いリボンの、どこかの学校の制服。

「そういえばあの制服って、輪りん廻ね姫ひめさんの学校のだよね」

「あらほんと。――輪廻姫さんって、ものすごいお嬢さま学校に通ってるそうよ」

「へぇ……。輪廻姫さんの家ってお金持ちそうだったし、お母さんは有名な前衛ファッションデザイナーなんだっけ」

　女の子はまっすぐ店の扉に歩いてきて、店内に入った。外の熱気とともに、さわやかな香水の香りがほのかに漂う。

　少し遅れて、ちょこちょこと歩いてくる若いメイドさんがいた。顔にうっすらとそばかすがあり、なんだか純朴そうな顔立ちだ。

　付き人のメイドさんまでいるなんて、やっぱりあの子もお嬢さまなのかな。

「いらっしゃい……まほっ!?」

　言いかけた本谷さんが突然引きつったような声を出す。

「い、いらっしゃいま……」

　ガンッ！　言い直しながら頭を直立九十度で下げて、レジのカウンターに額を打った。

「本谷さん、大丈夫!?」

「どうしたのよ、そんなに動揺して？」

　しかし本谷さんは腫はれた額も気にせず、レジ前を通り過ぎる女の子を見つめる。

　女の子は新刊の平積み台の横で立ち止まった。腰に両手を当て、扇でパタパタ扇あおぎながら店内を見回している。

　何か本を探しているというより、店そのものを見回している感じだ。

「あの子、お嬢さまだからライトノベルの専門店が珍しいのかな」

　すると本もと谷やさんが耳打ちした。

「何を言ってるんですか～。あのかたはですね～、二に刀とう出版販売の社長さんの一人娘、二に刀とう華か撫なでお嬢さまですよ～っ」

「えっ……！」

　と、萌もえ花かさんまで驚いた表情をする。

　何をそんなにビックリしてるんだろう。

「二刀出版販売って、有名な会社なの？　僕、そんな出版社聞いたことないけど……」

「何を言ってるの。出版社じゃないわ。二刀出版販売株式会社、通称二に刀とう販はんといえば、全国一万店以上の書店と取引する、日本最大の出版取次会社じゃない！　数千人もの社員が働く大企業なのよ」

「そうですよ～。わたしたちの店も二刀販さんと取引してますから～、時任ときとうさんの本も、二刀販さんを通じて仕入れてるんですよ～」

　レジの奥に目を向けると、『二刀販』と書かれた空のダンボール箱が積まれている。

　てことは、きっとあの箱に本が入って、お店まで運ばれてくるのかな。

「そんなすごい会社なの？」

「本を作っても、まずは取次さんに取り扱ってもらえなければ、全国の書店さんに並ばないの。正確には、並べようと思ったらものすごい手間とコストがかかってしまう。わたしたちみたいな弱小出版社にできることじゃないわ。――そんな取次さんの中でも、二刀販の社長といえば出版業界の超大物。その一人娘とは……」

「しかも華撫お嬢さまは～、次期社長候補として、この春からライトノベルジャンルの配本を担当されてるんですよ～」

　本谷さんは妙に顔を強こわばらせている。

「だけど本谷さん、さっきからずいぶん緊張してるみたいだけど……」

「えぇ……。前の担当者さんはとても親切なかただったのですが～、華撫お嬢さまはずいぶん激しい性格でして～、お嬢さまが担当になってから、何かと気苦労が～……」

　激しい性格、か。大きな会社ともなると、いろんな人がいるのかな。

　僕たち三人は、改めて女の子――二刀華撫さんの後ろ姿を見つめた。

　視線に気づいたのか、二刀さんが振り返る。

「相変わらずの品しな揃ぞろえですことね。それとも、売れてないだけかしら？」

　澄んだきれいな声。でもどこか、突き刺さるようなトゲを感じる。

　二刀さんは僕と萌花さんをチラチラ横目で見ながら、本谷さんの前に歩いてきた。

「き、今日は、何かお探しでまほか？」

　ツンと澄ました表情で、二に刀とうさんは髪をかき上げた。

「近くまで来たから、気まぐれに様子を見に寄っただけですわ。――どうでもいいけど、あなたの店ももっと新刊に力を入れたらどう？　名作ライトノベルをそろえるのに力をそそぐのもいいですけどね、いったいどれだけ売れることやら。商売なんですから、趣味もほどほどにしといたほうがよろしくってよ。もっと売れ筋に棚をさくべきです」

　二刀さんは付き人のメイドさんを押しのけ、新刊が平積みになってる台の前に歩く。

「たとえばこの新刊平積み台。ムダな本が多すぎます。せっかく『愛らぶり～☆エンジェルス』の新刊があるのですから、もっともっと目立たせるべきでしょう？」

　二刀さんは台の隅でこぢんまりと置かれている本を指さした。

　……偶然なのか、僕の『銀河サイキック少女　ミライちゃん』だった。

「そこら辺の、どうせ売れもしない新刊までいちいち注文する必要なくってよ」

「で、ですが～、メジャーもマイナーも、新作も旧作も、お客さまにより多くの作品から選んでいただくのが当店の方針でして～……」

「そんなことでは売り上げを伸ばすことなどできません。いいですこと？　あなたの店舗に、今以上に売れる書店になってほしいから、こう言ってるのですよ」

　……なんか、僕の本なんかじゃまだから置くなって言われてるみたいだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ほんとに本もと谷やさんの言うとおり、ずいぶん激しい性格みたいだなぁ……。

　と、聞いていた萌もえ花かさんが二に刀とうさんの前に立った。

「ずいぶんなこと言ってくれるじゃない」

「なんですか？　あなた」

　目を細めて見る二刀さんの前に、萌花さんは名刺を突き出した。

「わたし、版元の者です。こちらはライトノベル作家の時任ときとう零れい路じ。よろしく」

「えっ、ぼ、僕も!?　あ、あの、よろしくお願いします……」

　萌花さんは平積み台の上から『ミライちゃん』の本を一冊手に取った。

「これがウチで出した『銀河サイキック少女　ミライちゃん』です。どうせ売れもしない新刊で、悪かったですねっ。いくら二刀さんでも、聞き捨てなりません！」

「わたくしは『華か撫なでお嬢さま』と呼んで構いませんわ。あなた……三流木みつるぎさんとおっしゃいましたね。誰だれに向かってそのような口をきいてるか、おわかりになって？」

　二刀さん……いや、華撫さんは貴族みたいな仕草で、片手を胸に当てた。

「全国の出版社と書店を結びつける出版業界の礎いしずえ。本が読者へ届く道のりを整備する、書籍のハイウェイ。まさに日本の出版文化の立て役者。――そんな二刀出版販売の次期社長候補、二刀華撫ですのよ」

「二刀……華撫さん。あのダンボール箱になんて書いてあるか、読める!?」

　萌花さんは、レジの裏に積まれている『二に刀とう販はん』と書かれた箱を指さした。

　つられて僕も見てみる。社名のロゴの下に、小さくキャッチコピーが書かれていた。

『――すべての本を、すべての人に――』

「これが二刀販の理念でしょ？『読者が自由に本を選べる環境を作りたい』。二刀販の社長――華撫さんのお父さんがインタビューで話してるのを読んで、感動したわ。それを娘のあなたが何!?　売れない本など注文するな？　どうしてそんな考えになるのよ!?」

「ぬるいですわ」

「……ぬるい？」

「お父さまの考えなど知っております。ですが、お父さまの方針はぬるい！　売れもしない本を書店に置くなど、まったくのムダ！　時間をかけて本を売るなど、現代のハイスピードな時代に合いません！　もっと売れる本を売れるときにバンバン売っていくべきなのです！　――将来、わたくしが社長に就任したときには、我が二刀販を改革し、売れる本のみを厳選して取り扱うシステムにしてみせます！」

　華撫さんはビシッと萌花さんを指さし、宣言した。

「なっ……なんですって……。それじゃ、書店からわたしたちみたいな弱小出版社を締めだそうってことじゃない!!」

「ふん。くやしければ、もっと売れる本を作ればいいのですわ。まぁ、無理だからいつまでたっても弱小なんでしょうけどね」

「なぁんですってぇ……」

　萌もえ花かさんの握にぎり拳こぶしが震え始める。

　本もと谷やさんはすっかり「あわわわわわ」なんて戸と惑まどってるし、お店にも迷惑が……。

「萌花さん！　ケンカしちゃダメだってば！」

　僕は二人の間に割って入り、つかみかかろうとしている萌花さんの両手を押さえた。

「孝こう一いちくんは黙ってて！」

「あら、わたくし、売られたケンカは買う主義ですのよ」

　華か撫なでさんは、ゆっくりと右手を振り上げた。萌花さんを引っぱたくつもりだ。

「か、華撫さんもやめなってば！」

　華撫さんの手を押さえようと、振り返りながら手を上げる。

　――その拍子に、上げた指先が華撫さんのスカートの端に引っかかってしまい……

　ふわりと舞い上がった。

「…………っ!!」

　華撫さんは絶句したまま硬直している。

「お、お嬢さまっ!!」

　黙っていたメイドさんが、真まっ赤かな顔で驚きの声を上げた。

「うわ～っ、黒だ、あのねーちゃん黒だ～っ」

　店の奥にいた中学生の男の子たちが囃はやし立てる。

　華撫さんは両手でスカートを押さえ、全身をわなわなと震わせて僕を睨にらみつけた。

「あなた……よくもわたくしに辱めを……。そんなに殴られたいですか？」

「い、いや、わざとじゃなくて……」

　僕は必死で言い訳しながら後ずさった。

　華撫さんが拳を振り上げる。

　メイドさんが慌あわてた様子で華撫さんの前に立った。

「か、華撫お嬢さま！　お客さまがいらっしゃいますっ」

　囃し立てた男の子たちが、まだ僕たちのほうをじっと見ていた。

「っ……。不愉快ですわっ！」

　華撫さんは僕たちに言い捨てると、サッときびすを返し、大おお股またで外へ歩いていく。

　さすがにお客さんの前で大げんかするのは、とどまってくれたみたいだ。

「千ち紗さ！　行きますわよ！」

「は、はい、お嬢さま！　――あ、あの、失礼しました」

　千紗さんと呼ばれたメイドさんが、へこへこと僕たちや本谷さんに向かって何度も頭を下げる。それから駆け足で華撫さんのあとを追いかけた。

　店の外に出ると、二人はリムジンに乗り込み、たちまち車は走り去ってしまう。

　見送って振り返ると、本もと谷やさんはレジで頭を抱えていた。

「はぅ～、華か撫なでお嬢さまを怒らせちゃいました～」

「本谷さんだって、言われっぱなしじゃなくて、言うべきことはビシッと言ってやんなきゃ。店のこと悪く言われて、くやしくないの？」

　萌花さんが、まだ怒りの収まらない顔で言う。

「それはそうですけどぉ～。でも、わたしたちはやっぱり華撫お嬢さまに配本をお世話してもらってますから～。今度、謝っておきます～」

　と、さっきの男の子たちが文庫本を持ってレジへ来た。

　あまりおじゃましてもいけないと思い、僕たちは本谷さんに挨あい拶さつして店を出たんだ。
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　翌日は学校の終業式だった。高校に入って最初の一学期が終わり、明日から夏休みだ。

「いいかぁ！　夏休みだからといって、我々学徒は一いつ時ときも気を緩めてはならんッ！　常に勉学に精しよう進じんし、己を高めるのだぁッ!!」

　威勢のいい声が蒸し暑い教室内に響き渡る。

『夏休みの諸注意』と書かれた黒板の前で張りきった声を出しているのは、生徒会直属の風紀委員である風かざ見み鶏どり響ひびきさんだ。

　あごの辺りですっぱり切りそろえた髪と、メガネの奥の鋭い目つき。

　もっとも、クラスの大半はうんざりした顔をしてるけど……。

「早く終わって帰ろーぜー」

　一人の男子生徒が、すっかりダレきった声を上げた。

「そこっ！　聞いているのかッ!?」

　風見鶏さんはチョークを手に取り、パタパタと下敷きで扇あおいでいる男子に投げつけた。

　チョークがヒュンとまっすぐ宙を飛び、男子の額に命中する。

「へぐっ!!」

　スコーンと軽快な音がして、彼は椅い子すごと後ろに転がった。

　教室のみんながビクッと背筋を伸ばして、風見鶏さんを見つめる。

「早寝！　早起き！　宿題は毎日計画的に！　毎朝のラジオ体操もサボらぬことッ!!」

　右手に持った木刀で、床をドンッと叩たたく。

　振動で、風見鶏さんの大きな胸がぽよんと上下した。

「おおおっ！」

　たちまち男子たちの一部が、前のめりになって凝視する。

「…………ッ!!」

　風かざ見み鶏どりさんは顔を真まっ赤かにしてぷるぷると震え、木刀を振り上げた。

　ボウッと木刀からどす黒いオーラが立ち昇る。

「ききき……貴様らあああぁぁッ!!　この破は廉れん恥ちどもがあぁ！　そこに直れえぇッ!!」

　風見鶏さんは勢いよく木刀を振り下ろした。

　黒いオーラが放射状に広がり、前のめりになっていた男子生徒たちをなぎ払う。

「ぎゃああああああああっ！」

　生徒たちは怒ど濤とうのごとき暑苦しい悲鳴とともに、将棋倒しのように背後に倒れていった。

「よいか！　も、もも、『萌もえ』な精神は、我々を堕落させるのだ！　我々はそのようなものに耽たん溺できせず、健全たる生活に邁まい進しんせねばならぬ！　夏休みのような時期は、特に厳しく己を律せねばならん！　ましてや、夏休み中にも、もも、も、『萌え』な行為に及ぼうとするものは……」

　風見鶏さんはギロリと僕を睨にらんだ。

　も、ものすごい眼力だなぁ……。夏なのに背筋が凍りついたように寒い。

「我々、風紀委員がただでは済まさぬ！　休み中は校外での監視を強めるからな！　肝に銘じておけ!!」

　風見鶏さんは木刀の先をビシッと、倒れている男子生徒たちに向けた。

　――『萌え』な行為をしたらこういう目に遭うぞ、と警告するように。

「以上ッ!!」

　肩を怒らせ、風見鶏さんは大おお股またで教室を出ていく。

　教室内がホッとした空気に包まれた。

　風見鶏さん、僕に目をつけてるのかなぁ。

　前に一度、萌もえ花かさんに『萌え』の特訓をされているところを、風見鶏さんに見られてしまったことがある。それ以来、風見鶏さんは僕を『萌え』な行為をする容疑者としてマークしているみたいなんだ。

　もちろん僕は、風見鶏さんが言う『萌え』な行為をするつもりなんてない。こないだの萌花さんとのことだって、小説を書くための訓練でしかなかったんだ。

　だから僕が『萌え』なことする人間だなんて、誤解されなきゃいいんだけど……。



「前にも言ったとおり、二巻の発売日は十月十五日よ」

　学校からの帰り道。並んで歩きながら、萌花さんは唐突に言った。『銀河サイキック少女　ミライちゃん』の二巻のスケジュールについてだ。

「だから孝こう一いちくんには……そうね、夏休み半ばには初稿を上げてもらえると助かるわ」

「なんでそんなに急ぐのさ？　十月まで三ヶ月しかないじゃないか」

「時任ときとう零れい路じはまだまだ無名の作家だし、『ミライちゃん』も無名のシリーズ。シリーズの刊行ペースが開あいたら、一巻を読んでくれた読者に忘れられちゃうかもしれないでしょ」

「だけど……まだ内容も決まってないのに間に合うのかな」

「心配しないで。わたしにいい考えがあるから」

　萌もえ花かさんはここぞとばかりに両手を叩たたいた。

「ちょうど明日から夏休み。そこで、集中して書くための合宿をするのよ！」

「合宿？」

「そう。――伊い豆ず諸島の小島にね、わたしのお母さんが持っている、作家のための別荘があるの。創作に打ちこむには、最高の環境。孝こう一いちくんには夏休みの間、別荘に宿泊してじっくり小説を書いてもらいたいのよ！」

　萌花さんのお母さんって、元は三流木みつるぎ出版の編集者で、今はアメリカで世界的ベストセラー作家の専属エージェントをしてるんだっけ。

「小島って……ずっと僕一人でいるの!?」

「もちろん、わたしも行くわよ。担当編集なんですもの」

　なんでもないことのように、サラッと言った。

「って、ま、まさか萌花さんと二人っきり!?」

　声を上げた僕に、萌花さんはシーッと人差し指を口に当てた。チラッと後ろを見る。

　萌花さんの視線の先を追うと、電柱の陰に誰だれかが立っていた。

　――僕たちを尾行しているらしい。電柱の陰から木刀がはみ出している。

　風かざ見み鶏どりさん……？　僕と萌花さんが『萌もえ』なことをしないよう、見張ってるのかな。

「もし孝一くんが『萌え』なラブコメを書いてるなんて風見鶏さんに知られたら、また追いかけられちゃう。その意味でも、離れ小島で合宿して書くのはちょうどいいわ」

「でも、萌花さんと二人っきりだなんて……」

　萌花さんはちょっと顔を赤くして、モジモジと両手をこすり合わせた。

「ふ、二人っきりって、別にわたしたち、仕事で行くだけじゃない……。孝一くん、何か、ヘンなコト考えてるんじゃないでしょうね……？」

「なっ、か、考えてない、考えてないって！」

　やがて、分かれ道の交差点についた。ここから僕と萌花さんの家は別々の方向だ。

「とにかく集中して面白い小説を書いて、あの華か撫なでさんって人を見返してやりましょ！」

　萌花さんは遠くを睨にらむような目つきでぐっと拳こぶしを握った。

「出発は明日よ！　宿泊の用意はこっちで整えるけど、一通りの着替えや洗面用具くらいは用意してね。それじゃ！」

　言って、萌花さんは横断歩道を走って渡っていく。

　明日から萌花さんと二人っきり……。

　僕はカッと顔が火ほ照てってしまった。

　これでほんとに、小説、書けるのかなぁ……。
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　夕方、僕は萌もえ花かさんに言われたとおり、宿泊用の買い出しに出かけた。

　なんか強引に決められた気もするけど、しょうがない。もう本屋さんから注文を取り始めてるんじゃ、書かないわけにもいかないだろうし……。

　必要なのは歯ブラシと、替えの下着と……。考えながら駅前のスーパーに向かう。

　ふいに、夕ゆう陽ひの中に妙な人物がいるのに気がついた。

　駅前にあるコンビニ『デイリーマツモト』の角。公衆電話の陰に屈かがんで身をひそめ、そっと辺りをうかがっている。夏だというのに黄色いロングコートを着て、頭には真まっ赤かなほっかむり、顔には丸いサングラスと口を覆うマスク。手には大きなスポーツバッグ。

　……怪あやしい。怪しさのお手本というくらい怪しい人物だ。

　一瞬、また風かざ見み鶏どりさんが僕をマークしてるのかと思った。……けど僕を見張ってるわけじゃなさそうだし、何より風見鶏さんより小柄に見える。別の人みたいだ。

　ま、まさか、デイリーマツモトに泥棒に入るつもりなんじゃ……。

　僕もしょっちゅう利用する店だから、荒らされたら困るんだ。

　緊張して立ち止まり、そっとコートの人物を監視した。

　人物はキョロキョロ辺りを見回したあと、腰を屈めたまま道に飛び出す。

　そこに一台の車が猛スピードで通り過ぎて、人物は慌あわてて立ち止まった。車が巻き起こした風に煽あおられて、ほっかむりがほどけて吹き飛ばされそうになる。

　ほっかむりの下から、髪が飛び出した。

　縦巻きロールの髪……って、あの人、二に刀とう華か撫なでさん!?

　華撫さんは慌ててほっかむりをつけ直すと、商店街に向かって走り出した。

　呆ぼう然ぜんと見送り……ハッと思いついた。

　そうだ、華撫さんに昨日のこと謝らなきゃ！　本もと谷やさんも、華撫さんを怒らせちゃったって気にしてたし。

　僕は慌てて華撫さんのあとを追いかけた。

　華撫さんは主婦や学生で賑にぎわう商店街を走り抜け、中ほどにある九きゆう官かん鳥ちよう書店の前で立ち止まる。様子をうかがうようにキョロキョロ見回し、ササッと店内に駆けこんだ。

　カサコソ走って、忍者みたいっていうかゴキブリみたいっていうか……話しかけにくいなぁ。とにかく僕も九官鳥書店の中へと入った。

「いらっしゃぁーせぇー」

　髪を金髪に染めた、落ちぶれたロック歌手みたいな格好をしたバイトのお兄さんが、やる気なさそうな声で言う。

　華か撫なでさんはスタスタと、ライトノベルのコーナーへ向かっていた。ライトノベルコーナーについたと思ったらそのまま通り過ぎ……さらに奥の書棚へ向かう。

　あの書棚は……！　前に一度、迷い込んだことがある。ピンク色の背表紙の文庫本が並んだ書棚。棚の前に置かれた平積みの本には、どれも女の子のイラストが描かれていた。

　一見ライトノベル売り場かと思うけど、どうにも雰囲気が違っていた。表紙イラストの女の子たちは妖あやしげな黒いボディスーツを身にまとい、足や肩を肌色に露出させている。

　なんともいかがわしい空気が支配する一帯だったんだ。

　華撫さんはまた左右をキョロキョロ見回し、辺りに人がいないのを確認すると、ササササッと数冊の本を手に取った。平積みから二冊、棚から三冊。獲物を狙ねらう鷹たかのような正確な手さばきで。

　五冊の本を抱えると、華撫さんは早足でレジへ向かった。

　僕はレジ近くの雑誌コーナーに隠れて様子をうかがう。

　バイトのお兄さんがレジを打ち、相変わらずやる気なさそうに本を紙袋に入れていた。

「あー、この『ビシバ死コアクマさまっ』一巻にぃー、先着特典の『ビシバＣＤ』ってのが付くみたいっスけどぉー、いるっスかぁー？」

「うふ、これで今夜は眠れませんわね……、うふ、うふふふふふふ」

「いるっスかぁー？」

「はっ!?　な、何おっしゃってますのっ!?　わ、わたくしがそのような変態チックなもの、欲しがるわけがありませんでしょっ！」

「じゃいらないっスねぇー」

「いい、いえ、せっかくくださるのに、もらわないだなんて出版社のかたに失礼ですわ。どうしてもというのなら、仕方ありませんからその変態チックなＣＤをいただいて一晩中聞いて差しあげますわっ」

「んじゃ紙袋ん中入れとくっスねぇー」

　華撫さん、いったいどんな本を買ったんだろう……。

　紙袋に入った本を受け取ると、華撫さんはうふうふ笑いながら駆け足で店を出る。

　僕も店を出た。買い物も終わったみたいだし、そろそろ華撫さんを呼び止めなきゃ。

「あの、か――」

　声をかけようとすると、華撫さんはまたサッと走り出してしまった。シュタタタタと商店街を駆け抜け……小さな雑居ビルに挟まれた、細い路地に入る。

　路地の近くまで追いかけて、僕は立ち止まった。

　――なんか華撫さん、必死で隠れてるような気がする……。

　どうしようか考えあぐねていると、コツコツと足音が聞こえた。

　路地から出てきたのは華か撫なでさんだ。さっきまでとはうって変わって、制服姿に戻っている。ほっかむりもサングラスもマスクも取って、間違いなく素顔の華撫さんだった。

　コートも着てないし、紙袋も持ってない。スポーツバッグが膨れてるから、中に入ってるんだろう。

　商店街の通りまで戻ると、華撫さんは立ち止まり、サッと後ろ髪をかき上げた。

「まったく暑苦しいですわねぇ。やはり高貴なわたくしに、庶民の街は似合いませんわ」

　額にびっしり汗をかきながら目を閉じて、涼しい顔でなんかつぶやいている。

　そりゃ、あんなコート着て走り回ったら暑いと思うけど……。

「あの……」

　僕はそろそろと近づき、華撫さんに声をかけた。

　華撫さんは目を閉じたまま、髪をなびかせ優雅な仕草で振り返る。

「なんですか、庶民？　道案内ならほかの人にお頼みあそばせ」

　言いながら華撫さんはゆっくり目を開き……

　ビクウウウウウウウッ!!

　って、効果音が聞こえそうなほど顔を引きつらせた。

「あああああああ、あ、あ、あ、あなた……は……」

　真っ青な顔で、酸欠の金魚みたいに口をパクパクさせる。

「あ、あはは……。華撫さん、こんなところで会うなんて、奇遇だね」

「わわわ、わたわたわたくしは、いい、今、たった今、ここに来たばかりですのよっ！　ていうかああ、あ、あなた、いいい、いったい、いったいいつから、わたくしのこと、見てましたのっ!?」

「え、あ、あの、コンビニの角のとこから……」

　とっさに聞かれて、うまくごまかせず、僕は正直に言った。

「ままま、ま、ま、まさか、ほ、本を買うとこなんて、みみ、見てませんわよねっ」

「なんか、ＣＤもらってたみたいだけど……」

　華撫さんは目を回し、泡を吹きそうな表情でふらついた。

　……僕って、どうしてうまく嘘うそがつけないんだろう。

　華撫さんが突然、ぎゅっと握りつぶすほどの力で僕の腕をつかんだ。

「え!?　あ、華撫さんっ!?」

　華撫さんは無言で僕を引っ張って、全速力でピューッと商店街を駆け抜ける。

　商店街の出口のところに、一台のリムジンが停とまっていた。

　華撫さんは後部座席の扉をバンッと開けると、投げこむように僕を押しこんだ。華撫さんも続いて乗り込み、扉を閉める。

「え？　な、何!?　華か撫なでさんっ、僕をどうするのっ!?」

　ゆ、誘拐!?　もしかして僕、誘拐されようとしてる!?

　リムジンの運転席には、運転手なのか一人のメイドさんが座っている。長い髪が鋭く伸び、ナイフのように切れそうだ。

　本もと谷やさんの店に来た、千ち紗ささんっていうメイドさんは今は見当たらない。

「今から学友と学問のお話をいたしますの。ちょっと席を外してくれませんこと」

　華撫さんが言うと、メイドさんは「承知しました」と頭を下げ、リムジンの外に出る。

　車内には僕と華撫さんだけが残された。

「あなた……確か孝こう一いちさんと呼ばれておりましたわね。――さぁ孝一さん、どういうことか、お聞かせ願いますか？」

　華撫さんはぐっと身を乗り出し、僕に詰め寄った。

　うぅ……。ガラスのように鋭く冷たい目が、詰問するように見つめてる……。

「どういうことって、たまたま華撫さんを見つけたから……」

「さては昨日のことを根に持って、わたくしの弱みを握るつもりですのね！　でなければ、あの完かん璧ぺきな変装が見破れるはずありませんわっ」

　見破れなヽいヽはずありません、って言ったほうが正しいような……。

「違うよ。そうじゃなくて、昨日のこと謝ろうと思ってたんだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「謝る……ですって？」

「う、うん。僕、全然、悪気なかったんだ。萌もえ花かさんもいろいろ言ってたけど、彼女、けっこう気の強いところがあるから、あまり気にしないでくれるとうれしいかなって。本もと谷やさんも、華か撫なでさんに謝りたいって気にしてたし……」

「……なるほど、おっしゃりたいことはよくわかりました。――わたくしだって子供じゃありませんわ。小さなことをいつまでも根に持ったりしません」

　意外なほど素直に許してくれて、僕はホッとした。

「ですがねっ！　今日あなたが見たことは、断じて許せませんっ！」

　華撫さんはさらに強く睨にらみつけ、ぐっと顔を寄せた。

「いいですことっ!?　あなたにはわたくしが買った本について、必ず秘密にしてもらいますからねっ」

「秘密にする、絶対誰だれにも話さないからっ！」

　華撫さんはようやく、僕から顔を離してくれた。

「でも華撫さん、秘密にしたいのに九きゆう官かん鳥ちよう書店で買い物って、この近くに住んでるの？」

「そんなわけありませんでしょ。隠したいからわざわざ遠出したのですから。それに九官鳥書店は、中堅取次会社である大たい両りよう堂どうと取引してる書店ですから、二に刀とう販はんとは直接関係ありません。なので万一書店員に正体がバレても、ダメージが小さくて済みますの」

「ダメージって？」

「もし二刀販の社長令嬢であるわたくしの秘密が出版業界の人間に知られたら……弱みをネタに脅迫し、自社の本を有利に流通させようとする出版社や、ベストセラー書籍を独り占めしようとする書店が現れないとも限りません。――ですからわたくしは、他者に弱みを見せず、常に毅き然ぜんとした態度を貫かねばならないのです」

「脅迫なんてしないよっ。そんなことする人いるのかなぁ。考え過ぎなんじゃ……。それに僕、華撫さんがなんの本を買っても、恥ずかしいなんて思わないけど……」

　すると華撫さんは、ちょっと意外そうな顔で僕を見た。

「わたくしの買った本が恥ずかしくない……と、おっしゃるのですか？」

「うん。その……僕が書いてる本も『萌もえ』で『エッチ』な『ラブコメ』だし……」

「なるほど、孝一さんはライトノベルの作家でしたわね。――ですがわたくしが買っているのはライトノベルといいますか……」

　華撫さんはスポーツバッグに入っていた紙袋から、さっき買った文庫本を取り出した。

「こ、こういう本ですのよ……」

　恥ずかしそうにうつむいて、本を差し出した。

　受け取って、表紙を見る。

『ビシバ死コアクマさまっ』というタイトルの本。

　文庫本の表紙に描かれているのは、ライトノベルと同じように女の子のイラスト。しかし女の子の格好が普通じゃなかった。

　全身黒ずくめのボディスーツ。背中にはコウモリみたいな黒い羽と悪魔みたいなしっぽ。正面に大きな切れ込みが入り、胸の谷間やおへそが見えている。足には網タイツ。スラッとした足先のハイヒールは……倒れているらしい誰だれかの背中を踏みつけていた。

　何より異様だったのは……手に、長い真っ黒なムチを握っていることだ。

「一般のライトノベルレーベルから発売されてる小説じゃなくて、その、ら、ライトＳＭレーベルから発行されている小説……ですわ……」

　らいとえ……？　裏表紙には、本のあらすじが書かれていた。



　あたし、地獄から来たコアクマっ！　おシゴトはぁ、イケナイコトしたワル～い人間たちを、愛のムチでビシバシ叩たたいて踏みつけて！　あぁん、でもコアクマ、そんなひどいことできませ～ん!!（泣）　だけどガンバっておシゴトしてたら、あれっ？　なんだかビシバシするのがカ・イ・カ・ンに……？　コレってもしかして、新しい愛のヨ・カ・ン!?



　……『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』以上に内容の想像がつかなかった。なんか、ずいぶん変わった『萌もえ』の本なんだなぁ……。

　僕は頭にハテナマークを浮かべながら、本を華か撫なでさんに返す。

　華撫さんはますます恥ずかしそうに本を両手で抱きしめた。

「こ、これでも……恥ずかしくない……とおっしゃいますか……？」

「も、もちろんだよ！　そりゃ、ちょっとはビックリするかもしれないけど、その小説も作者の人が一生懸命書いた本じゃないか。全然恥ずかしくないよ」

　華撫さんはしばらくの間黙り、小さくうなずいた。

　車の窓をトントンとノックする音がした。さっきのメイドさんが外から覗のぞいている。

　華撫さんは慌あわてて本をバッグにしまうと、扉のスイッチを押して窓を開いた。

「華撫お嬢さま。そろそろご帰宅のお時間です」

「わかりましたわ。――孝こう一いちさん。その……誰にも話さないでいてくれれば、それでいいですから。できれば忘れてもらうのが一番なんですが……」

「わかった。僕もなるべく、今日のこと考えないようにするよ」

「……あ、ありがと……う……」

　消え入りそうな声で華撫さんは言う。

「ところで華撫さん。僕の本って、ほんとに、本屋さんに置くだけムダなのかな……」

　ふと、僕は昨日言われて気になってたことを聞いてみた。

　華撫さんはちょっときょとんとした顔を見せ、あぁ、と思い出したようにうなずく。

「別にわたくしは、あなたがたの本を否定しているわけではありません。ですが、書店も本を売らねば生きていけない。売れない本を並べる余裕などないのです」

　……そうか。そうだよね。本屋さんだって、本を売ることで生活してるんだから。

　きっと華か撫なでさんは、取引してる本屋さんのためを思って、あんなこと言ったんだ。

「――僕、もっと面白くて売れる本を書くよ。全国の本屋さんが置きたくなるような」

「よい心がけです。期待しておりますよ」

　華撫さんはちょっとほほ笑んでうなずく。それから車の扉を開けてくれた。

　僕が外に出ると、すぐに車のエンジンがかかって走り出す。走り去るリムジンの後ろ姿をしばらく見つめていた。

　華撫さんって、変わった人だなぁ……。

　でも口は悪いけど、根っから悪い人じゃなさそうだ。

　もっとも、華撫さんは僕らとは全然立場の違う人だ。もう、会うこともないだろうな。

　約束どおり、今日のこともすぐに忘れてしまいそうな気がする。

　――僕は華撫さんを乗せた車を見送りながら、そんなふうに思ったんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


　僕はトランクを手に、軽く揺れるタラップを歩き、フェリーを下りる。

　港に立って見上げると、目の前には真っ青な空と入道雲が広がっていた。

　空の下には木々の生い茂った休火山がそびえている。山のふもとには、小さな港町が広がっていた。

「んん～っ、潮の香りねぇ……」

　船旅の疲れを吹き飛ばすように、先に下り立った萌もえ花かさんは両手を広げ、大きく息を吸いこんだ。

　白いＴシャツとジーンズ。夏の強い陽ひ射ざしを浴びて、麦わら帽子の影が埠ふ頭とうのコンクリートに落ちている。

「わふっ、わふっ」

　萌花さんの飼い犬であるワッフルが、首に巻かれたスカーフを揺らしながら主人の周りを駆け回っていた。ゴールデン・レトリーバーの黄金こがね色の毛並みが、陽射しにキラキラ反射している。

「もう、ワッフルったらはしゃぎ回っちゃって。ずっとペットルームで狭かった？」

　萌花さんとワッフルの後ろ姿を見ながら、僕は小さくため息をついた。

「どうしたのよ孝こう一いちくんってば。憂ゆう鬱うつそうな顔して。ほら見て、都心と全然空気が違うでしょ！　こんないいとこ、めったに来られないんだから」

「そ、そうだね。いいところだなぁ……」

　僕は愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

　……そりゃあ、普通に旅行に来たんならうれしいさ。

　でも僕はこれから、萌花さんの別荘で小説を書き続けなきゃいけないんだ。

　僕たちはフェリーを下りたあと、腹ごしらえのためにお昼ごはんを食べることにした。

　港の近くにあった『うおや』という食堂に入って、壁の張り紙に『本日のオススメ品』と書かれたマグロ丼どん定食を二人で頼んだ。

　木のテーブルが並ぶ小さな食堂だけど、店内は観光客の姿で混雑している。

　食事を終えレジに向かうと、割かつ烹ぽう着ぎ姿の五十歳くらいのおばさんが会計をしてくれた。

「は～い、お二人で千百二十円ね～」

「定食二人前で、安いですねぇ」

　萌花さんがサイフを広げながら言う。

「市場から直接魚を仕入れてるからねぇ。都会じゃもっと高いでしょ？」

　おばさんはちょっと得意げに笑った。

「それにしても、いいの？　萌花さんに出してもらって。僕、自分の分くらい払うよ」

「いいからいいから。孝こう一いちくんには、頼んで来てもらってるんだから。あとで会社に請求するから、心配しないで」

　萌もえ花かさんがおつりを受け取っている間、僕はなんとなくレジの横を見た。

　小さな三段組みのカゴに、何冊かの文庫本が並べられている。占星術の本やミステリー小説。駅のキオスクみたいな品しな揃ぞろえだ。ほんと、本っていろんなところで売ってるんだな。

　興味深げに見つめた僕に気づいたのか、おばさんが身を乗り出した。

「あ、その本ね、フェリーで帰るお客さんに売れるのよぉ。一番オススメなのが、この『伊い豆ず諸島スキューバ殺人旅行』。この島が舞台の小説なの」

　おばさんは三冊並んだ文庫本の一冊を手に取り、表紙を向ける。大人向けのミステリー小説らしく、リアルなタッチで描かれた女の人が、裸の背中を向けて座っていた。

「あんたたちも、一冊どう？」

「そ、そう？　――じゃあ、その本も買ってみようかな」

　おばさんの勧めに気け圧おされたのか、萌花さんは本を受け取って代金を支払った。

　会計を済ませ、僕と萌花さんは店を出る。

　歩きながら萌花さんは『伊豆諸島スキューバ殺人旅行』をパラパラとめくった。

「あーあ、つい買っちゃった。ムダづかいじゃ、さすがに会社に請求できないわね」

「いくらだったの？」

「六百三十円よ。ほら」

　本を受け取り、裏表紙に書かれた価格を見る。確かに六百三十円と書かれている。

「食事代は安くても、本は安く売ってくれるわけじゃないんだ」

「新品の書籍の販売にはね、再版制という制度が適用されてるの」

「さいはんせい？」

「簡単に説明すると、『再販制』正確には『再販売価格維持制度』というのは、出版社の示した価格で販売する取り決めのこと。つまり、定価で売ってくださいってことね」

「勝手に安売りしちゃいけないの？」

「本は娯楽だけじゃなく、勉強などにも使うもの。だからたとえば、こうした離れ小島の書店さんで、輸送費がかかるからって値段が高くなったら不公平でしょ。日本全国、同じ価格で買えるようになっているの」

「なるほど……」

「もう一つの理由は――たとえば、『ミライちゃん』が売れないからってどんどん値引きされたらどうする？」

　僕は『ミライちゃん』が百円くらいに値下げされてるところを想像してしまった。

「そりゃあ悲しいけど……売れないんならしょうがないって気もするけどなぁ」

「問題はそのあとよ。本は安いものだから、値下げしないと売れないんじゃ書店さんの利益がなくなって、置いてもらえなくなっちゃう」

「そうか……。百円でしか売れない本じゃ、本屋さんもあまり置きたくないかもね」

「本は一冊一冊違う、多様なもの。専門的な本もマニアックな本も、できるだけいろんな本が存在できるよう守ろうって制度なの。――もっとも近年は、再販制について様々な議論がされているから、将来は少しずつ方式が変わっていくかもしれないけどね」

　いつも変わらず本の置かれている本屋さんも、裏側ではいろんな変化があるんだな。

　ミステリー小説の文庫本を見つめながら、しみじみと思った。

「ほーら、ぼやぼやしてないで、行くわよ、早く！」

　気がつくと、萌もえ花かさんは店の前につないでいたワッフルを連れて、先へ歩き出している。

「ま、待ってよ！」

　慌あわてて追いかけた。



　小さなスーパーで夕ごはんのお弁当を買って、僕たちは町の外へ続く道を歩き出した。

　十分も歩くと町の建物は山の陰に隠れ、右手には草原と遠くの森、左手には海と空が広がる光景になる。

「この島はね、今から二十五年くらい前、好景気の波に乗っていくつかのリゾートハウスが建てられたの。でもその後不景気になって、リゾート施設の多くが売りに出され、来る人も少なくなり寂さびれちゃった」

　萌花さんは海沿いの、舗ほ装そうされていない道を歩きながら説明した。

　カラコロと転がるトランクの車輪が、うっすらとわだちになって土に残る。

　道の両側には背の高い草が生え、左手の崖がけ下したからは波が寄せては返す音が響く。

　言われてよく見れば、右側にそびえる山の木々に埋もれてちらほらと、派手な色の一戸建てが見える。けれどまるで人の気配が感じられず、廃はい墟きよのような印象だ。

「まだ三流木みつるぎ出版が好調だったころ、編集者だったお母さんは静かな環境に目をつけて、安く売り出されていたリゾートハウスを買い取ったの。そして執筆に専念したい作家が利用できるよう準備したのよ。――なんでも、ある有名作家は一年間も一人で島にこもって、長編小説を書き上げたんだって」

「そのリゾートハウスっていうのが、今から行く別荘なんだね。――それにしても、ずいぶん遠いんだ」

「賑にぎわってたころはバスも走ってたけど、今じゃ廃すたれちゃって、歩いて行くしかないの」

　港町から歩いて一時間ほど。まだつかないのかなぁ……と思い始めたころ、小さな空き地にぽつんと立つ一軒家が見えてきた。

「ほら！　あれよ！」

　萌花さんがワッフルと一緒に駆けていく。

　赤い屋根に白い壁。壁はあちこち汚れているけど、パッと見はけっこうおしゃれだ。小さなペンションみたい。

　近づくと、海側に向かった白い扉がある。

　萌もえ花かさんはポケットから鍵かぎ束を取り出し、カチャッと鍵を開けて扉を押した。

　僕もあとに続いて扉を通る。中に入ると、玄関の先が十畳くらいの広間になっていた。奥は一面に茶色いカーテンが引かれて薄暗い。

　玄関の右側には隣室へ続く扉があり、反対側には、二階への狭い階段。

　壁に面した大きな書き物机とソファ。隅にはちょっと古いブラウン管テレビ。本棚には辞書や辞典、様々な種類の図鑑といった資料。

　なるほど、こんな部屋なら集中して小説が書けそうだ。

「久しぶりだわぁ～。ほら、孝こう一いちくんも遠慮しないで上がって上がって」

　萌花さんは懐かしそうな声を上げ、部屋のカーテンを開けた。たちまち外の明るい陽ひ射ざしが室内に満ちる。

　続いて、庭に面した大きなガラス戸をガラッと開いた。

「わほっ！」

　ワッフルがうれしそうに鳴いて、庭へ駆け出していく。

「ほらワッフル！　遠くへ行っちゃダメよ！」

「わふわふっ！」

　僕は靴を脱いで部屋に上がった。

「おじゃましまーす。――萌花さん、ここにはよく来るの？」

「前に来たのは、もう半年前かしら。お母さんに連れられて来たの。お母さんがアメリカに行って、この別荘もあまり使われなくなったけど、たまには手入れに来ないとね」

　萌花さんは玄関脇わきの扉を開けた。先は狭い廊下になっている。

「キッチンとお風ふ呂ろ、それにトイレはこっちだからね」

　廊下に出る萌花さんを見送りながら、僕は広間のまん中にそっと腰を下ろした。

　ここが、これからしばらく僕が過ごす家か。

　なんか、新婚夫婦が暮らす一軒家みたいな……。

　いやいやいや。ヘンな考えが浮かび、ぶんぶんと頭を振って追い出した。

　廊下に出ていた萌花さんが、しばらくして戻ってきた。

　白いエプロンをつけ、手にはハタキと、ぞうきんの入ったバケツを持っている。

「さーて、まずはお掃除お掃除っと」

　萌花さんがハタキで本棚をパタパタする。ぶわっとホコリが舞い上がった。

「げほげほっ……。ぼ、僕も手伝おうか？」

　僕は咳せきこみながら、バケツのぞうきんを手に取った。



　一通り別荘の掃除が終わったときは、もう夕方だった。

　庭の向こうでは、夕焼け空の中、黒いシルエットの山がそびえている。

　ワッフルは走り回って疲れたのか、近くの庭でごろごろ寝そべっていた。

「ふぅ……。けっこう、大変だったね……」

　僕は広間の床に大の字になった。

　耳を澄ますと、風に吹かれる木々のざわめきが聞こえる。

　本当にここは、人里離れた別荘なんだなぁ……って、しみじみ思う。

「ほ～らっ、何へばってんのよっ」

　萌もえ花かさんが寝転がっている僕を見下ろした。

　夕ゆう陽ひに照らされた顔を見上げ、思わずドキッとする。

　――そうだ。僕は今、人のいないこの場所で、萌花さんと二人っきりなんだ。

　忘れてたわけじゃないけど、改めて思い返すと、急に胸がドキドキしてくる。

「――な、何よ、急に見つめて……」

　萌花さんがちょっと恥ずかしそうに顔を逸そらした。

「あっ、ご、ごめん、なんでもない……」

「とにかくお腹なか減ったでしょ。少し早いけど、夕ごはんにしない？」

　部屋のまん中に座卓を置いて、僕と萌花さんはお弁当を広げた。町のスーパーで買った唐揚げ弁当だ。

「明日からの食事はどうするの？」

「保存食が少し買い置きしてあるけど、明日改めて買い出しに行くわ。なんだったら、材料買ってきてわたしが手作りしてあげようか？」

「え、わ、悪いよ……。買い出しなら、僕も手伝うし」

「町まで出たなら、また食堂で食べてもいいわね。――あ、それと、ここにも電話はあるけど、携帯は町まで出ないと圏外だから、メールするときは気をつけてね」

　お弁当を食べ終わると、僕と萌花さんは改めて、座卓を挟んで向かい合った。

「それじゃあ孝こう一いちくん。二巻のプロットはどう？　そろそろいいアイディア出た？」

「一応、僕なりに考えてたんだけど……まだ、プロットって呼べるほどじゃないんだけど、二巻をこんな内容にしたいってイメージはつかめてきたんだ」

「ほんと!?　どんな内容？」

　萌花さんが身を乗り出して聞いてきた。

　顔が近づいて、一瞬、心臓がドキドキする。

「『ミライちゃん』の一巻って無我夢中で書いたから、今読み返すとちょっと中途半端かなーって思うところとか、たくさんあるんだよ」

「そうねぇ。あのラストシーンも、そこだけ抜き出してみれば迫力あるって思うけど、バトルありエッチなラブコメありの内容だったのが、急にシリアス一辺倒のバトルものになった唐突さがあるものね……」

「だからそういう部分の完成度を高め、テーマを掘り下げた内容にしたいって思うんだ」

「偶然だわ！　実はわたしもそう考えてたの！　孝こう一いちくんにはもっともっと、テーマを突き詰めてほしいって！」

　萌もえ花かさんは我が意を得たりとばかりの笑顔で言ってくれた。

　さすがは萌花さん。やっぱり、僕の担当編集者なんだなぁ。

「よかったよ、萌花さんが理解してくれて！　よし、そうと決まれば二巻は……」

　僕たちは顔を見合わせ、うなずき合い、いっせーのせで、新たに書くべき続編のテーマを口に出したんだ。

「もっと、燃える熱いドラマにしよう！」

「もっと、萌もえるエッチなラブコメにしましょう！」

　……言い終わって、僕と萌花さんは気まずーい空気で見つめ合った。

「どうしてエッチにしないといけないのさ。アクションだって、あんなに気合い入れて書いたのに……」

「孝一くんの書くアクションって、正直ちょっとセンス古いっていうか……。その、バトルシーンもアクセントとしてはいいのよ。けどそれだけじゃ、売りに欠けるのよね」

　むぅ、と僕は口を尖とがらせた。

「だからこそ、今度はもっと燃えるアクションを強化したいんだよ！　ほら、こうさ、手に汗を握る熱い戦いを！」

　僕は思わず両手を握りしめ、身を乗り出して力説する。

「でも孝一くん、言ってたじゃない？　前巻のラストで悪の宇宙帝王は滅んじゃったから、ストーリーを続けられないって。――どうやって、もっと燃えるアクションを書くのよ。宇宙を支配した帝王よりも強い敵のアイディアなんてあるの？」

「それは……」

　痛いところをつかれ、僕は黙りこんだ。

　読んだばかりの『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』の二巻では、天使の力に目覚めた主人公を堕おとすため、魔王の姪めいだという堕天使の少女が新たな敵として現れる。そうして物語を続けているんだ。

　だから僕の書く小説でも、新たな敵を出すといいんだと思う。

　けど宇宙最強の敵が前巻で倒されたんじゃ、それより強い敵なんて思いつかない。

「新たな敵のアイディアさえ出れば……」

　僕が弱気に言うと、萌花さんはコホンと咳せき払ばらいした。

「――アイディアを待ってあげたいのはやまやまだけど、残念ながら、スケジュール的にのんびりしてるヒマないのよね～」

「僕、なんでもかんでも萌もえ花かさんの言うとおり、エッチに書くわけじゃないからねっ」

　すると萌花さんは、目を細めて挑発するように睨にらみ返す。

「あら、そう。なら……」

口の端を曲げ、魔女のように妖あやしい笑みを浮かべた。

「――女の子のことしか、考えられないようにしてあげる」

　真まっ赤かな夕焼け空に、ギャァギャァと海鳥の鳴き声が不気味なほど響き渡っていた。



「はぁ……」

　僕は顔の半分まで湯船につかりながら、ため息をついた。

　吐いた息がぶくぶくと泡立つ。

　ヒノキの板に囲まれたお風ふ呂ろ。熱いお湯につかって木の香りを嗅かいでいると、一日の旅の疲れも流れ落ちそうだ。

　このまま、ゆっくりのんびりできたらいいのになぁ……。

『女の子のことしか、考えられないようにしてあげる』

　夕方、萌花さんが不敵につぶやいた言葉が脳裏に蘇よみがえった。

　女の子のことしか……って、いったいどうするつもりなんだろう……。

　萌花さんが何を企たくらんでるのか、ひじょーに不安でしょうがない。

　また僕は、萌花さんに『萌もえ』で『エッチ』な小説を書かされてしまうんだろうか。

（――にしても、ちょっとお風呂熱いなぁ……）

　風ふ呂ろ釜がまは古いタイプの、プロパンガスで沸かすものだ。僕の家のお風呂はデジタルで温度表示されるタイプだから、こういう風呂釜の勝手がわからない。

　湯船の中で立ち上がり、手を伸ばして、火力調節の栓を軽くひねった。

　ボウッとガスの火力が強まる音がして、湯釜から熱いお湯が噴き出した。

（ま、まずい。温度を上げちゃった……）

　慌あわてて戻そうと、もう一度栓に手を伸ばしかけたとき……

「こぉ～い～ちく～ん～」

　やたら上機嫌な声が、お風呂の引き戸の向こうから聞こえてきた。

「も、萌花さんっ!?　ななな、何っ!?」

　慌ててザブンと、あごまでお湯につかる。同時にガラッと引き戸が開いた。

「お風呂、熱くなーい？」

　薄手のシャツと短パンに着替えた萌花さんが立っていた。

　肩までお湯につかりながら、僕はぶんぶんと首を横に振る。

「大丈夫！　全然、平気だからっ！」

「本当～？　このお風ふ呂ろ、温度調節が難しくて、すぐ熱くなっちゃうのよね。もし熱かったら、調節してあげるから」

「う、ううん。こ、このくらいで、すごくちょうどいいよ。いやほんと」

「……そうぉ？」

　萌もえ花かさんはちょっと不満げな顔で僕を見つめた。

　ちっとも出ていく気配がない。

「あ、あの……まだ、何か……？」

　萌花さんは外に出るどころか、湯船のすぐ隣まで歩いてくる。

　浴槽の端に手をつき、ぐっと身を乗り出してきた。

「背中、流してあげよっか？」

「い、いいってば！　もう洗ったから！」

「ふ～ん……。遠慮しなくていいのに」

　萌花さんはじっと目を細めて口を尖とがらせた。顔がちょっと赤い。

「む、無理なんかしてないからっ。そ、それより、僕もう上がるからさ……」

　さっきからお湯の温度がどんどん上昇している。

　このままじゃ、ゆだっちゃいそうだ……。

「どうしたのよ。さっきから顔が真まっ赤かじゃない。さ～て～は、照れてるのかしら～？　恥ずかしがることなんか、ないのにぃ」

　何か勘違いしてるのか、萌花さんはニヤニヤ笑う。

　照れてるんじゃない、照れてるんじゃなくて……。

「あ、あの……萌花さん、僕、もう……このままじゃ……」

　すると萌花さんはますます顔を赤らめてうつむいた。

「――じ、実は、わたしもちょっと、恥ずかしいけど。でも、いいのよ。これから一ヶ月、がんばってもらうんだもん。このくらいのこと……」

　お湯は沸騰しそうに熱く、僕の頭までゆだってしまいそうだ。

「だ、だからそうじゃなくて……ほんとに……ガマンできない……んだけど……」

「ガマンしないで……。そうだ、いっそのこと、わたしも一緒にお風呂……なんてね」

　言って、萌花さんが顔を上げると同時に……

　僕はとうとう耐えきれず、ザバァッと湯船の中で立ち上がった。

　萌花さんは口をあんぐり開けながら目を見開き……

「きゃああああああっ!?」

　大自然の中に悲鳴が響き渡った。



「はぁ～。死ぬかと思った……」

　広間のソファベッドにぐったり寝転がり、僕はホッと息をついた。まだ体中から湯気が出てる。ヤケドしなくてよかった、ほんとに……。

　萌もえ花かさんは部屋の隅で、背を向けて膝ひざを抱えていた。なんだかくらーい雰囲気だ。

「あの……萌花さん、大丈夫……？」

　すると萌花さんは振り返り、赤い顔でキッと睨にらみつけた。目の端でキラリと涙が光る。

「お風ふ呂ろが熱いなら、もっと早く言いなさいよっ!!」

「だ、だから、言おうとしたのに……。萌花さんこそ、急に鼻血噴き出したりして……もう止まった？」

　ハッとして萌花さんは鼻を押さえた。

「言っときますけどねっ！　わたしは、湯気でのぼせたんだからねっ！　それだけだから！　ヘンな誤解、しないでよっ!?」

「な、何さ、ヘンな誤解って……？」

　萌花さんはぷいっとそっぽを向いてしまった。

　熱さに耐えかねて湯船で立ち上がったとき、僕はもう頭がぼんやりしていて、何が起きたかよく覚えていないんだ。

　なんだか、萌花さんが鼻血が出たって騒いでたのは覚えてるんだけど……。

「知らないっ！　もう寝る。おやすみっ！」

　ぷりぷりと怒った口く調ちようで、二階へ上がってしまう。二階は屋根裏部屋になっていて、萌花さんはそこで寝るらしい。

　――女の子って、よくわからないなぁ……。

『女の子のことしか、考えられないようにしてあげる』って、こういうことなのかなぁ。



　いつの間にか眠っていたらしい。僕はふと目が覚めた。

　時計を見るとまだ十時過ぎなのに、大自然の中にいると深夜にも感じられる。

　部屋の明かりは消えている。自分で消した覚えはないから、萌花さんが消してくれたんだろう。ガラス戸のカーテンの隙すき間まから、月明かりが射しこんでいる。

　枕まくら元もとには一冊の文庫本が置かれていた。

　寝る前、なんとなく読み始めた本。昼間萌花さんが買って、借りっぱなしになっていた『伊い豆ず諸島スキューバ殺人旅行』だ。

　冴さえない探偵『幹みき本もと』は、行方ゆくえ不明になったマダムの飼い猫を捜し当てた報酬で、伊豆諸島のスキューバダイビングツアーに参加する。幹本はツアー旅行の途中、女子大生インストラクターである『絵え里り子こ』と知り合い、マンツーマンのスキューバ講習を受けることになった。伊豆の美しい海中を堪たん能のうするうち、いいムードになる二人。ところが二人が海上に上がったとき、悲鳴が響き渡った。同じツアーに参加していたＩＴベンチャー企業社長の青年実業家が、背中にナイフを刺された死体となって浮かび上がったのだ！

　……ってとこまで読んで、思わず本を閉じ、そのまま寝てしまった。小説の舞台がこの島ってこともあって、妙なリアリティを感じたんだ。

　――思い出すと、ぶるっと、トイレに行きたくなってしまった。

　僕はソファベッドを抜け出し、玄関脇わきの扉を開けた。

　先は細い廊下になっていて、右手にいくつか扉が並んでいる。天井では、黄色い電球が一つ、暗い光を放っている。

　ええと確か……一番手前がキッチンの扉で、その次が洗面所と風ふ呂ろ場、トイレは一番奥の突き当たりだっけ。

　人里離れた一軒家の、夜の廊下。……なんだか不気味だなぁ。

　幽霊なんか出なきゃいいけど……と冗談交じりに想像して、身震いした。

　急いで歩こうとすると、床がミシリと鳴った。自分の足音なのにギクッとしてしまう。

　意味もなくおそるおそる歩く。トイレに入って用を足し、再び廊下に出た。

　――早く寝ちゃおう。

　そう思いながら、途中まで廊下を歩いたときだ。

　どこからともなく人の声が聞こえて、僕はビクリと背筋を伸ばした。

　何やら、ぶつぶつとつぶやくような声。女の人の声に聞こえる。

　すっかり足が凍りつき、僕はじっと耳を澄ました。

『……今度こそ……今度こそ……』

　声は、廊下に並んだ扉の中から聞こえているらしい。

　よく見ると、一つの扉の隙すき間まから明かりが漏れている。洗面所の扉だ。

『……不覚だったわ……まさか、あんな……』

　声は……萌もえ花かさん？

　洗面所にそっと近づいて、耳をそばだてた。萌花さんが誰だれかとしゃべってるのかな？

　でも、僕のほかに誰もいないはずなのに。

『あんな反撃をするとは……時任ときとう孝こう一いち、甘く見ていたようね……。いいわ、なら、わたしも本気を出すまでよ……覚悟なさい……』

　間違いなく萌花さんが、何かしゃべっている。一人でつぶやいてるみたいだ。

　覚悟……？　僕が……？

『わたしは覚悟を決めたわ。見てなさいよ、時任孝一。これなら……これなら、もう逃げられない。無事じゃ済まされない』

　僕が、無事に済まないだって……？

　突然思い浮かぶ、背中にナイフの刺さった死体。寝る前に読んでた小説の場面。

　ふと頭の中に、一人で刃物を研いでいる萌もえ花かさんの後ろ姿が思い浮かんだ。

　ま、まさか、萌花さんは僕を……。

『これなら……イチコロだわ……。ふ、ふふふふふふふふふ……』

　身の毛もよだつ笑い声。幽霊よりも不気味で恐ろしい。僕は心底から凍えた。

　イチコロ……やっぱり僕を、一思いに殺す!?

　寝る前、萌花さんは怒っていた。理由はよくわからないけど、とにかく怒っていた。

　だから復ふく讐しゆうしようとしてるんだ。

　ここは人里離れた、誰だれもいない場所。

　僕みたいな人間の一人や二人、消えても誰も気づかない！

　どうしよう……。どうしたらいいんだろう……。

　ビクビク怯おびえながら考えて……ふと、思いついた。

　萌花さんはまだ、僕を襲ってはいない。まだ復讐の計画をしてるだけだ。

　だから――今なら話し合えば、きっとわかり合えるはずだ。

　怒らせたことを謝れば、必ずわかってくれるはずだ！

　そうだ。女の子のことを考えるって、こういうことなんだ。

　繊細な女の子の気持ちを考えてあげるってことなんだ！

　だから僕は勇気を振り絞って洗面所の扉に手をかけ――思いきり押したんだ。

「萌花さん！　ごめん！　僕、萌花さんにちゃんと謝る……よ……？」

　言い終えることなく、呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

　蛍光灯の明かりに照らされた狭い洗面台。正面の壁に据えられた鏡に向かって、萌花さんが立っている。

　見開いた僕の目にまざまざと焼き付けられる、萌花さんの細く白い背中。

　その下には、ぷっくりと膨らんだおしり……。

　そこに見えたのは、萌花さんの、裸の後ろ姿……。

　腰には白い紐ひもが巻かれている。

「…………え？」

　気づいて、鏡に向かっていた萌花さんが振り返った。

　裸の上にエプロンだけを着ている。真っ白で大きなフリルがひらひら揺れた。

　固まる僕の前で萌花さんはわなわなと震え、顔が真まっ赤かに染まっていき……

「いやあああああああああっ！」

　萌花さんは両手でエプロンの裾すそを押さえながら床にへたりこんだ。

「ごご、ごめんっ!!」

　僕は尻しりもちをつきながら後ずさる。

「扉！　扉閉めてっ!!」

「い、今閉めるよっ」

　大急ぎで開いた扉を閉めようとした。

　――ところが足が動かない。あまりに突然のことで、腰から下が言うこと聞かない。

「み、見ないでっ。このヘンタイ！」

　萌もえ花かさんが涙目で叫びながら立ち上がった。

　ふらふらと駆け寄り、扉を閉めようと手を伸ばす。

　と、足元にタオルが落ちていて……

「きゃっ!?」

　タオルで足を滑らせ、萌花さんの体が前のめりに倒れてきた。

　とっさに床に手をつき……倒れている僕に重なる。

「あ…………」

　見上げる僕のすぐ上に、萌花さんの顔があった。

　お互い目を離せないまま、はぁはぁと萌花さんの荒い息がほおにかかる。

　倒れこんだ衝撃で緩んだのか、萌花さんのエプロンの紐ひもがほどけかかって……胸元にくっきりと谷間が見えている。

「……ひゃっ!?」

　気づいたのか、萌花さんは小さな悲鳴を上げて胸元を押さえようとした。



    

  
    
      



    

  
    
      　その瞬間、床についていた手を滑らせて、萌もえ花かさんの体がのしかかかってくる。

　僕のパジャマと、萌花さんのエプロン。僕の胸で、薄い布二枚隔へだてただけの萌花さんの胸が弾んでいた。

　心臓は今にも弾はじけそうなほどバクバク鳴って、鼓動が萌花さんの胸を揺らしてしまいそうだった。

　首筋に、萌花さんの鼻先が触れている。

　口の中がカラカラに渇いていた。

　だ……抱きしめたい……。

　このまま、両手で目一杯、萌花さんの柔らかそうな体を、あの背中を、抱きしめてしまいたい……。

「孝こう一いち……くん……」

　萌花さんが、今にも泣き出しそうな声で呼ぶ。

　誘惑に勝てない、って直感した。

　これじゃ僕は女の子の……萌花さんのことしか、考えられない頭になってしまう……。

　でも、それでも、いい……。僕は……萌花さんのことしか……考えたくない……。

　ぼんやり思いながら、そっと上げた両手で、萌花さんの背中に触れようとした。

　――ガンッ！　ガンッ!!

　突然、激しく何かを打ち鳴らす音が響き渡った。

　僕と萌花さんが、ビクッと固まる。

「な、なんだろ……今の音……」

「さぁ……。風の音じゃないかしら……」

　ガアアァン!!　ひときわ大きな音が響く。

　一瞬のうちに萌花さんの顔から赤みが消えた。

　音は廊下の先、玄関扉のほうから聞こえている。

　風の音なんかじゃない。これは明らかに、何かがぶつかった音だ。

「まさか、誰だれかいるのかしら……」

　萌花さんが怯おびえたような声を出す。

「だ……誰!?」

　僕は玄関のほうに向かって声を上げた。返事はない。

　僕はそっと立ち上がり、そろそろと廊下を歩いた。途中、さっき掃除に使った長なが柄えのほうきが立てかけてある。ほうきを手に取り、両手に構えた。

　ここには萌花さんもいる。危険な目には、遭わせられない。

「孝一くん、危ないわよ……！」

「様子を見るだけだよ」

　萌もえ花かさんは僕の後ろにぴったりくっついていた。背中に萌花さんの体が触れるけど、ドキドキするどころじゃない。

　今は、か細い萌花さんを守らなきゃ。

　廊下から広間に戻る。変わった様子はない。

　僕は玄関を睨にらみつけた。音はやんでいる。けど、何者かはまだひそんでるかもしれない。

「萌花さんは電話を。何かあったら、すぐ一一〇番にかけて」

「わ、わかったわ」

　萌花さんはこくこくとうなずき、部屋の隅にある電話機の前に走った。

　僕はそっと玄関に近づき、靴をはく。

「誰だれか、いるんですか!?」

　扉に顔を寄せ、叫んだ。

　やっぱり返事はなく、扉の外は静まり返っている。

　ほうきを握りしめる手が汗ばんだ。

　片手に構えながら、そっと、鍵かぎを外してドアノブを回す。

　扉を勢いよく引き、ほうきを両手で構えた――。

「――って、あれ……？」

　扉の外には、誰もいない。アーチ状の空き地が広がり、その先に土の道と古びたガードレールが横切っている。道の向こうは崖がけになっていて、暗い夜空と海が広がっていた。

　何者かは素早く隠れたんだろうか。左右を見回しながら、慎重に外に出る。

「どう？　誰かいる？」

　萌花さんが不安そうに言って、サンダルをはいて外に出てきた。

「誰もいないみたいだ……」

　どこかに隠れてるのかと思ったけど、人の気配が感じられない。

「わぉん！　わおーん！」

　突然の鳴き声にビクッと振り向く。

　見ると、道の先へ行ったガードレールのそばで、月に向かって激しく吠ほえるワッフルの後ろ姿あった。

「ワッフル……？　もしかしてさっき扉にぶつかったのって、ワッフルだったのかな？」

　僕は急に緊張感が抜け落ちた。

「ワッフル！　どうしたの、そんなに吠えて！　中に入ってなさいって言ったでしょ！」

　萌花さんが叫ぶとワッフルは振り返り、しっぽを振りながら戻ってきた。

「わふっ、わふっ」

「まったく……。珍しいわね、普段、あんなに吠えることないのに」

　萌花さんは屈かがんで、走ってきたワッフルを抱き止める。

「もしかして、大自然の中で野生に目覚めたのかも」

「そんな冗談やめてよ。ウチのワッフルはおとなしい、いい子なんです！」

　口を尖とがらせて、萌もえ花かさんはぷいっと横を向いた。

「怖かったわ……。ほんとにもう、ワッフルったら脅かさないでよね」

「わほ？」

　ワッフルはなんで怒られたのかわからないような顔をしている。

　正直、怖かったのは僕も同じだ。何者かが忍び寄るような恐怖を感じたんだ。ワッフルって知ってたらなんとも思わなかっただろうけど、知らなかっただけであんなに怖い。

　正体のわからない相手。ある意味、見るからに強そうな相手より怖いのかも。

　――そのとき、僕の頭で小さくひらめいた。

「そうだ！　正体不明の敵、だ！」

「何が正体不明なのよ？」

「小説のアイディアだよ。ほら、宇宙帝王に代わる敵をどうしようって言ってたじゃない。次の敵は、こんなふうにするんだ。――忍び寄る謎なぞの敵って」

　僕は夜空を見上げた。都心で見るよりはるかに多くの星々がまたたいている。

　宇宙には、こんなにも多くの星が輝いていたんだと、今さら気づかされるように。

「遠い銀河の星に、誰だれにも気づかれずその敵は隠れてたんだ。そして宇宙帝王が滅んだ今、闇やみにまぎれて忍び寄ってくるんだよ」

「大勢力で攻めるのでなく、ふいをついて襲ってくるのね。スリラー風味の展開にしたら面白そうかも」

「でしょ!?　――あとは、姿を隠す方法を考えないと。透明人間みたいなのとか……」

　萌花さんは屈かがんでワッフルの背を撫なでながら、考える顔をした。

「そうねぇ……。擬態ミミツクなんてどうかしら？　敵は見慣れたものに変化して襲ってくるの。さっき扉を鳴らしたのがワッフルだったみたいに、身近な存在の正体が敵なのよ。――ほんとにワッフルが敵だったら嫌だけど、お話としては意表をつく展開が作れるんじゃないかしら」

「いいアイディアかも。うん、それでプロットを練ってみる！」

「ちゃんと、『萌もえ』で『エッチ』な『ラブコメ』にすることを忘れないでね」

「わ……わかってるよ。――なんか、やる気出てきた。こうなったら、二巻と言わず、五巻でも十巻でも続けられるような気がするよ！」

　僕は夜空の下もと、思わずガッツポーズを決めた。

「それはそうと、孝こう一いちくん。さっき、ちょっとカッコよかった」

　ふいに萌花さんが言って、月明かりの中でポッと顔を赤らめる。

　僕はドキッとして、つい顔が火ほ照てってしまう。

「ほら、萌もえ花かさんに何かあったら大変だし……」

「……アリガト……ね」

「そ、それにしても萌花さん、その格好はいったい……」

　聞くと、萌花さんは恥ずかしそうにエプロンの胸元を押さえた。

「お風ふ呂ろ上がりに冗談でこんな格好してみたら、だんだんヘンな気になっちゃって……」

「なんかまるで、エプロンに心を乗っ取られたみたいだなぁ」

「あはは、ほんと、そんな感じかも……」

　と、僕はさらに思いついたんだ。

「そうだ、服だ。敵は、服に擬態するなんてのはどう!?　敵はミライちゃんのコスチュームに化けて、ミライちゃんを操って忍び寄るんだ！」

「それ！　面白いかも！　敵の正体がコスチューム……。それは……意表をつくし、かなりエッチな展開も期待できる……。いけるわ！」

　萌花さんは言って、アイディアに興奮したように勢いよく立ち上がった。

　――そのとき、ワッフルの前足がエプロンに引っかかって……。

　萌花さんが体につけてた白いエプロンが、

　卵の殻を剥むくように、つるんと落ちて、

　萌花さんの体の曲線が、月明かりの中に白く、ありありと浮かび上がった。

「……………き……」

　硬直し、ピクピクと萌花さんの体が震え始める。

「み、見えてないよ！　暗いから、全然見えてないよ！」

　僕は慌あわてて横を向き、両手を振った。

「きゃああああああああああああっっッ!!」

　三度目の悲鳴が大自然の中に響き渡り――強烈な平手打ちが僕のほおを襲うのだった。



　　　　☆



　翌日の昼ごろ、僕は萌花さんと一緒に街に出た。スーパーで食料の買い出しをして、野菜や魚や保存食品の入ったレジ袋を両手にずっしり持たされる。

　そのまま別荘に戻るかと思いきや、萌花さんは港に足を向けたんだ。

　埠ふ頭とうに立つと、広がる海に伊い豆ず諸島の島々が見え、遠くには本州が霞かすんで見える。

　一いつ艘そうのフェリーが波なみ頭がしらを立てながら、港に近づいていた。

「萌花さん、どうしてまた港に来るのさ？　早く帰ってプロットを……」

「昼過ぎには到着するって言ってたから、出迎えてあげないとね」

「出迎え……？」

　フェリーが港に乗り入れる。

　タラップが下ろされ、十数人の観光客らしき人たちが下りてきた。何組かの親子連れの姿が、いかにも夏休みらしい。

　そして、下船した乗客の最後に……タラップの上に仁に王おう立だちになり、腰に手を当て、島を見回している一人の少女がいた。

　青白い肌を包む、真っ黒なワンピースドレス。長いスカートの端を、白いフリルが覆っている。ドレスの下には、体中にぐるぐる巻いた包帯が見えている。

　ヨーロッパの社交界のお嬢さま……っていうと聞こえはいいけど、この島の雰囲気にはまるで似つかわしくない。

　そんな、いかにも空気の読めなさそうな格好の女の子は……

「輪りん廻ね姫ひめ……さん？」

　輪廻姫さんは、僕の小説の挿絵と表紙イラストを描いてくれるイラストレーターだ。

　本名、井い中なかトメ子こさん……って『真の名』は、忘れなきゃいけないんだっけ。

　僕や萌もえ花かさんと同じ高校一年生で、『ミライちゃん』のイラストでプロとしてデビューした。繊細で色鮮やかな画風が得意なんだ。

　なんでも、五百二十七巡前の生とかで、僕と婚約してたって言うんだけど……。

　輪廻姫さんは、タラップのそばに駆け寄った僕たちの姿を見つけると、ぐっと右手を前に突き出して、Ｖサインをした。

「ヘローゥ！　モエカ、レイジ！　久しぶりに会えて姫は喜んでおるぞ！」

　……輪廻姫さん、なんか上機嫌そうだなぁ。

「でも、どうして輪廻姫さんまで？」

「二巻のスケジュールを話したとき、合宿のことを言ったらね『姫も合宿するぞ！』って聞かなくて。挿絵は初稿のあとだから、無理に来なくても大丈夫なんだけど」

　萌花さんは小さくため息をついた。

「せっかく二人きりだと思ったのにな……」

「え、誰だれが二人きりなの？」

　萌花さんはなぜか真まっ赤かな顔をして、両手を振った。

「いやその、孝一くんがちゃんと集中できるといいんだけどなぁって……」

　確かにあまり人数が多いと、せっかくの合宿も意味がなくなっちゃうかもしれない。

「大丈夫だよ。輪廻姫さんも一緒に本を作る仲間なんだし」

「――そうよね。それに新キャラクターが出るのなら、デザインも先に進めてもらわなきゃならないし。表紙イラストの案も早めに考えておきたいし」

　話していると、輪廻姫さんがタラップを駆け下り、僕たちの前にやってきた。

「輪廻姫さん、お久しぶりだね」

「うむ。レイジも元気そうで何よりだ。今日から姫も世話になるからよろしくだぞ」

　それから輪りん廻ね姫ひめさんは、改めて周囲を見回した。

「しかし実に美しい島であるな。モエカは実によい別荘を持っておるのだな」

　僕と萌もえ花かさんは思わず顔を見合わせ、ちょっと笑い合った。

　輪廻姫さんも、やっぱり自然の美しさには感動するんだなぁ。

「――この島は射しや動どう体たいに汚染されておらぬ。さんさんと輝く太陽の神アポロンが島をお守りくださっておるのだ。モエカもアポロンに感謝の祈りを忘れるでないぞ」

　……やっぱり、いつもの輪廻姫さんだった。



　別荘に戻ると、僕はさっそくプロットに取りかかり、次の日の夜遅くには大まかなストーリーを完成させた。こんな内容だ。

　地球の平和を守るため、ミライちゃんは新たなバトルスーツを開発する。ところが、バトルスーツは遠い宇宙からやって来た未知の宇宙生命体に汚染されていたんだ。バトルスーツを着たミライちゃんは生命体の力で操られ、シロウに妖あやしくエッチに迫ってきた。シロウはミライちゃんの誘惑に翻ほん弄ろうされながら、戦いに巻きこまれていく――。

　僕は萌花さんと輪廻姫さんにプリントアウトしたプロットを読んでもらった。

「前巻とは違ったタイプのストーリーで面白そうだわ。ちゃんとエッチなエピソードも作れそうだし。――孝こう一いちくん、いいアイディアを出すようになったじゃない！」

　と、萌花さんは喜んで太鼓判を押してくれた。

「ＯＫ、これで書き始めてみて。新キャラクターのイメージは、さっそく輪廻姫さんに描き起こしてもらうわね」

「宇宙生命体の正体が女の姿なのだな？」

　一緒に聞いていた輪廻姫さんが確認するように言う。

「中盤でミライちゃんの体から分離したあとは『メトロ』と名乗る少女になって、地球征服を企たくらむ、恐るべき敵になるんだよ」

「了解したぞ、レイジ。そやつはさぞかし残忍な女なのだな。さっそくレイジの幻想を天に伝え、示されたるインスピレーションをアートへと変換しようではないか！」

「じゃあ二人とも、がんばって。二巻といえば、シリーズの方向を決定づける重要な巻よ。期待してるからね！」

　そうだ。僕は『ミライちゃん』がもっと売れるよう、書き続けなきゃいけないんだ。僕の小説を世に出してくれた萌花さんや輪廻姫さん、三流木みつるぎ出版の人たちのために。本を売ってくれる本屋さんのために。そして何より、続きを待ってくれている読者のために。

　二巻がさらに売れて話題になれば、一巻だって今よりたくさん売れるに違いない。

　そうなることを目指して、いつか百万部の高みに到達することを目指して、書き続けなきゃならないんだ。

　そうして『銀河サイキック少女　ミライちゃん』の二巻の執筆は、開始されたんだ。



　　　　☆



　昼間だというのに、蛍光灯をつけないと薄暗くなるほどの空模様だった。

　厚い雲が高速で流れている。風がびゅうびゅう吹いて、森が激しくざわめいていた。

　別荘で過ごし始めて五日。今日は空の天気が気になって、なかなか集中できない。

　庭に面したガラス戸が開け放たれ、夏なのに肌寒い風が吹き込んでくる。

「ほら！　ワッフル、中に入ってなさい！」

　萌もえ花かさんが戸のそばに立ち、庭を駆け回っていたワッフルを呼び寄せる。

「わふわふっ」

　ワッフルは走ってくると、ピョンとジャンプして室内に入りこんだ。

　ガラス戸を閉めると、風の音が小さくなる。ガタガタと戸の揺れる音が響いた。

「なんか、すごい風だねぇ……」

　僕はキーボードの手を止めながら言った。

「うぅ、天がお怒りになっておるのだ。モエカ、ちゃんとアポロンに感謝の祈りを捧ささげなかっただろう！」

　床に座り、スケッチブックにシャープペンを走らせていた輪りん廻ね姫ひめさんが言う。

「感謝の祈りって……。この辺りは、毎年台風が多いのよ。直撃しなきゃいいけど」

　萌花さんがテレビをつけると、ニュースが映し出された。気象情報をやっている。

『……小型の台風七号は進路を東に向けながら、今夜、伊い豆ず諸島に最接近し……』

「この別荘、大丈夫かな……」

　僕は不安になって天井を見上げた。

「見た目より頑丈なのよ。これでも長い築年数を耐えてきたんだもの。それに崖がけから離れて木に囲まれた平地に建ってるから、土砂崩れに巻きこまれる心配もないし。保存食もたっぷり買い出ししてあるから、三日三晩台風でもなんともないわ」

　萌花さんが余裕しゃくしゃくといった顔で言う。

「三日三晩て……。普通は一晩で過ぎると思うけど……」

　早く晴れてくれればいいのにと、僕はガラス戸の向こうの、重苦しい空を見上げた。



　夜になって、風雨はますます強くなった。

　雨粒がガラス戸をひっきりなしに叩たたいてる。びゅうびゅうと吹きすさぶ風の音。

「ほんとに台風直撃ねぇ……」

　さすがの萌もえ花かさんも心配そうにつぶやきながら、カーテンの隙すき間まから外を見つめている。町の明かりもない外の景色は、すっかり闇やみの中だ。

「なんか、落ち着かないよね」

　僕は机に座りながら、今日一日ほとんど進まなかった原稿を前にため息をついた。

「天が激しく震えておる！　射しや動どう体たいだ。射動体が姫を追って暴れているのだ！」

　輪りん廻ね姫ひめさんは部屋の隅ですっぽり毛布を被かぶっている。この世の終わりだって顔をして。

「大げさねぇ。しょうがないわ。今日は早く寝ま――」

　萌花さんが言いかけたときだ。

　パッと部屋の明かりが消え、辺りが真っ暗になった。

「キ、キタ――――――ッ!!」

　輪廻姫さんが絶叫する。

「ど、どうしたの？」

　僕の前に置かれていたノートパソコンの画面だけが暗くら闇やみの中で光っている。画面の光で、うっすらと部屋を見回せた。

「停電かしら……。ちょっと待ってて。物置に懐中電灯があったはずだから」

　萌花さんは手探りで廊下に出た。

　一分ほどして、大型の懐中電灯を手に戻ってくる。ノートパソコンはバッテリーがもったいないから電源を切っておこう。

　僕たち三人は床に置いた懐中電灯を囲み、輪になって座った。黄色い明かりの中に、三つの顔が浮かび上がる。

「う」

　輪廻姫さんは不安そうにひざを抱えていた。

「わふぅ……」

　ワッフルもベッドの横に寝そべって、元気なさそうな鳴き声を出していた。

　まるで竜巻に飲みこまれたように、激しい風雨の音が響き続けている。

　僕も萌花さんも輪廻姫さんも、すっかり黙りこんでしまい……

　ドォン！　突然、激しく扉を打ち鳴らす音が響いて、全員がビクッと背筋を伸ばした。

「なっ、何!?　今の音！」

「なんか、ぶつかったみたいだけど……」

　台風の風で、何かが飛ばされてきたんだろうか。

　ドォン！　再び激しい音が響いた。

「ひぃッ!!」

　輪廻姫さんが床にうずくまって、ガクガクと震えた。

「や、やだ……なんなのよ、いったい……」

　萌もえ花かさんが怯えた声を出し、僕の隣に寄ってくる。

　――この音、聞き覚えがある。

　別荘での最初の夜にも一度、同じように扉が打ち鳴らされた。

　てっきりワッフルのしわざだと思っていたけど、今、ワッフルは部屋の中にいる。

　ドドドォン！　ひときわ大きな音が響き、扉の周囲の壁がメリメリと軋きしんだ。

　台風で物が飛ばされたとしても、こんな何度も同じ場所にぶつかるはずがない。

　……ってことは、今、扉の外に何者かがいるってことだ。

　得体の知れない何者かが、ものすごい力で扉を叩たたいてるんだ！

「し、射しや動どう体たいだァッ!!」

　輪りん廻ね姫ひめさんが奇声を上げて立ち上がった。

「射動体が迫っているのだ！　おおっ、守護神ガブリエルよ、我が身を守りたまえ！　ウラ、ウララアアァッ!!」

　輪廻姫さんは懐中電灯を両手に持ち、大きく上下に振り回す。

「ち、ちょっと輪廻姫さんっ！　見えないわよっ！」

　萌花さんが懐中電灯を取り戻そうとする。はずみで床に落ちた。

「こらモエカ！　レイジ！　何をしている！　そなたらも守護の祈りを捧ささげぬかッ！」

　叫んで立ち上がり、輪廻姫さんは着ていたワンピースドレスを脱ぎ捨てた。

　床に転がる懐中電灯の光に照らされ、輪廻姫さんの体が浮かび上がった。ほっそりした体にぐるぐると包帯が巻きついている。

「ひっ、み、ミイラ……」

　萌花さんがビクついた声で叫んだ。

「誰だれがミイラだウララララアアァ!!」

　輪廻姫さんは目をむいて萌花さんのシャツにつかみかかった。

「ほれ！　汚れなき身で祈らねば天には通じぬ！　モエカも清き姿になるのだッ！」

「ちょっ、や、やめて、やめてってば！」

　萌花さんは床に押し倒され、シャツが脱がされないよう必死で抵抗する。

「り、輪廻姫さん、落ち着いて、落ち着いてっ！」

　僕は慌あわてて、輪廻姫さんを後ろから両手で抱えた。

　――ふにっ。

　あれ、なんだろう。この、手のひらの柔らかな感触は。

「れ、レイジ……。いくら七百九十二巡前の生で婚約を交わした仲であろうとな……」

　輪廻姫さんの声がピクピクと震えている。

　そっと視線を下ろすと、輪廻姫さんに抱きかかえるように回した僕の手は……薄い包帯に包まれた胸の平原に、しっかりと着地していた。平らなのに妙に柔らか……

「してよいことと悪いことがあるわッ!!」

　輪りん廻ね姫ひめさんの肘ひじ鉄てつが僕の脇わき腹ばらを打ち砕く。

「ぐはっ」

　痛みで全身の力が抜けて、僕はふらふらと床にくずおれた。

　――どうでもいいけど、五百二十七巡前……じゃなかったっけ……。

　ドゴオォッ！　さらに強く、扉を打ち砕くような激突音が響く。

「ウラアアアァッ！　ウラアアアッ!!」

　包帯を巻いた体で、輪廻姫さんは懐中電灯を振り上げ奇声を発し続けた。

　萌もえ花かさんはすっかり下着姿に引っぺがされて、ピクピクと震えていた。

「だ、誰だれかいるのっ!?」

　僕は立ち上がり、扉の外に向かって叫ぶ。

　ドガアアアン！　強烈な激突音とともに、バタンと扉が開いた。鍵かぎが壊れたらしい。

　ビュウウウウと勢いよく風が吹き込み、部屋中をガタガタと揺らす。

「う……」

　激しい風雨に打ちつけられ、僕はバランスを失って数歩後ずさりし、尻しりもちをついた。

　ふらつく頭で前を見ると……開け放たれた扉を背に、一人の人物が仁に王おう立だちしている。

　暗く、姿はシルエット状にしか見えない。

　両手に長い棒を構え、肩で大きく息をしている。はぁはぁと荒い息づかいが聞こえた。

「よ、寄るな、寄るなあアァッ!!　射しや動どう体たいめ、姫に近づくなあアアァ！」

　輪廻姫さんが懐中電灯の光を侵入者に向けた。

　懐中電灯の光に照らし出されたのは……

「か、風かざ見み鶏どりさん……!?」

　間違いない。あごの辺りで切りそろえた髪とメガネ、手には木刀。僕たちの学校の制服を着て、腕には風紀委員の腕章が見えた。

　全身びしょ濡ぬれで、あちこち泥だらけ。頭に大きなワカメが張りついている。

「どうして……ここに……？」

　風見鶏さんは再び両手で木刀を構えると、僕をキッと睨にらみつけた。

「き、き、貴様ら……そ、そのような、も、もも、も……」

　ハッとして振り返った。僕の後ろには下着姿の萌花さんと、包帯姿の輪廻姫さん。

「ち、違うんだ！　風見鶏さん、誤解だ、誤解だよっ!!」

「うるさいッ!!　こんな人里離れた場所に隠れてもも、も、萌もえで破は廉れん恥ちな行為にふけるとは……天が許してもこのわたしが許さん！　覚悟しろぉッ!!」

　風見鶏さんは黒いオーラが立ち昇る木刀を振り上げ、両目を光らせ、一気に迫る。

　――もう、ダメだ！

「わほっ」

　そのとき、ワッフルが風かざ見み鶏どりさんに向かってまっすぐ走った。

「ひっ」

　一瞬怯おびえた声を出し、風見鶏さんの動きが止まる。

「わふわふ、わふんっ♪」

　ワッフルはしっぽをパタパタ振ってじゃれ合うように、風見鶏さんに飛びかかった。

「よ、寄るなっ！　離れろッ!!」

　風見鶏さんはすっかり青ざめながら叫び、腰が抜けたようにへたりこむ。

　ペロッとワッフルが風見鶏さんのほおを舐なめた。

「ひっ……ひいぃぃ……」

　風見鶏さんの引きつった叫びが尾を引いて……バタンと倒れる。

「か、風見鶏さん……？　大丈夫……？」

　すっかり目を回し、口から泡を吹いていた。風見鶏さん、犬が苦手なのかな……。



「――ずっとわたしたちのあとつけてたの？」

　萌もえ花かさんが呆あきれたように聞いた。

　目を覚ました風見鶏さんはトレーナーに着替え、毛布にくるまっている。

　停電はまだ直らず、部屋には懐中電灯の明かりしかない。

「おいレイジ、そやつは誰だれだ？　射しや動どう体たいではないのか？」

「彼女は風見鶏響ひびきさんっていって、僕の学校の風紀委員なんだ」

「夏休み中に時任どのがも、もも、も、『萌もえ』な行為にふけるのではないかと、監視していたのだ。すると夏休み開始早々、三流木みつるぎどのと二人っきりで旅行に行くではないか。尾行して現場を押さえ、きつーく絞ってやろうとしたのだが……」

　怯えるような横目で、風見鶏さんは寝ているワッフルを見た。

「この家に踏みこもうとしたとき、その犬に追い回されてしまったのだ。逃げるのに夢中で道に迷い、以来この数日というもの山をさまよい海に落ち、魚を取って雑草を煮て必死に生き延びたのだ。おまけに嵐あらしとはなんたる不運……うぅ、へっくしっ」

　――なんか、風見鶏さんってたくましいなぁ。

「まったく、何が『萌え』な行為よ。わたしたち、仕事で来てるんだからね」

　萌花さんが肩をすくめる。

「仕事だぁ？　なんの仕事をしているのだ」

「小説よ。孝こう一いちくんはこう見えても、プロの小説家なんだから。それでわたしは担当編集者。こっちの輪りん廻ね姫ひめさんは、イラストレーターなのよ。次に発売する本のために、集中して仕事しようと合宿してたんじゃない。ヘンな誤解しないでよね」

「小説家……だと？」

「う、うん。黙ってたけど、そういうことなんだ。だから決して僕たち、怪あやしい目的でこの別荘に来たわけじゃないよ」

「む……。なら、なぜ先ほど、そっちの二人は裸同然の破は廉れん恥ちな格好をしておったのだ」

　すると輪りん廻ね姫ひめさんが、カッと目を見開いた。

「破廉恥とはなんだッ！　天に祈りを捧ささげし神聖な儀式のため我が身を清めておったのだぞ！　それを破廉恥だとっ!?」

　つばを飛ばしながら詰め寄られても、風かざ見み鶏どりさんは反論する気力もないようだ。

「もう……とにかく、今日は遅いから寝ましょ。風見鶏さんの寝床も用意するから」

　萌もえ花かさんが疲れたように言って、女の子三人は二階へと上がっていった。



　　　　☆



　翌朝。台風は通り過ぎ、雲一つない抜けるような青空が広がっている。

　濡ぬれた庭の草むらで、ワッフルが滴しずくを飛ばしながら気持ちよさそうに走り回っていた。

「あーあ、困ったわねぇ……」

　萌花さんは何度も壁のスイッチをパチパチして、暗いままの蛍光灯を見上げる。

「停電、まだ直らないの？」

「いくら離島でも、島全体が停電ならもっと早く復旧すると思うし……この別荘の近くだけ、電力装置が壊れちゃったのかしら。建物の管理会社に電話したほうがいいのかな」

「停電じゃ原稿が書けないよ。ノートパソコンのバッテリーも長く持たないし……」

「玄関の鍵かぎも直してもらわないといけないわね……」

　別荘の玄関扉の前には、小さなタンスを置いて開かないようにしてある。

　応急処置だけど、このままじゃ不便だ。いくら人里離れた場所だっていっても、まともに鍵もかからない家で寝泊まりするのは物騒だし……。

　僕と萌花さんは、じーっと、座卓で食パンをかじっている風見鶏さんの顔を見た。

「……まったく、健康な生活には主食は米と決まっておるだろう。雑草よりはこのほうがマシだがな。――ん？　なんだ？　わたしの顔に何かついてるか？」

「誰だれのおかげで鍵が壊れたと思ってんのよ」

「む。わたしか？　わたしは、そなたらのもも、も、『萌もえ』な行為を阻止しようと……。決して悪気があったわけじゃ……。ま、まぁ、修理代くらいは捻ねん出しゆつせんでもないが……」

　さすがの風見鶏さんも、人の家を壊したとあってバツが悪そうだ。

　――おかげで木刀を振り回されなくて、ちょっと助かってるけど。

「おいモエカ。暑くて汗びっしょりだぞ。アポロンの力が強すぎる」

　床に座ってうちわで扇あおぎながら、輪りん廻ね姫ひめさんが言った。

　停電で冷房も利かないから、部屋の中が暑い。

　朝だからマシだけど、昼になったらもっと気温が上がってしまう。今日は天気もよく、一段と暑くなりそうだ。

「そうね。急いで鍵かぎの修理と電気設備の点検を頼まないと。――待ってて」

　萌もえ花かさんは電話機の前に歩いた。

　ちょっと古い黒のプッシュホン。受話器を取って、耳に当てる。

「――あれっ、電話通じてないわ……」

「通じない？　もしかして、電話の設備も壊れちゃったとか……」

　うーん、と萌花さんは腕を組んで考えこみ、ハッと手を叩たたいた。

「しまった！　電話回線止めたままだったわ。来る前、電話会社に連絡するの忘れてた」

「それじゃあ連絡つかないの？」

「町まで出て、携帯を使うしかないわね……」

　別荘から町までは、一時間くらい歩かなきゃいけない。

「このくそ暑いのに歩くだと!?　姫はそんな苦行に耐えられぬぞ！」

　輪廻姫さんが悲鳴を上げた。

「わたし一人で行くから、待ってていいわよ」

「こんな暑い部屋で待っておったら、蒸し焼きになってしまうではないか！　モエカがアポロンへの祈りをマジメに捧ささげぬからだっ。これから毎日身を清めて祈れっ」

「もう、わがままねぇ……。近くに人がいないんだからしょうがないでしょ」

　すると、風かざ見み鶏どりさんが思い出したように顔を上げた。

「そういえば島をさまよっている間、付近で大きな屋敷を見つけたぞ」

「大きな屋敷？　誰だれかの別荘かしら」

「夜には明かりがついてたから、人が住んでるようだ」

　萌花さんはちょっと考えこんだ。

「もしかして、そこで電話を借りられるかも。――行ってみましょうか」



　そうして、風見鶏さんの案内で僕たちは屋敷へと向かった。

　別荘を出て町とは反対方向に歩く。山をぐるっと迂う回かいする道だ。道の右手には、むき出しの岩壁が切り立っている。ジージーとセミの鳴き声が辺りを埋め尽くしていた。

　待っているのも退屈だからと、結局、輪廻姫さんやワッフルまで一緒についてきた。

「萌花さん。別荘、開けっぱなしで大丈夫？　僕が留守番してたほうがよくなかった？」

「平気よ。貴重品は持ってきたし、心こころ許もとないけど一応ダイヤル式の鍵を取り付けておいたから。それにこんなところで泥棒する人もいないでしょ」

　夜に扉を叩く音も風見鶏さんのものだったし、確かに不安がる必要もないのかも。

「あそこだ」

　風かざ見み鶏どりさんが立ち止まり、前方を指さした。岩壁の陰から西洋風の屋敷が見えている。

「なんか……大金持ちのお屋敷みたいだなぁ」

「元々リゾート地だもの。どこかの社長さんが別荘を持ってても、おかしくないわ。――とにかく、これなら電話くらい貸してもらえそうね」

　萌もえ花かさんが言って、僕たちは屋敷に向かって歩き始めた。

　さらに進んで五分ほど。近づくと、屋敷は小高い丘の上に立っていた。

　弓なりに曲がる坂道を上ると、どっしりそびえる、豪ごう奢しやな石造りの建物が見えてくる。

　二階建ての大きな洋館だ。坂を上がりきると、周りには緑色の芝しば生ふが広がっていた。

「あら？　誰だれかいる」

　萌花さんの声に目を向けると、ビニールシートに寝て、日光浴してる女の人がいた。

　肌も露あらわな、白い極小の水着。じろじろ見たら悪い気がして、僕は目を背けようとした。と、彼女の横顔に気づく。

　サングラスの下の、高く整った鼻筋。縦巻きロールの特徴ある髪型。

「あれっ、あの人ってもしかして……」

　僕が言い終わる前に、隣に立っていた風見鶏さんがピクピクと震え出した。

「きっ、きっ、きっさまぁーっ!!」

　怒りで顔を真まっ赤かにして、木刀を振り上げる。

　地を蹴り、ダッと女の人に向かって駆け出した。

「屋外で、なんと破は廉れん恥ちな格好をしているかァーッ!!」

「あっ、待ってよ風見鶏さんっ！」

　呼び止めても風見鶏さんは止まらない。

　ジャンプして、女の人に斬きりかかろうとした。

　――そのとき。一陣の風が吹きすさび、黒い人影がサッと二人の間に割って入る。

「なッ……!?」

　着地と同時に、風見鶏さんは目を見開いた。

　風見鶏さんの前に立ち、振り下ろされた木刀を……ナイフのように鋭い髪をした、一人の若いメイドさんが片手の指先で受け止めている。

　間違いない、あのメイドさん、前に華か撫なでさんのリムジンで運転手をしてた人だ。

　メイドさんは指先に挟んだ木刀を素早く横に払うと、姿を消した。

　いや、消えたんじゃない。目にも留まらぬ速さで動いたんだ！

　再び風見鶏さんの背後に現れ、シュタッと手刀を振り下ろす。

「はぅあっ！」

　風かざ見み鶏どりさんの体が揺れ、力なく木刀を取り落とした。

　気絶したのか、ぐったり倒れる風見鶏さんをメイドさんが抱える。

「風見鶏さんっ！」

　僕たちは慌あわてて駆け寄った。

　寝ていた女の人が体を起こす。かけていたサングラスをずらすと、鋭いガラスのような目が現れた。

「騒がしいですわねぇ。いったい何事ですか？　――あら？　あなたたち」

　女の人――華か撫なでさんは目をパチパチさせて、僕と萌もえ花かさんを交互に見回す。

　ここは、華撫さんの屋敷だったんだ。



「あっ、この紅茶、おいし～い！」

　カップに一口つけ、萌花さんは感激したような声を出す。

「このクッキーもなんという絶品だ！　これぞ天からの賜り物と呼ぶにふさわしいぞ！」

　輪りん廻ね姫ひめさんも何やら叫びながらポリポリとクッキーを頬ほお張ばる。

「わふわふっ、わふんっ」

　ワッフルはうれしそうにしっぽを揺らし、床に置いた皿からクッキーを食べていた。

　ここは華撫さんの屋敷の中。一階の客間だ。

　アンティークな調度品の家具に、古めかしい暖炉。まるでヨーロッパのお屋敷みたいな部屋でテーブルを囲み、僕たちは出されたお茶を飲んでいた。

　僕の隣には萌花さんと輪廻姫さんが座っている。

　向かいには、ピンクのドレスのような私服に着替えた華撫さんが座って、後ろにはズラリと五人のメイドさんが立ち並んでいる。

　……その端に、なぜかメイド服姿の風見鶏さんが立たされていた。

　顔を真まっ赤かにしてエプロンの端を握りしめ、ぷるぷる震えている。

「こっ、こ、このわたしが、このようなも、もも、『萌もえ』の格好など……」

「あの……風見鶏さんがどうしてメイドさんの服着てるの？」

　僕は華撫さんに聞いてみた。

「このわたくしに刃向かうなど言語道断。罰として、当分の間メイドとしてご奉仕させてあげますのよ」

　優雅に紅茶を飲みながら、ほほほと笑う。やっぱり華撫さんって、怖い人かも……。

「そういえば萌花さん。別荘を直す連絡はついたの？」

「管理会社に電話したけど、台風で海が荒れてて、修理できるのは来週になるって。電話の開通もお願いしたから、もうちょっとすれば全部復旧するはずだけど……」

　これじゃあ、当分萌花さんの別荘で寝泊まりできないのかな……。

「災難でしたわねぇ。もしよろしければ、わたくしの屋敷に泊まってもよろしくってよ。部屋はいくらでもありますから」

「でも、いいのかしら……。急にこんな大人数で押しかけて……」

「構いませんわ。困ってる人には手を差し伸べるものです。こう見えてもわたくし、すべての出版人の味方ですから。――それに、わたくしの学友もいらっしゃるようですし」

「そういえば、輪りん廻ね姫ひめさんと華か撫なでさんって同じ学校に通ってるんだっけ」

「うむ。姫と同学年であるぞ。クラスが違うから、話したことはないがな」

　僕と萌もえ花かさんと輪廻姫さんは顔を見合わせ、小さくうなずき合った。

「じゃあ華撫さん、しばらくの間、お世話になります」

　代表して僕は言ったんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


　ふかふかしたベッドの中で目が覚めた。

　窓からは心地いい夏の陽ひが射さしこんで、額に当たっていた。ひっきりなしにセミの鳴き声が聞こえるけど、室内は冷房が利いて涼しい。

「ふぁ～っ」

　上半身を起こして大きなあくびをする。

　ここは、華か撫なでさんの屋敷の一室。

　萌もえ花かさんの別荘の停電が直るまで、僕たちは泊めてもらうことになったんだ。

　ドンッ、と、すぐ横で何かが床を叩たたく音がした。

　驚いて振り返ると、ベッドのすぐ横に立っているのは……

「か、風かざ見み鶏どりさんっ!?」

　風見鶏さんはメイド服を着て、両手の木刀を床についている。ほおを赤く染めながら不機嫌そうに睨にらんでいた。木刀を持つ手がピクピク震えている。

「どうして、風見鶏さんがここに……？」

「あの成金女から命令されたのだ。時任ときとうどのの世話をするようにとな」

　いかにも不愉快そうな声で、風見鶏さんは言った。



    

  
    
      



    

  
    
      　成金女って……華か撫なでさんのことかな。

「別に華撫さん、成金ってわけじゃないと思うけど……」

「知るか！　わたしには金持ちなど皆、成金に等しいのだ！」

　風かざ見み鶏どりさんは憎々しげに、また木刀で床を叩たたいた。

「それはそうと、もう十時過ぎだぞ！　いつまで寝ているのだ、早く起きぬか!!」

「い、いや、夕べ遅くまで小説書いてたから……」

「言い訳無用っ!!」

　風見鶏さんは叫び、もう一度、木刀で床をドンと叩いた。

「ひっ」

　僕は転がるようにベッドから飛び出す。

「じ、じゃあ、着替えるから、風見鶏さん、外に出ててくれるかな」

「……わたしが着替えさせてやる」

「……え？　ど、どういうこと？」

「知るか！　とにかく時任ときとうどのの世話をしろと、成金に命令されたのだッ!!　いいから脱げ！　とっとと脱げっ!!」

　風見鶏さんはやけくそ気味に叫んで僕のパジャマのズボンを引っつかみ、力任せにずり下ろそうとする。僕は必死でズボンを押さえた。

「や、やめて、風見鶏さん！　ズボンがやぶれるっ！　一人で着替えられるからっ！」

「ええい、抵抗するな！　わたしだってこんなことしたくないわッ!!」

　するっ。パジャマのズボンがするりと膝ひざまで落ちた。

　風見鶏さんのすぐ目の前で、僕のトランクス姿が露あらわになる。

「…………」

「…………」

　僕も風見鶏さんも、無言のまま固まった。

「くぅあああああああっ!?」

　突然叫び声を上げ、涙目の風見鶏さんが木刀を振りかざした。

「わ、わたしに、このわたしにそのようなもの……か、覚悟、覚悟しろおおぉッ!!」

「風見鶏さんが脱がしたんじゃないかっ!?」

　ぶん、ぶんと風見鶏さんの木刀が振り回される。

　僕はズボンを引き上げようとしながら、ピョンピョン片足跳びで部屋中逃げ回った。

「黙れ黙れぇっ！　男らしく観念しろぉっ!!」

「お、落ち着いて、落ち着いて風見鶏さんっ!!」

　と、脱げかかったズボンを踏んづけてしまう。

「うあっ」

　僕は顔からまっすぐ床に倒れ、頭を抱えてうずくまった。

「斬きる！　斬る斬る、叩たたっ斬きってやるうううぅーッ!!」

　ベシコーン☆と、僕のおしりを叩く軽快な音が部屋中に響き渡った。

「ひいいっ！」

　さらに二発、三発、布ふ団とんでも叩くように、何度もおしりに木刀が打ち下ろされる。

　おしりがじんじんと痺しびれた。こんな、高校生にもなっておしりをぶたれるなんて……。

「痛いっ、痛いよ、風かざ見み鶏どりさんっ！」

「うるさあああぁいッ!!」

　風見鶏さんの木刀がひときわ高く振り上げられたとき……バタンと部屋の扉が開いた。

「ちょっと、何やってんのーっ!?」

　萌もえ花かさんの叫び声だ。

「やめなさい！　やめなさいってば！」

　慌あわてて駆け寄って、萌花さんは風見鶏さんを羽は交がい締じめにして僕から引き離す。

　ようやく我に返ったのか、風見鶏さんはぜーはーと息をしながら木刀を下げた。

「うぅ、ひどいよ……」

　僕はすっかり情けない格好のまま、ズボンをはき直した。

「叫び声がするから何かと思えば……」

　萌花さんが呆あきれたように言う。

「と、時任ときとうどのがし、下着姿など見せるから悪いのだっ」

　ふんっと風見鶏さんはそっぽを向いた。

　萌花さんが僕を睨にらみつける。

「……ちょっと孝こう一いちくん、どういうつもり？　セクハラじゃない！」

　セクハラされたのは僕のほうだと思うんだけどなぁ……。



　ようやく着替えて、僕と萌花さんは一階の食堂に向かった。

「輪りん廻ね姫ひめさんは？」

「さっき部屋に寄ったんだけど……『生と死の狭はざ間まをたゆたう姫の眠りをじゃまするなっ』とか怒られちゃったわ」

「……寝坊してるんだね」

　華か撫なでさんの屋敷のベッド、ものすごくふかふかして寝心地いいから無理もないけど。

　食堂につくと、長テーブルの端で華撫さんが食事をしていた。清潔そうなクリーム色のテーブルクロス。白い食器にフランスパンのトーストとベーコンエッグ、サラダ。コーヒーから湯気が立って、ちょっと苦い香りが漂っている。

「おはよう。華撫さんも朝ごはんなの？」

「朝ごはん、ではありませんわ。ブランチです。あなたがたもお食事になさいます？」

「うん。お腹なか空すいちゃったよ」

　テーブル席につくと、さっそくメイドさんが朝食を運んできてくれる。

「お久しぶりです」

　僕の前にフランスパンの載ったお皿を置いてくれたのは……以前、本もと谷やさんの店で会った千ち紗ささんっていうメイドさんだった。

「あっ、こ、こんにちは」

　千紗さんは僕たちのことを覚えていてくれたらしく、にっこり笑ってくれた。

　朝食は華か撫なでさんと同じメニューだ。フランスパンの上で、芳香なバターが溶けかかっている。質素なメニューだけど、どことなく気品あふれる感じだな。

「ところでお二人とも、もしお時間がありましたら、屋敷をご案内しますわ」

　食事も終わりかかったころ、華撫さんが言った。

「しばらくここで過ごすなら、どこになんの施設があるか、知っておいたほうがよくなくて？　何しろわたくしの屋敷は大変広いですから」

「案内っていうより、自慢したいだけじゃないの？」

　萌もえ花かさんが呆あきれた口く調ちようで言う。

「くやしいのなら、無理にお見せしませんわ。あなたがたが家に帰ってから、自分の生活がさぞかしみじめに感じるようになっても、責任持てませんからねぇ」

「なんですってぇ……」

　萌花さんの眉まゆがひくつく。

　僕は、またもケンカしそうになる萌花さんを押しとどめた。

「萌花さん、落ち着いて！　とにかくさ、一度、案内してもらってもいいんじゃないかな。夕べもお風ふ呂ろから戻るときに迷って、メイドさんに戻る道を聞いたくらいだし」

　それで朝食のあと、僕と萌花さんは屋敷の中を案内してもらったんだ。

　外から見て感じるより、ずっと広い屋敷だった。

　大理石の床が伸びる廊下。壁際には高価そうな花瓶が並び、ピカピカに磨かれている。

　大きなシャンデリアがつり下げられた大広間。ローマの神殿のような柱が並ぶ大浴場。どれもこれも、映画にでも出てきそうな豪華さだ。

　二階建ての屋敷を一通り見て回り、一階の廊下に戻ってくる。

「いかがでしたか？　ま、ザッとこんなもんですわ」

「ほんとに、大金持ちのお屋敷なのねぇ……」

　萌花さんがため息交じりに言う。

「あら、こんなのほんの別荘ですわ。大したことありませんのよ」

　ふと華撫さんの後ろ、廊下の先に大きな金属扉が見えた。まだ案内されてない場所だ。

　鈍く光るシルバーの扉。アンティークなデザインに包まれた屋敷で、異質な印象だ。

「華か撫なでさん、あの扉は何？　倉庫か何か？」

「倉庫じゃありませんわよ。あそこはわたくしの配本司令室です」

「配本司令室？」

「わたくし、二に刀とう販はんの次期社長候補として、現在はライトノベルの配本を担当しております。この司令室は、書籍をどの書店に何部配本するか決定し、流通センターに指示する場所なんですの。言わば、二刀販の頭脳ですわね」

「でも、ここ華撫さんの別荘でしょ？　こんなところに司令室なんてあるの？」

　萌もえ花かさんが聞くと、華撫さんは小さくうなずいた。

「むろん、本ほん邸ていにはもっと巨大な指令センターがありますけど。書籍は日々刊行されるもの。バカンス中とはいえ、目を離せませんから」

　華撫さんは扉の前に立った。

「どうです？　そろそろ仕事の時間ですし、司令室を見学させてもよろしくってよ。あなたがたも出版人の端くれとして、わたくしの仕事をごらんになっては？」

「端くれで悪かったわねっ。――でもまぁ、せっかくだから、後学のために見学させてもらうのも悪くないかしら」

「うん。僕も本がどんなふうに配本されるのか見てみたい。――華撫さん、いいかな」

　華撫さんは扉の前につくと、脇わきのスイッチを押した。

　グウウゥゥンと重いモーター音が聞こえ、扉が横にスライドする。

「お入りになって」

　扉の向こうは薄暗くて、よく見えない。

　華撫さんのあとについて、僕と萌花さんも中に入った。

　背後で再び扉が閉まり、一瞬、室内が真っ暗になる。

　――直後、フワッと浮かび上がるようにいくつもの照明がついた。

「こ、これは……」

　僕は呆ぼう然ぜんと目の前の光景を見つめた。

　部屋をぼんやり青く照らしているのは、蛍光灯や電球じゃない。

　いくつもの四角い光――パソコンのモニターだ。

　学校の教室ほどもある広い部屋。前方は一階分ほど地下に潜り、正面の壁が扇状に広がっている。壁に大小いくつものモニターが並べられ、中央に巨大なワイドスクリーンのモニターがはめ込まれている。

　まるで、ＳＦ映画に出てくる司令室のような部屋だ。

　カタカタといくつものキーボードを叩たたく音が聞こえていた。

　モニターの前に五人のメイドさんが座り、パソコンを操作しているんだ。

　やがてモニターの一つ一つに、それぞれグラフや、数値の並んだ表が映し出された。

　中央のメインモニターには、巨大な日本地図が描かれる。

「ここには、全国各地に広がる、二に刀とう販はんと取引する書店からのＰＯＳデータが集約されておりますの」

「ぽす……って何？」

「ポイント・オブ・セール。各書店のレジをオンラインで結び、売り上げデータをホストコンピューターで管理するのです。ＰＯＳシステムを導入している書店であれば、どの店でどの本が何冊売れたか一いち目もく瞭りよう然ぜん、というわけです」

　たぶんモニターに映っている、何列もの細かなグラフや数値は、本の販売数なんだ。

「すごいわ……。こんなに詳細なデータ、見たことない。これだけの店の入荷数や返本数まで網羅されてるなんて……」

　萌もえ花かさんが目を見開いた。

「萌花さんでも見たことないの？」

「えぇ……。普通、出版社って、自社の本であってもどの書店さんでどれだけ売れたか、なかなかわからないものなの。返本された冊数を数えて、出荷数から逆算して、ようやく販売数がつかめるのよ」

「でも、それじゃ不便そうだけど……」

「今は大手の書店さんや取次さんなどが、ＰＯＳデータの公開サービスというのをやっていて、出版社も参照できるようになってるの。といっても、あくまでチェーン店や取引書店のみのデータだから、限られたデータから全体の売れ行きを推測することになるわね。――正確な売り上げをリアルタイムで把握するのは難しいのよ」

「その点ここのＰＯＳには、全国一万店以上の取引書店のデータが集まってきますから、極めて実売に近い数字をはじき出せるのですわ」

　華か撫なでさんが得意げに言う。

『華撫指令。配本準備整いました！　ご指示をお願いします！』

　スピーカー越しに、オペレーターのメイドさんの声が聞こえた。

　華撫さんはデータルームの中央に歩いていく。一段高く室内を見回せる場所が、コックピットのような空間になっていた。大きなチェアに、華撫さんは座った。

　チェアの前には横に三つ並んだモニターが置かれている。

　華撫さんは二つに割れたキーボードに両手を置き、素早く打ち鳴らした。

「ではみなさん！　本日の配本を始めますわよ！　書籍はなんですか？」

　華撫さんのかけ声と同時に、メインモニターに一冊の文庫本が映し出される。

「あれは……」

　僕はつぶやいた。

　映し出されたのは『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス　Ｌｏｖｅらぶ×５フアイブ』。発売されたばかりの最新刊だ。

　右上に書かれた数字が一気に上昇し、二三〇〇〇で止まった。

『第二刷発行部数三万部！　うち、二に刀とう販はん取り扱い分は二万三千部です！』

　華か撫なでさんが数字を凝視し、不敵な笑みを浮かべる。

「発売から半月も経たず三万部の増刷とは……。さすが一撃ファンタジー文庫ですわね。いいでしょう、わたくしの配本さばきを見せて差しあげますわ！　最初の書店は!?」

　メイドさんがキーボードを打つ音。

　メインモニターに、北海道の地図が映し出される。札さつ幌ぽろの辺りに一本のラインが伸び、『２０３／２５０』という数値が現れる。

『札幌、ブックスアラマキ。初回二百五十部配本、現在販売部数、二百三部！　同規模店の平均販売部数は百五十部です！』

　華撫さんは真剣な顔で、睨にらみつけるようにモニターを見つめる。

「まぁまぁですわね。データによれば、近所に中学校があり地理的に有利。まだまだ伸びそうですわ。――追加配本は七十部ですわ！」

『了解！　追加配本七十部！』

『配本、七十部です！』

　オペレーターのメイドさんたちが点呼するように繰り返す。

　続いてモニターには、九州の地図が映し出される。

『鹿か児ご島しま、佐さ津つ間ま書房。初回三十部配本、現在販売部数、六部です！　同規模店の平均販売部数は二十部です！』

「動きが鈍いですわ。やはりビジネス書メインの書店では不利のようですね。――追加配本は必要ありませんわ」

『了解！　追加配本ありません！』

『配本、ありません！』

　そうして、華撫さんたちは次々と全国各地の本屋さんへの配本冊数を指定していく。

　あまりの速さと手さばきのよさに、僕も萌もえ花かさんも、感心して見守るしかできない。

　やがて、東とう京きようのある地点が映し出された。

『東京、ノベラーズＲＵＮ。初回百部配本、現在販売部数、六十二部です！　同規模店の平均販売部数は三十五部です！』

　――本もと谷やさんの店だ。

　僕は自分の店でもないのに、思わず緊張してしまう。

「ほほぅ、なかなかやるじゃないですか。ですが、しょせん店舗面積の小さな店。伸び悩みの可能性が高いですね。追加配本は二十部ですわ」

『了解！　追加配本二十部！』

『配本、二十部です！』

　……そしてあっけないほどすぐ、次の本屋さんに移る。

　本もと谷やさんの店もここじゃ、全国に一万六千店あるお店の一つに過ぎないのか……。

　華か撫なでさんの配本指定はさらに続いていく。

「――さて、主要書店はこれで最後ですわね。残りは確か……」

　メインモニターに、東とう京きよう都の地図。ラインの先が示しているのは……

『東京、アニメキング秋あき葉は原ばら一号店！』

　メイドさんが店名を言った瞬間、室内に警報が鳴り響いた。

　メインモニターの上で『ＤＡＮＧＥＲ!!』のランプが点滅する。

「何事ですのっ!?」

　華撫さんが身を乗り出して叫んだ。

『パターン赤！　在庫僅きん少しようと判明！』

『在庫部数、十部を下回っています！　Ｓ．Ｔ．ストツクフィールド、一時間持ちません！　このままでは品切れです！』

『書店の仕入れ担当者より、大量の補充注文！　――ものすごい数です！』

　メインモニターを埋め尽くす勢いで、『補充』の赤文字が次々に表示されていく。

「な、なんですって!?　こんなに早く減るわけが……。前回、どれだけ配本したと思ってますの!?　一ヶ月は持つ計算でしたのに！」

　華撫さんが険しい顔つきで歯ぎしりする。

　続いてメインモニターに、秋葉原の大通りに面してそびえ立つ、アニメ・コミック専門店の写真が映し出された。ビルの看板に描かれた、魔法使いの女の子の巨大なイラストが、華撫さんたちをあざ笑うかのごとく見下ろしている。

「ふ、ふふふ……。さすがは日本有数の売り場面積を持つ第十三Ｓランク書店。その集客力、侮っておりましたわ」

『お客さまにより一冊購入！　在庫一部減少！　華撫指令、早くご指示を！』

　オペレーターのメイドさんが悲痛な叫びを上げる。

　華撫さんはチェアに深く腰掛け、大きく息を吸いこんだ。

「在庫切れで販売機会損失など……我が二に刀とう出版販売が誇る配本システムにあってはならぬこと……」

　カッと目を見開き、落ち着き払った声で叫ぶ。

「ただ今より緊急配本態勢に入ります！　我が二に刀とう販はんの底力を見るがよろしいですわ！」

『特別緊急配本態勢、準備！』

「委託部数は――一千部ですわ!!」

『い、一千……』

　メイドさんたちの間にどよめきが広がった。

　戸と惑まどった顔で華か撫なでさんを見上げている。

『か、華撫指令、いくらなんでも無謀です！』

『大量返本の危険が大きすぎます！　ご再考を！』

　しかし、華撫さんは落ち着いた表情を崩さない。

「いいえ、わたくしの目に狂いはありません。配本一千部、ただちに準備なさい！」

『りょ、了解っ！　品川流通センターへ緊急連絡、至急「聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス　Ｌｏｖｅらぶ×５フアイブ」一千部願います！』

『出荷準備開始！　現在トラック充じゆう填てん率一〇％！　一〇〇％まで、あと五分！』

『在庫、さらに一部減少！　予想以上のスピードです！』

　華撫さんの額に汗が浮かんだ。

「く……、これほどの人気書籍だったとは……」

『充填率五〇％突破！　一〇〇％まで、残り二分』

『在庫二部減少！　在庫限界まで三十分を切りました！　棚が侵食されています！』

『充填率九九％……一〇〇％突破しました！」

『ドライバー、運転席に乗車！　出荷まであと、十秒です！』

『九！　八！　七！　六！　五！　四！　三！　二！　一！　……発車！』

『配送トラック、流通センターを発車しました!!　秋あき葉は原ばらまで三十分以内に到着します！』

　メイドさんたちの間に、歓声が沸き上がった。

「――どうやら、ギリギリ間に合いそうですわね」

　華撫さんはチェアの背にドカッともたれかけ、力が抜けたようにホッと息をつく。

　偉大な仕事を一つ、成し遂げたような顔だ。

　それから立ち上がり、華撫さんはモニターに背を向けた。

「残りはあなたがたにお任せしますわ」

　メイドさんたちに言い残し、僕らの前に歩いてくる。

「どうですか？　わたくしの仕事を見た感想は」

「な、なんだか……すごい世界なんだね。本当に全国の本屋さんに本を送ってるんだ」

「いかに効率よく適切に書店へ配本するか。――配本一つで本の売り上げも大きく変わるのです。これが出版流通の世界なのですわ」

「本当に、華撫さんが僕たちの本が売られるようにしてくれているんだね」

「ようやくわかりましたの？　ま、これからはよ～く心に刻んでおくことですわね」

　華撫さんは上機嫌な顔で配本司令室を出ていく。

「でも……わたしは不安なのよ」

　ふと、僕の隣で萌もえ花かさんの顔が曇った。

「萌花さん？　どうしてさ？」

「華か撫なでさん、前に言ってたでしょ。自分が社長になったら、売れる本だけを取り扱うシステムに変えてみせる、って」

「じゃあ、将来華撫さんが社長になっても、僕の本が売れないままだったら……」

　もし華撫さんが、僕の本なんか売れないって考えたら……僕の本は、本屋さんに並ばなくなってしまうんだろうか。



　　　　☆



　午後、僕は泊まっている部屋で、『ミライちゃん』二巻の、これまでの原稿を萌花さんにチェックしてもらった。書いたのはシロウとミライちゃんが新たな生活を始める冒頭から、敵である謎なぞの宇宙生命体が登場するシーンまでだ。

「う～ん、悪くはないんだけど……」

　プリントアウトされた原稿を読んだ萌花さんは、渋い顔をした。

「この、宇宙生命体が忍び寄るシーンは、スリラーっぽい雰囲気ですごくいいと思うのよね。だけどそのあとの、ミライちゃんがコスチュームに擬態した生命体に操られて、妖あやしく迫るシーン。そこがちょっと……イマイチかなぁ」

「そうかなぁ。生命体に汚染されたコスチュームを着たミライちゃんが、半脱ぎになりながらシロウに迫るんだ。――これでも僕、必死でエッチっぽく書いたんだよ」

「シチュエーションが悪いわけじゃないの。――つまり、インパクトが弱いのよ」

「インパクト？」

「そう。妖しく迫るっていっても、結局ミライちゃんが裸になろうとするだけでしょ」

「それ以上のインパクトって……もっと過激になんか書けないよ！」

「過激にって、別に十八禁ぽくしろってことじゃないわ。わたしたちが作ってるのはあくまでライトノベルだもの。――『エッチ』を過激にするんじゃなくて、もうちょっと別のタイプの『萌もえ』な『エッチ』を追求してほしいのよ」

「別のタイプの『萌え』な『エッチ』、ねぇ……」

「そう！　読者にガツンとインパクトを与えるような『萌え』を！」

　萌花さんは簡単そうに言うけど、さっぱりイメージできない。

　インパクトある『萌え』って言われてもなぁ……。



　夜、僕たちは食堂で華撫さんと一緒に夕ごはん……じゃなかった、ディナーを食べた。メイドさんたちが前菜からメインディッシュまで給仕してくれるフルコースだ。

　テーブルの片側に萌もえ花かさん、僕、輪りん廻ね姫ひめさんの順で並んで座る。向かいの席に華か撫なでさんが一人で座っていた。

「どうぞ～。今日はとびきりおいしいですよぉ」

　メイドさんたちと一緒に、千ち紗ささんが僕の皿にシチューをよそってくれる。

「あ、ありがとう。なんか、ごちそうまでしてくれて申し訳ないなぁ」

「本日のメインディッシュは、特製ビーフシチューですのよ。そこらのものとは違いますわ。純国産牛肉をふんだんに使った、とろけるような味わいをご賞味あそばせ」

「ぬおぉ、これはうまい！　――姫は八十二巡前の生で、王宮でもよおした宴うたげを思い出すぞ。実に懐かしい……」

　輪廻姫さんはお皿まで舐なめそうな勢いでシチューを食べた。

「ほーら、ワッフルも食べてる？」

　萌花さんの隣で、ワッフルが牛肉入りドッグフードに顔を突っこんでいる。

「わぉん！」

　ワッフルはしっぽをパタパタ振って、うれしそうに吠ほえた。

「ううぅ……」

　ふと声がして、見ると、風かざ見み鶏どりさんがひもじそうな顔で僕のお皿を見つめてる。

　口を半開きにして、今にもよだれを垂らしそうな顔だ。

「か、風見鶏さんも……食べる？」

「ふ、ふんっ！　そんな食事わたしには合わんっ」

　ぷいっと横を向いたとたん、風見鶏さんのお腹なかがきゅーっと鳴った。

「あの……メイド用にはキッチンに賄まかない料理がありますよ。案内しましょうか？」

　給仕していた千紗さんが心配そうに言う。優しいんだなぁ。

「あ、あんな成金女の餌え付づけなど受けんっ！」

「誰だれが成金ですか。二に刀とう販はんは戦前から続く歴史ある企業ですのよ。――ま、いらないのでしたら食事抜きで構いませんけど」

　テーブルの向こうから、華撫さんが冷ややかな声を出した。

「くぅ～っ」

　風見鶏さんは空腹に負けたのか、千紗さんに案内されて涙目でキッチンへと向かった。

「ところで孝こう一いちさん。さっきから食事があまり進んでないようですけど……お口に合いませんでしたかしら」

　華撫さんが僕の顔を見た。

「あ、ううん、そんなことないよ」

　僕は慌あわてて、スプーンで一口すくって食べる。料理は確かにおいしい。

「ちょっと考え事してて……。その、インパクトある『萌もえ』って、どんなのかなって」

「そうそう。孝こう一いちくん、あれから何か思いついた？」

　隣の萌もえ花かさんが話に乗ってきた。

「ううん……。萌花さんは、なんかいいアイディアない？」

「そうねぇ……ここにはメイドさんがいるから、『メイド萌もえ』とか……。でもインパクトってほどにはならなそうよね……」

「輪りん廻ね姫ひめさんはどうかな。こんな『萌え』を書いたらってアイディアある？」

「ぬ？　姫は断然、『転生』萌えを推奨するぞ！　輪廻転生の末に再会した二人が悲願の愛を成じよう就じゆさせるのだ！　これほどの『萌え』が他ほかにあろうかっ！」

「『萌え』ってより、少女マンガのストーリーみたいね。あまり孝一くんの得意な展開じゃなさそう」

　萌花さんが苦笑する。

「ぬおぉ、レイジは八百七十三巡前の姫との婚約を忘れてしまったのか!?」

「いや、五百二十七巡前ってのは覚えてるんだけど」

　うーん、もうちょっと別の『萌え』に詳しい人、いないかなぁ……。

　考えて、僕ははたと思いついた。

「そうだ！　華か撫なでさんはどう思う!?」

「は、はい？　わ、わたくしは『萌え』などというもの、よく存じませんことよ」

　澄ました顔で、ワイングラスの赤ワイン――みたいな色のブドウジュースを飲む。

「でもこないだ、『ビシバ死コアクマさまっ』っていう『萌え』の小説とか、たくさん買ってたじゃない！」

「ぶっ!!」

　華撫さんが、思いっきりブドウジュースを噴き出した。

「……汚いわねぇ」

　萌花さんがイヤそーな目をする。

「ななななな、な、なんのことですのっ!?　ひ、人違いじゃありませんことっ!?」

　華撫さんは真っ青な顔で額に汗をダラダラかき出した。

「だって僕に本を見せてくれ……」

　言いながら当日のことを思い出し、僕はハッと気がついた。

　し、しまった……。この話、誰だれにも言っちゃいけなかったんだっけ……。

　華撫さんに言われて忘れることにしてたから、口止めされたことまで忘れてた……。

「あ、あはは、ご、ごめん、やっぱり人違いだった！　か、華撫さんと商店街で偶然会うなんて、そんなこと、あるはずないよね！」

　……僕って、どうしてこう嘘うそをつくのが下へ手たなんだろう……。

「さっきからなんなのよ、もう。孝一くん、華撫さんとなんかあったの？」

　けげんな顔で、萌もえ花かさんは口を尖とがらせる。

「さ、さぁ、わたくしにもさっぱりですわっ。そ、それではデザートをお召し上がりくださいませっ。おほほほほ」

　華か撫なでさんは高笑いして……僕をキッと睨にらみつけた。

　このまま僕の頭を貫くんじゃないかってほど鋭い目つきで。



　はぁ、なんかいい『萌もえ』のアイディアないかなぁ……。

　夜、大浴場のお風ふ呂ろから上がった僕は、泊まっている部屋に向かった。

　暗い廊下を一人、コツコツと歩く。なんとか今夜中には、萌花さんに言われた『インパクトある萌え』を考えたいけど、なかなか思いつかないなぁ……。

　ため息をつきながら廊下の角に差し掛かったとき……

「いっ、いてててててっ！」

　突然、右の耳が引っ張られた。

　何事かと見ると、角のところに華撫さんが立っている。

　薄いピンクのネグリジェ姿。普段着より少女っぽい姿で、ちょっと幼く見える。いつもとずいぶん違う華撫さんの雰囲気に、一瞬ドキッとした。

「か、華撫さん……？　み、耳、引っ張んないで……」

　華撫さんは口をへの字に曲げ、まっすぐ僕を睨みつけている。

　無言のまま、僕の耳を引いて廊下を歩いた。

　連れられて来たのは、二階にある部屋だった。確か前に案内してもらったとき、華撫さんのプライベートルームだとか言ってたっけ。

　豪華な装飾が彫られた扉を開け、放ほうり込むように僕を中に入れる。

「いたたたた……。痛いよ、華撫さん……」

　僕は床に転がってうめいた。

　部屋は暗くてよく見えない。床は柔らかく、カーペットが敷かれているみたいだ。

　華撫さんが室内に入り、扉を閉める。カチャッと鍵かぎをかける音。

　それから蛍光灯のスイッチを押したらしく、室内が明るく照らされた。

「ここは……？」

　改めて周りを見回した。八畳くらいの広さの部屋。壁際に机とベッドがあり、反対側の壁は一面の本棚だ。窓の下には、女の子の部屋らしく大きめのクマやウサギのぬいぐるみが並んでいる。窓ガラスの向こうには、夏の夜空が広がっていた。

「ご存じのとおり、ここは、わたくしのプライベート・ルームですわ」

　華撫さんは倒れている僕の前に仁に王おう立だちになって見下ろした。

「メイドもこの部屋には入れません。したがって、内密のお話をするには最適なのです」

　それから屈かがみこんで、僕のあごをつかんで持ち上げる。

　ひ……。がっちりつかまれたあごが痛い……。

「わたくしの趣味を皆の前でバラすとは、あなた、実にいい度胸をしてますこと」

　華か撫なでさんの目が悪魔のごとく真まっ赤かに燃え上がって見えた。ひくひくと口の端を曲げて笑っているのが、余計に怖い。

「ご、ごめん……。ナイショだってこと、忘れちゃってて。――で、でもほら、みんな、なんのことか気づいてないみたいだったし」

「わたくしの趣味は、メイドたちも知らぬことなのです。この先、邪推する者が現れぬとも限りません」

「そ、そんな、考え過ぎだよ華撫さん。――だけど、メイドさんにも秘密だなんて」

「ここのメイドたちはああ見えて、頑固というか、気むずかしい者が多いのです。千ち紗さのような新人メイドはともかく、ベテランメイドともなれば、わたくしが生まれる前から働いている者もいるのですから」

「じゃあメイドさんは、華撫さんの言うことをなんでも聞く、ってわけじゃないんだ」

「そういうことです。――約束しましたよね。わたくしの秘密、誰だれにも話さないと」

　華撫さんはぐいっと顔を近づけ、禍まが々まがしい笑みを浮かべて睨にらみつけた。

「あ、謝る……謝るよ……。だから許して……」

「許して？」

「ゆ、許して……ください……」

「それだけですか？　他ほかに言う言葉は？」

「お、お願いします……」

「誰にお願いするのですか？」

「お、お願いします、華撫……お嬢さま……」

　震える声で懇願すると、華撫さんの表情が少し和らいだ。

　なんか、妙にニコニコとうれしそうな顔をしてるなぁ……。

「ま、それほどまでに頼むのなら、わたくしも許さないではありませんけど」

　華撫さんはやっと、僕のあごから手を離してくれた。

「ほんと!?　許してくれるの!?」

「えぇ。こう見えてもわたくし、すべての出版人の味方ですから」

「はぁ……」

「なんですかその疑り深い目つきは」

「う、ううんっ。全然疑ってないですっ！　か、華撫お嬢さまは、すべての出版人にとって希望の星ですっ！」

「よろしい。仕方ありませんわね。ま、バレてないようですし、今日のことは水に流して差しあげます」

「あ、ありがとう……」

「せっかくわたくしの部屋に来たのですから、楽にしてくださいな」

　よかった。いつもどおりの華か撫なでさんに戻ってる。

　華撫さんは立ち上がって、本棚のそばに歩いた。

　前後二段に分かれた、スライド式の本棚。並んだ背表紙は、肌色と黒色に染まっている。あの『ビシバ死コアクマさまっ』みたいな本がびっしり並んでるらしい。

「この際、孝こう一いちさんにはわたくしの趣味をとことんお話ししますわ」

「どうして？　隠したいんじゃないの？」

「それはそうですが、もう知られてしまったことですし。――それに実のところ、一人で趣味を楽しむのに物足りなさを感じていまして」

「そうなんだ……。そりゃ、趣味は仲間がいたほうが楽しいって思うけどさ」

「孝一さんもそう思いますか!?　――でしたら、わたくしの趣味の、同好の士となっていただけるとうれしいのですけど……どうでしょうか？」

　華撫さんはちょっと恥ずかしそうにうつむいた。

　さっきまでの険しい表情はどこへやら、ほおをほんのり赤く染めている。

　――おとなしくしてると、華撫さんって美人だしけっこうかわいいんだけどなぁ……。

　同好の士……って、華撫さんの好きな小説を読めってことだよね。

　僕はうーんと考えた。華撫さんは返事が心配なのか、不安そうに見つめている。

　なんか読むのが怖い気もするけど……考えてみれば、小説家として、いろんな本を読むのも大切なことだ。第一、『ビシバ死コアクマさまっ』だって、読んだらすごく面白い本かもしれないじゃないか。

「わかった。僕も、華撫さんの趣味につき合ってみるよ！」

「ほんとですか!?　よ……よかった……です……」

　華撫さんは笑顔を浮かべ、目を潤ませた。

「わたくし……実はうれしかったんです」

「うれしかったって？」

「孝一さんがわたくしの趣味を、恥ずかしくないっておっしゃってくださったこと」

　確か、華撫さんにリムジンの中で詰め寄られたときのことだ。

「あのとき……うれしかったんです。わたくしのこと、認めていただけたみたいで……」

　人に隠したい趣味を一人で楽しむってのも、案外孤独なのかもしれないなぁ。

「じゃあ、さっそく準備いたしますわね」

　言って、華撫さんはくるりと本棚のほうを向く。

　準備……？　あぁ、きっとオススメの本を選んでくれるんだな。

　そう思ってると、華か撫なでさんは、本棚の横に歩いて、小さなスイッチを押した。

　ウイィィィインと静かなモーター音がして、前面の本棚がゆっくりスライドする。

　本棚の後ろが、隠し部屋のような小さなクローゼットになっていた。ハンガーにかけられた十数着もの黒い服が現れる。

　けど着替えにしては異様な雰囲気だ。どれも黒ずくめで、表面がテカテカ光って……。

「これって……全部華撫さんの服？」

「服といいますか、コスプレ衣装、ですわ。――どれがいいですかねぇ」

「コスプレ？」

　萌もえ花かさんに聞いたことがある。なんでも、アニメやマンガのキャラクターの衣装を着てなりきるんだとか。華撫さん、そういう趣味もあるのかな？

　華撫さんは、ふんふんふ～んと鼻歌を歌いながら、楽しそうにコスプレ衣装を選ぶ。

「やっぱり、これですわね！　――孝こう一いちさん。着替える間、部屋の外に……って、メイドに見つかったら面倒ですわね……。いいですわ、後ろを向いててください！」

「う、後ろをって……」

　慌あわてて部屋を出ようとするものの、華撫さんがネグリジェのボタンに手をかけたので、僕はサッと後ろの壁を向いた。

　正座して、ぎゅっと目を閉じる。

　なんでだろう。なんで急に、華撫さんは着替え……っていうか、コスプレなんて？

　嫌でも、華撫さんが着替える衣きぬ擦ずれの音が耳に入ってしょうがない。

「終わりましたわ。こっち向いてよろしくってよ」

　僕はおそるおそる目を開け、振り返った。

「か、華撫さん、その格好……！」

　目の前に、真っ黒なボディスーツに身を包んだ華撫さんが立っていた。

　背中にはコウモリのような小さな羽と、悪魔みたいなしっぽ。前が大きくお腹なかの下まで逆三角形に開いて、肌色の胸の谷間やおへそが見えている。腰の回りには、フリルのような短いスカート。

　長い足を網タイツが覆い、足先にはハイヒールをはいていた。

　そして何より目立つ、手に持った長いムチ……。

　見覚えがある。この姿、こないだ華撫さんが買ってた本のキャラクター……。

「これぞ『ビシバ死コアクマさまっ』のヒロイン、コアクマさまのコスプレ衣装ですの。雑誌連載時から追いかけて、読者プレゼントに大量に応募してようやく当てたんですのよ。このために同じ雑誌を三十冊も買ったのですから」

「は、はぁ……」

「ちなみに文庫本の購入者先着特典『ビシバＣＤ』には、ひたすらムチ打つ音が七十四分もの大ボリュームで収録されていますのよ」

「き、聞きき応ごたえありそうだね……」

　華か撫なでさんはくいっとあごを引いて足を伸ばし、やけになまめかしいポーズを取った。

「どうでしょうか？　似合います？」

「う……に、似合うっていうかなんていうか……」

　見ると、大きく開いたボディスーツの切れ込みは、華撫さんの胸の大きさが足りないのかずいぶんぶかぶかだ。横から見ると、隙すき間まから華撫さんの胸が……

「……どこを見てるのです？」

「ににに、に、似合ってるよ！　すごく似合ってる！」

「きゅーっ！　う、うれしいですわぁ！」

　華撫さんは感激したような声を出し、持っていたムチを振るった。

「ひいっ」

　ムチの先は僕の脇わきをかすめ、床をピシッと軽く打つ。

「ああんっ！　ゾクゾクするこの音！　たまりませんっ!!」

　華撫さんは一人、激しく身もだえた。

「か、華撫さん！　華撫さんの趣味って、一緒に小説読むことじゃなかったの!?」

「はぁ？　何言ってますの？　小説なら一人でも楽しめるじゃありませんか。――いつもは夜中にコスプレして、クッションやぬいぐるみをそっと打ったり踏みつけたりして気分を味わっていたんです。ですが、一人じゃどうしても物足りなくって……」



    

  
    
      



    

  
    
      　僕の頭に『ビシバ死コアクマさまっ』の表紙イラストが思い浮かんだ。

　あの表紙の女の子、誰だれかの背中を踏みつけていたような……。

「……もしかして、僕を踏みつけて、そ、そのムチで、僕を……」

　僕は真っ青になって後ずさりした。

「ややや、やだ、やだよ！　踏まれたりぶたれたりするのなんて！」

「あら、わたくしの同好の士になっていただけるって、おっしゃったではありませんか」

「だけどそんな、痛いのなんて……」

　華か撫なでさんは困った顔をして、ベッドに腰を下ろした。

「まぁ……孝こう一いちさんはまだ不慣れでしょうけど……。仕方ありませんわ。やはり最初は、もう少しソフトなプレイから始めねばなりませんかねぇ……」

「ソフト……？　プレイ……？」

「わかりました！　ムチはやめにします。踏みつけもしません！」

　華撫さんはムチを放ほうり投げ、ハイヒールを脱ぎ捨てた。

　ほっ。なんとか助かった……のかな……。

　華撫さんは網タイツに包まれた足を組み、つま先を僕の目の前でひらひらと振った。

　すらりと長い足を覆い尽くす黒い糸……。

「あら？　どうかしましたか孝一さん。さっきからわたくしの足、見つめていますわよ」

　ふふん、と華撫さんが鼻先で笑う。僕は慌あわてて目を逸そらした。

「み、見つめてないよっ」

「あら、かわいいこと。遠慮なさらないで。そんなに見たいのでしたら……」

　華撫さんは組んだ右足の網タイツを両手でつまみ――左右に引っ張った。

　ぷつぷつっと糸の切れる音が連続して響き、網タイツが縦にまっすぐ裂かれる。

「ああっ！　こ、このタイツが裂ける音っ！　最高ですわぁ～」

　呆ぼう然ぜんとする僕の前で、一人、恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

「か、華撫さん、何やって……？」

「ご心配には及びません。この網タイツは、百円ショップで買った引き裂き用ですから」

　いや、そういうことじゃなくって……。

　大きく裂けた網タイツが垂れ下がり、裂け目から華撫さんの裸足はだしの足が顔を覗のぞかせる。

　シルクのような肌。足の爪つめはきれいに切りそろえられ、艶つややかだ。

　これが華撫さんの足……。僕はゴクリとつばきを飲みこんだ。

「さぁ、孝一さん」

　足をそろりと僕の前に差し出しながら、華撫さんがじっと見下ろす。

「お舐なめなさい」

「な、舐なめって……。あ、足……を……？」

「当たり前でしょ。つま先から甲にかけて、こう、舌先でツーッと」

「ななな、なんで、なんでそんなことするのっ!?」

「……あなたのような小者、わたくしの足を舐められるだけでも光栄なことなんですのよ。感謝いたしなさい」

　へ、ヘンだ！　今の華か撫なでさん、やっぱり絶対ヘンだ!!　普段からちょっとヘンだけど、もっとヘンだ!!

「そそ、そんなのできないよ！　足を舐めるなんて……汚いし……」

「汚い？」

　華撫さんの目がピクッとつり上がった。

「高貴なわたくしの足を、汚いですって!?　なんたる侮辱的な態度……」

　ピクピクと肩を震わせたのち、フッと口元に不気味な笑いを浮かべる。

「――面白いですわ。やはりドレイは、そのくらい反抗的でなくては、いたぶりがいがありませんものねぇ。ふっふっふ」

　ど、ドレイ!?　僕、いつからドレイになったのっ!?

「か弱き子羊に、わたくしが手を差し伸べて差しあげているのです。あなたに拒否する権利などありませんわ。これは命令です。さぁ、さぁ！」

「や、やだってば。そんなのできるわけないじゃないか！」

　僕は後ずさりして、華撫さんから離れようとした。けど体が動かない。ヘビに睨にらまれたカエルになった気分だ。

「へぇ……。わたくしの命令が聞けないと……」

　華撫さんは不愉快そうな顔で睨みつけた。

「趣味につき合ってくれると言いましたよねぇ。守れないなんて、これで約束をやぶるの、二度目ですわ」

「こんな趣味だなんて、知らなかったんだ……」

「――そうですか。じゃあ、またわたくしの趣味をバラされたりしないよう、手を打たねばなりませんねぇ」

　て、手を打つって……？　まさか、僕の本を取り扱ってくれなくなるんじゃ……。

「そんな……、そんなのやだよ！」

「でしたらどうすればいいか、おわかりですわよね～ぇ」

　華撫さんは改めて大きく、足先をひらひらと揺らす。

　僕はゴクリとつばきを飲みこみ、わずかに骨の筋が浮かぶ足の甲を見つめた。

　きれいだ……。しかしこの足は、まさしく悪魔の足だ……。

　華か撫なでさんの足を舐めるだなんて、悪魔に口づけするに等しい行為だ……。

　だけど、僕はまだ小説を書きたい。本を出したい。

　このままじゃ僕は華撫さんによって、本を売ることができなくなってしまうかも……。

　恐れと不安が頭でぐるぐる渦を巻いて、だんだん、何も考えられなくなって――そっと両手を伸ばし、すくい上げるように華撫さんの足の裏に触れた。

「あんっ」

　華撫さんが背中をつつかれたような声を上げる。

「さ、さぁ、は、早く……。ドキドキしますわ……。これが、夢に見るほど憧あこがれた……」

　目をキラキラさせながら見つめる。悪行を悪とも知らない、無邪気な小悪魔のように。

　僕はそっと、華撫さんの足を持ち上げ……顔を近づけた。

　ほんのりした香水の匂におい。胸が張り裂けそうなほど高鳴って苦しい。

　口を小さく開けて、舌を出す。

　――こうするしかないんだ。こうしなきゃ、きっと僕の本は売られなくなっちゃうし、そうなったら萌もえ花かさんだって……。

　萌花さん……。

　こんな場面を萌花さんが見たら、萌花さんはなんて思うだろう。

　なぜか頭に、悲しそうな萌花さんの表情が浮かんだんだ。

　そんな表情を見たら、きっと僕は……。

「や、やっぱりダメだよっ！」

　僕は叫び、華撫さんの足を離して立ち上がった。

　華撫さんがけげんな顔で見上げる。

「僕は、僕は萌花さんのことが……」

「萌花さんのことが……なんですの？」

　萌花さんのことが……なんなんだろう。

　自分で言いかけながら、続きの言葉がわからない。

　でもとにかく、萌花さんの悲しむ顔を見たくない。そんな気持ちを強く感じたんだ。

「あの女が、わたくしよりも気になるのですか？」

　華撫さんの声に、わずかな怒気が含まれる。

「え、それは、その……。と、とにかく、ごめんっ!!」

　僕は一目散に扉に向かって駆け出した。

「お、お待ちなさいっ！」

　耳を塞ふさいで華撫さんの声も聞かずに走る。扉の鍵かぎを開け、廊下に飛び出した。

　角のところまで来て振り返っても、華撫さんは追いかけてこない。

　華撫さんの趣味はメイドさんたちにも秘密だって言ってたから、あんな格好で部屋の外に出られないんだろう。

「時任ときとうどの」

　突然呼ばれて、ドキッとした。

　振り返ると、立っていたのは風かざ見み鶏どりさんだ。相変わらずメイドさんの格好をしている。

「な、なんだ、風見鶏さんか……」

「――どうした、そんなに怯おびえた顔をして。捜したぞ。言っただろう、わたしは、そなたの世話をしろと命令されておるのだ。勝手にウロチョロされたら困る！」

　ドンッと、持っていた木刀で床をつく。

「ご、ごめん。僕もう寝るから、お世話してくれなくて大丈夫だよ」

「……顔色が悪いぞ。何かあったのか？」

「な、なんでもないよ。ちょっと疲れただけだから……じゃ、おやすみ」

　風見鶏さんに手を振り、僕は寝泊まりしてる部屋に戻った。

　すぐベッドに潜り込み、頭まで布ふ団とんを被かぶる。

　たった今見た悪夢を忘れてしまいたくて。



　　　　☆



「すごいわ……！　この、胸にグサリと突き刺さる感触……。その上、まぎれもなく『萌もえ』になってる！」

　次の日の夜。僕が泊まってる部屋に来て、今日一日書いた原稿を読んだ萌花さんは、驚きの声を上げた。

　操られたミライちゃんが妖あやしくシロウに迫るシーン。萌花さんに「インパクトが足りない」って言われてたシーンを書き直したんだ。

　ミライちゃんが突然悪魔のような笑みを浮かべ、すらりとした足をシロウの前に突き出し、舐なめるよう命令する。

　もっとかわいらしいシーンにしたかったのに、どうしてもこうなっちゃうんだ。

　――華撫さんから受けた体験をフィクションに投影することで、僕の中で幻へと昇華してしまいたかったのかもしれない。

「『Ｍ』な『萌え』なんて、とても孝こう一いちくんの手に負えるものじゃないって思ってたけど……こんなに、真に迫る描写ができるなんて。清純で健康的だったはずのミライちゃんが、突然女王さまに変へん貌ぼうする。――これこそまさに、インパクトある『萌え』だわ」

　萌花さんはつくづく感心した様子で、原稿を何度も読み返す。

「う、うん……」

　僕は夕べのことが頭から離れず、複雑な心境だった。

　あのときの華か撫なでさんは、小悪魔みたいなコスプレをしていつもより様子がヘンだった。

　コスプレのせいかもしれない。事実、今日屋敷ですれ違った華撫さんは、軽く僕を睨にらんだものの、いつもどおりの態度だったんだ。

　でも、みんなの前だから隠してるだけかもしれないし……。

「孝こう一いちくん……孝一くんってば！」

　考えこんでいた僕は、萌もえ花かさんの声でハッと我に返った。

「どうしたのよ。今朝からなんか様子がおかしいわよ。何を考えこんでるの？」

「えっ、あ、いや、し、小説のアイディアを練ってるんだよ！」

「ふーん……」

　萌花さんは目を細めて、じっと僕の顔を覗のぞきこんだ。

「ねぇ孝一くん。どうして急に、こんな激しい『萌もえ』を書けるようになったのかな」

「ど、どうしてって、そりゃ、一生懸命考えたからじゃないか」

「今まであんなに『萌え』にうとかった孝一くんが、ねぇ」

　萌花さんは推理する探偵みたいにあごに手を当て、じーっと僕の顔を見た。

「アヤシイ。孝一くん、何か隠し事してるでしょ」

「か、隠し事なんてしてないよ」

「嘘うそ。正直に言いなさい！　どこで女の子の足を舐なめるなんて『萌え』を知ったの!?」

「どこでもないよ。ぼ、僕、ずっと前から、その、女の子の足、舐めたかったんだ！」

「………………」

　萌花さんが言葉を失った。

　……僕って、どうしてヘンな嘘をついちゃうんだろう……。

「あ、そう。そうなんだ」

　萌花さんはなぜかちょっと顔を赤くしながらうなずいた。

「ねぇ孝一くん。ちょっとそこに座って」

　萌花さんが床を指さす。なんだろう。

　僕は戸と惑まどいながら、言われたとおり椅い子すから立ち上がって床に正座した。

　それから萌花さんも僕の前にちょこんと座り、はいていたソックスを脱ぎ捨てる。

　ジーンズの右足の裾すそを膝ひざまで巻き上げる。

「も、萌花さん……？　何、やってるの……？」

　なんかイヤーな予感がした。

　萌花さんは裸足はだしになった右足を上げ、僕のすぐ鼻先に突き出す。

　華撫さんの足がスラッとした足なら、萌花さんの足は、かわいらしい足。

　ちょっと軽けい蔑べつするような目つきで、萌花さんが僕を見る。

「舐めれば？」

「なっ、舐なめればって……」

「舐めたいんでしょ？　女の子の足。じゃあ……舐めさせてあげるから」

「だ、だ、だって……！」

　つばきを飲みこみながら、萌もえ花かさんの足を直視した。

　胸がドキドキする。萌花さんの足は、華か撫なでさんのみたいに怖くない。踏みつけられて痛めつけようって気配のしない足。

　ちょっと、触れてみたい。肌がすべすべして心地よさそうで……。

　でも……僕は萌花さんと、そういうことがしたいのかな……。

　戸と惑まどってると、萌花さんは不機嫌な顔をした。

「あら、わたしの足なんか、舐めたくないのかしら」

「そうじゃないよっ！　僕は、萌花さんとそんな関係じゃなくて……もっと……」

「もっと……何……？」

「う……」

　なんだろう。心がもやもやして、うまく言えない。

「それじゃ、ま・さ・か、足を舐めたかっただなんて嘘うそをついた、わけじゃないわよね～」

　僕はがっくりうなだれて……

「そ、その、あれは華撫さんが……」

　華撫さんの名前を出したとたん、萌花さんの目が一気に険しくなった。

　聞きたくもない敵の名前を聞いたかのように、僕を睨にらみつける。

「華撫さんが、何っ!?　何をされたのっ!?」

　ま、まずい。華撫さんの趣味は、秘密なんだ。

「か、華撫さんが、こんなのどうかしらって、アイディア出してくれただけなんだよ！」

「アイディア、ねぇ……。じゃあなんでその程度のこと、嘘ついてまで隠すのかしら？」

「そ、それは……秘密にしててって、言われたから……」

「どうして秘密にしなきゃなんないの!?」

「だ、だって、あんなこと、言えるわけないじゃないか！」

　ダメだ、うまくごまかせない。

　だんだん萌花さんの目がつり上がってくる。

「孝こう一いちくん――まさか、華撫さんの足を……」

　萌花さんの全身が、怒りに震えていた。



「待ってよ！　萌花さんっ！」

　僕は何度も叫びながら、廊下を大おお股またで歩く萌花さんを追いかけた。

　夜で廊下は薄暗く、メイドさんの姿も見当たらない。

「だ、ダメだってば！　また華か撫なでさんとケンカなんて！」

「ケンカなんてしないわ！　確認するだけよ。孝こう一いちくんと何があったのかをね！」

「だ、だから、それは『萌もえ』のアイディアを……」

「どうして華撫さんがそんなアイディア持ってるのよ」

「う……そ、それは秘密にしてって言われて……」

「なんで秘密？　孝一くんと華撫さん、そんな秘密を共有する仲なの!?」

「別に、仲っていうか……」

「わたしは孝一くんの担当編集者よ。アイディアの出所くらい、知ったっていいでしょ」

　――萌もえ花かさん、どうしてこんなに怒ってるんだろう……。

　萌花さんと華撫さんって、初めて会ったときからずっと犬猿の仲みたいだけど……。

　なんか、今の萌花さんの態度は、もっと別のところに理由がある気がする。

　担当編集者だからって、僕と華撫さんが秘密を持ってたら気に入らないのかなぁ……。

　とうとう華撫さんのプライベート・ルームの前に来てしまった。この時間なら華撫さんも部屋にいるはずだ。

　萌花さんは扉の取っ手に手をかけると、力いっぱい引いた。

「華撫さんっ！　お話があるの！」

　華撫さんは部屋でくつろいでいたらしい。――幸い、コスプレ姿じゃなかったけど。

「な、なんですの!?　この部屋はわたくしのプライベート・ルームです！　勝手な侵入は許しませんよ！」

「ちょっとお話が聞きたいだけ。昨日の夜、孝一くんに、何を教えたのかしら？」

　華撫さんは立ち上がって、僕と萌花さんの顔を交互に見た。

　明らかに怒っている萌花さんと、おろおろしてる僕。

　はは～ん、と鼻で笑って、ニヤリと笑みを浮かべた。

「昨夜のことは、わたくしと孝一さんの間だけのひ・み・つ、ですわ」

「なっ、どうしてよっ！」

「どうしてって、秘密だから秘密なんですの。ね～え、孝一さんっ。とっても気持ちよかったですわぁ～。あんなにゾクゾクしたの、初めてですぅ～」

　僕に向かってにっこり笑いかける。気持ちよかったって、僕、なんにも……。

　明らかに挑発する態度に、萌花さんの握にぎり拳こぶしが震え始めた。ゴゴゴ……と背中から黒いオーラを発しながら振り返る。

「孝一くん。あとでよぉ～くお話聞かせてもらうから」

　……怖い。ドスの効いた声が怖い。

「三流木みつるぎさん、どうしてそんなに、わたくしと孝一さんの仲が気になるのかしら。嫉しつ妬とは見苦しいですわよ」

「なっ!!」

　萌もえ花かさんは顔を真まっ赤かにして絶句した。

　嫉しつ妬と……？　どうして、萌花さんが嫉妬……？

「ちっ、違うっ、違うわよっ！　わ、わたしは孝こう一いちくんの担当編集者として、ヘンな入れ知恵する人が許せないの！」

「あら、担当編集者だなんて程度の絆きずななら、わたくしたちの秘密をお教えするわけにはいきませんわ。だって、わたくしと孝一さんの間には『愛』が芽生えたんですもの」

『愛』って、あの「足を舐なめなさい」っていうのが『愛』なの!?

「こ……孝一……くん……」

「し、知らない、知らないっ！」

　――だけどいくら否定しても、昨日華か撫なでさんに足を舐めさせられそうになったことは本当だ。あんな情けない姿、萌花さんに知られたくない……。

「いいわっ。だったら、何があったか調べてあげるからっ！」

　萌花さんは必死の形相で室内を見回した。昨夜起きたことの手がかりを捜そうとするように。――と、萌花さんの視線が本棚で止まる。

　ま、まずい！　もし華撫さんのコスプレ衣装が見つかったら、昨日のことがバレちゃうかもしれない……！

「も、萌花さんっ！　もう済んだでしょ!?　そろそろ戻ろうよ！」

「へえぇ……。何よ、怪あやしい態度して。本棚に、何か隠してるのね」

　ニヤリと笑みを浮かべ、萌花さんは僕を押しのけ、本棚に歩こうとする。

　さすがに華撫さんも少し、顔を青ざめさせた。衣装だけじゃなく、本棚には華撫さんが人には知られたくない本が並んでるんだ。

「人の部屋を物色しないでくださいまし！　さもないと、屋敷から追い出しますよ！」

「追い出すなら追い出しなさいよ！　ただし、孝一くんも一緒よ！」

　萌花さんは本棚の前に駆け寄った。サッと本棚に並んだ本の一冊をつかんで手に取る。

「も、萌花さん、それは……！」

　萌花さんは本の表紙を見つめ――はぁ？って顔で眉まゆをひそめた。

「『ビシバ死コアクマさまっ』……？」

「ひいぃ、か、返しなさいっ!!　わたくしがなんの本を読もうと勝手です！　誰だれかぁ！　誰かわたくしをお助けあそばせ!?」

　華撫さんが叫びながら、両手で萌花さんの腰を抱え本棚から引き離そうとする。

　廊下の向こうから何人もの駆け寄る足音が聞こえた。

「ちょっと離してよっ！　――まさか秘密って、これのこと？　この本持ってるってだけのこと、必死に隠してたの？」

　意外なほど平然とした様子の萌もえ花かさんだ。

「じゃあ、孝こう一いちくんが教えてもらったアイディアってのも、本の内容から……」

「そ、そうなんだ。僕、たまたま華か撫なでさんが本買ってるとこ見ちゃってさ。それで、こういう本買ってるって知られたら恥ずかしいって言うから秘密にして……」

　ちょっと違うけど、僕はそう言い訳した。

　萌花さんはすっかり怒りが収まった顔で、つかみかかっている華撫さんを見た。

「ごめんなさい。わたし、誤解してたみたい。てっきり華撫さんと孝一くんが……」

　そのとき、廊下で叫び声が起きた。

「どうしました、華撫お嬢さま!?」

　華撫さんの叫び声で駆けつけた数人のメイドさんたちが目を丸くした。華撫さんが、萌花さんの腰を抱えたままの格好だったんだ。

「か、華撫お嬢さまの危機!!」

　華撫さんが慌あわてて萌花さんから離れる。

「ち、違いますのよ！　こ、これはなんでも……」

　言い終わるより早く、サッと人影が萌花さんの背後に回りこんだ。

「うぐっ!?」

　メイドさんの一人が、萌花さんを羽は交がい締じめにしたんだ。

　衝撃で、萌花さんが持っていた『ビシバ死コアクマさまっ』が投げ出される。

「ひっ!!」

　青ざめる華撫さんをよそに、カーペットの上を転がって……

　部屋の入り口に集まっていたメイドさんたちの前で止まった。

　メイドさんたちが呆ぼう然ぜんと、床の本を見つめる。

「か、華撫お嬢さま……この本はいったい……」

　と、メイドさんたちの中から一人が前に進み出る。

「時任ときとうどの、ウロチョロするなと言ったではないか。――ん？　なんだこの本は」

　……風かざ見み鶏どりさんが本を拾い上げた。

　表紙を見つめ、次第に全身をわなわなと震わせる。

「なっ……こ、これは、な、なんと禍々しきも、ももも、も、『萌もえ』のオーラ……」

　本を持つ手が震え、歯ぎしりした。

「感じる……この部屋に、『萌え』がひそんでるッ！　ただならぬ数の忌いま々いましき『萌え』が隠れているッ!!」

　目を充血させて見回し、キッと本棚を睨にらみつけた。木刀を構え、ダッと駆け出す。

「そこかあああぁッ!!　斬きる斬るキル、全部まとめて叩たたっ斬きってやるぅーッ!!」

「お嬢さまをお守りなさいっ！」

　メイドさんたちが走り出した。飛びかかり、タックルし、スライディングし、風かざ見み鶏どりさんに向かって一斉に体当たりする。

「じゃまをするなぁーっ」

　風見鶏さんは走りながら、木刀をぶんっと振り回した。サッとメイドさんたちがジャンプして避よける。

　避けたメイドさんの一人が、萌もえ花かさんに激突した。

「きゃっ！」

　萌花さんは羽は交がい締じめにしたメイドさんともども吹き飛ばされ、床に打ちつけられる。

「萌花さん！　萌花さん、平気……？」

　僕は倒れた萌花さんのそばに駆け寄った。屈かがんで、上半身を抱え起こす。

「うぅ……。なんとか……」

　まずは風見鶏さんを止めないと……。僕は、なおも本棚に突き進む風見鶏さんを見た。

「冥めい土ど旋せん風ぷう脚きやく!!」

　メイドさんの回まわし蹴げりが風見鶏さんの背中に向けて放たれる。

「何をっ!!」

　風見鶏さんは振り返りざま、木刀を構えて受け止めた。

　しかし力に押されて後ろ向きに吹き飛ばされ、勢いよく本棚に激突する。

「くうっ！」

　背を打ちつけ、風見鶏さんが床に倒れた。ゴォンと本棚が揺れ、風見鶏さんの上に何冊かの本が、パラパラと落ちる。

　……と、ふいに部屋に静かな振動音が響き始めた。モーターの動くような音……。

「ひいっ、ま、まずいぃっ！」

　華か撫なでさんが引きつった悲鳴を上げる。

　そうだ！　この音、本棚を動かす……。

　気づいたときには遅かった。本棚はゆっくり確実にスライドし、後ろから……妖あやしく黒光りするコスプレ衣装が現れた。

　衣装だけじゃない。ハンガーには、何本ものムチもかけられている。

　今度こそメイドさんたちが呆ぼう然ぜんと立ちつくした。

「こ、この衣装は……。い、いったい、なんということでしょう……」

　主人のただならぬ趣味を目まの当あたりにして、すっかり戸と惑まどった顔をしている。

「ひ……ぅ……」

　華撫さんは真っ青になって全身をガタガタ震わせ、今にも泣き出しそうな顔だ。

「か、華撫お嬢さまが……」

　聞き覚えある、か細い声がした。メイドさんたちの中にいた、千ち紗ささんだ。

　千ち紗ささんは額に手を当て頭をふらつかせ――バタンと卒倒した。

「く……」

　ふと、立ち上がろうとした萌もえ花かさんがうめいた。

「萌花さん!?　どこか痛いの？」

「膝ひざ、すりむいちゃった……」

　萌花さんがジーンズの裾すそを上げる。

　見ると、萌花さんの右足の膝が切れている。赤い血の筋が滲にじんでいた。

「すぐ消毒しないと……」

　救急箱を……と思って周りを見回しても、メイドさんたちは千ち紗ささんを介抱していて、それどころじゃなさそうだ。

　しょうがない、こうなったら……。

　僕はそっと萌花さんの右足を抱え、ケガした場所をそっと舐なめた。

「ひゃっ」

　萌花さんの体がぴくんと震え、小さな悲鳴を上げる。

「こ、孝こう一いちくん……。今の……。わたしの足、舐め……」

「えっ？　いや、そういう意味じゃなくって！　ただ、萌花さんの足のケガを……」

「あなたたちっ！　何をやってますのっ!?」

　突然叫ばれて、僕と萌花さんは振り返った。

　華か撫なでさんが、全身をわなわなと震わせて僕たちを見下ろしている。

「か、華撫さん……？　僕は別に何も……」

「わ、わたくしの命令は断っておきながら、その女には……」

　華撫さんは萌花さんを指さし、メイドさんたちに向かって叫んだ。

「こっ、この者の陰謀ですっ！　この部屋の本も服も、この者たちが部屋に忍びこんで置いたのです！」

　――えっ。突然の表明に、僕も萌花さんも呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「な、何を言ってるのよ。なんでわたしたちがそんなこと……」

　華撫さんがキッと僕たちを睨にらみつける。

「わたくしの弱みを捏ねつ造ぞうして脅迫し、自社の本を売るため二に刀とう販はんの流通を支配するつもりなのですわ！　そんなことで本が売れると思っているのですか!?　このような浅はかな暴虐、断じて許してはなりませんっ！」



　　　　☆



　次の日の朝。僕は落ち着かない気分で目覚めた。

　昨晩は屋敷を追い出されずに済んだけど、華か撫なでさん、かなり怒ってたからなぁ。今日こそ追い出されてしまうかもしれない。

　着替えて机の上を見ると、ちょっとした違和感があった。置いてあるノートパソコンの位置が、微妙にずれてる気がする。

　ノートパソコンを開くと……たちまちウィーンとハードディスクの振動音が聞こえ、ウィンドウズの画面が表示された。スタンバイ・モードになっていたんだ。

　おかしい……。寝る前に電源を切ったはずなのに。寝てる間に誰だれかがパソコンを操作して、電源を切り忘れたんだ。萌もえ花かさんが原稿をチェックしたのかな？

　昨日、寝る前に書いた原稿を思い返す。

　操られたミライちゃんによる悪魔のごとき誘惑を、シロウは押しのける。するとミライちゃんを操っていた宇宙生命体が正体を現すんだ。宇宙生命体は『メトロ』と名乗り、邪悪な笑みを浮かべる一人の少女となった。

　プロットではこの先、『メトロ』は地球に次々飛来する宇宙生命体とともに地球侵略を開始する。シロウはメトロの誘惑に苦しめられながらも、ミライちゃんとともに敵と戦う――というストーリーだ。

　敵が正体を現す重要な場面だから、萌花さんも早くチェックしたいだろうけど、無断で持ってくなんて今までなかったのになぁ。

　とにかく萌花さんに聞いてみよう。――そう思ったとき、部屋がノックされた。

「孝こう一いちくん！　孝一くん！」

　叫び声がする。扉を開けると、萌花さんが立っていた。

「萌花さん、おはよう。――どうしたの、慌あわてた顔して」

　萌花さんは走ってきたのか、息を切らせている。少し顔が青ざめていた。

「さっき、会社に電話かけたの。――ほら、華撫さん怒ってたでしょ。わたしたちが華撫さんを脅迫しようだなんてめちゃくちゃ言って……。なんか胸騒ぎがして、お父さんに電話したのよ。そしたら……」

　萌花さんは一度言葉を切って、吐き出すように言った。

「今朝から、二に刀とう販はんにある三流木みつるぎ出版の口座が凍結されてるって……」

「口座が凍結……？　どういうこと？」

「出版取次は、本が売れたり返品されたりしたときの、お金の回収と支払いを代行してくれるの。だからわたしたちの口座が凍結されたってことは、本が売れてもお金がもらえなくなってしまうの。――言い換えれば、二刀販と三流木出版の取引が停止されたのよ」

　萌花さんの震える唇から、さらにこんな言葉が出た。

「これじゃ三流木出版は……あっという間につぶれちゃう……」

　そのとき、誰かが部屋に入ってくる足音がした。

「この程度でつぶれてしまうとは、小さな会社は大変ですわねぇ」

　振り返ると、華か撫なでさんが立っていた。

「こんなことしたの、あなたでしょっ!?　何がしたいの!?　今すぐ元に戻してよっ！」

　萌もえ花かさんが真まっ赤かな顔で怒ど鳴なった。

「わたくしは最初から言ってるはずですわ。将来、売れる本だけを取り扱うシステムを作ると。これはその第一歩に過ぎません。――ですがここは一つ、優しいわたくしがチャンスを差しあげましょう」

「チャンスって何よ？」

「孝こう一いちさん。いいえ、時任ときとう零れい路じさん。書きかけの原稿、拝読させていただきました」

　勝手にパソコンを操作したのは華撫さんだったのか。

「イマイチ面白みに欠けます。これではたとえ配本しても、また返本の山。――そこで考えましたの。この小説をもっともっと売れるようにするアイディアを」

「アイディア？」

「この、メインヒロインのミライちゃん、わたくしはどうも好きになれません。純情でまっすぐで優しくて――。ありきたりのヒロインですわ。それに対し、敵として登場する『メトロ』。彼女は実に魅力的です。キッチュで小悪魔のようで……彼女のセリフを読むたび、ゾクゾクしてしまいますわ」

　華撫さんが『メトロ』を気に入るわけは、なんとなくわかった。

　たぶん『メトロ』のキャラクターには、華撫さんの性格が少なからず反映されているんだ。――別に意識して書いたわけじゃない。でも、そうなってしまうほど、華撫さんは僕に強いインパクトを与えたんだ。

「そこで提案なのです。――この小説のメインヒロインを『メトロ』にしてくださいませ。シロウはミライちゃんと別れ、メトロと恋に落ちるのです。そのような小説でしたらさぞかし面白くなって、たくさん売れるでしょう。ぜひ多くの書店に配本したいですわ」

「何言ってるのよ！　孝一くん、こんなバカげた話、聞くことない！」

　僕だって、こんな理不尽な形で小説を歪ゆがめられたくない。

　シロウとミライちゃんを別れさせろだなんて、あんまりだ。

　だけど……このままじゃ三流木みつるぎ出版が――萌花さんが……。

　僕は頭を抱えて悩み……押し出すような声で言った。

「……書くよ。――華撫さんの言うとおりの展開で、小説を……書くよ……」



    

  
    
      



    

  
    
      


　華か撫なでさんに言われた日から、僕は『銀河サイキック少女　ミライちゃん』二巻の内容を、大幅に変更して書き続けることになった。

　書き進めて三日目。月が変わって八月になった。原稿はなかなか進んでいない。

　シロウは新キャラクターである『メトロ』の魅力に気づき、今まであんなに好きだったミライちゃんのことをあっさり忘れてしまう。シロウは地球の命運よりも、残酷であるはずの宇宙生命体に心底から恋してしまうんだ。

　こんな展開、書いてて辛つらい。

　せめて失恋するミライちゃんの心情だけでも書いてあげよう。

　――ところが、そんな原稿も華撫さんによってボツにされてしまうんだ。

『ミライちゃんのことなんか書かなくていいんです。もっと、メトロちゃんの魅力をたっぷり描写してくださいませ』

　華撫さんはそんなふうに言うんだ。

「――孝こう一いちくん、大丈夫？　疲れた顔してるわよ」

　僕の泊まる部屋に来て、萌もえ花かさんは心配そうな顔をした。

「そんなに無理しないで。こんなにされてまで、孝一くんが小説を書く理由なんてないんだから。――別荘ももう修理されたし、電話も開通してもらったわ。これ以上、華撫さんの屋敷でお世話になる必要もない。帰りましょ」

「でもこのままじゃ、三流木みつるぎ出版がつぶれちゃうんでしょ……？」

　そのとき、コンコンと静かに扉をノックする音がした。

　華撫さんかと思って、ハッと振り返る。

「あの……。よろしいでしょうか」

　扉の向こうから聞こえた声は、メイドの千ち紗ささんのものだ。

「千紗さん？　うん、入っていいよ」

　珍しく一人の千紗さんは、部屋に入って扉を閉めると、僕たちの顔を不安そうに見た。

「どうかしたの……？」

　何か言いたそうにしている千紗さんに、萌花さんが聞く。

「あの……、華撫お嬢さまの部屋にあった本や衣装、本当にお二人が侵入して運び込んだのでしょうか？　わたしには、どうしても信じられなくて……」

「僕たちを信じてくれるの？　でもあのとき千紗さん、ショックで倒れたのに……」

「い、いえ、ショックというか、その、驚いただけですから……」

　千紗さんは真まっ赤かな顔で手を振った。

　とにかく千紗さんは、本や衣装が、本当は華撫さんのものだって気づいてるみたいだ。

「ねぇ千ち紗ささん、あなたから、メイドさんたちに事情を話してもらえないかしら？　そうすれば三流木みつるぎ出版との取引だって再開してもらえると思うんだけど……」

「そうだね。華か撫なでさんも言ってたんだ。ここのメイドさんたち、必ずしも華撫さんの言うことをなんでも聞くわけじゃないって。――千紗さん、どうかな」

　しかし千紗さんは、小さく首を横に振った。

「先輩たちはすっかり華撫お嬢さまの話を信じてしまってるんです。お嬢さまがあんな趣味を持ってるはずないって……。わたしのような新米メイドがいくら言っても、お嬢さまを侮辱するのかと怒られるだけです」

「じゃあ……やっぱり華撫さんの言うことを聞くしかないのかな……」

　僕と萌もえ花かさんは、やるせないため息をついた。

「い、いえっ！　このまま、お二人の出版社がつぶれるなんてありえません！　二に刀とう販はんは何千人もの社員がいる、大きな会社です。いくら華撫お嬢さまでも、独断で動かせるような組織じゃないんです。たとえ一時的に取引停止しても、不当な停止と判明すればすぐ正常に戻ります。わたしたちを信じてください！」

　千紗さんは両手を握りしめ、身を乗り出して力説した。

　聞いて、少しずつ萌花さんの顔に笑顔が戻る。

「そう……そうよね！　なんだ、ビクビクして損しちゃったわ！　千紗さん、ありがとう。三流木みつるぎ出版は大丈夫だって、わたしたちに伝えにきてくれたのね」

　千紗さんはうなずいたのち、またちょっと不安そうにうつむいた。

「実はわたし、華撫お嬢さまのことが心配になってしまいまして……」

「心配？　どういうことかしら」

「わたしたちは出版物の内容に、干渉なんてしないんです。華撫お嬢さまもよくご承知のはずなのですが……今のお嬢さまは、そんな立場を踏み越えようとしておられて……。わたしは華撫お嬢さまに、これ以上誤ったことをしてほしくないんです」

「きっと華撫さんは、わたしたちに『勝った』証あかしが欲しいんだわ。華撫さんも取引停止なんて暴挙がいつまでも続けられないこと、わかってるのよ。だからわたしたちを脅かして、小説の内容をねじ曲げようとしてるんだわ」

「僕の小説のストーリーを変えることが、『勝った』証になるの？」

「――これはわたしの直感だけど、華撫さんは見せつけたいのよ。自分の気持ちを『メトロ』に重ね合わせて」

　ふと、萌花さんが声をひそめた。

「華撫さんって、たぶん孝こう一いちくんのこと……」

　言って、そのまま黙ってしまう。

「えっ、僕のことが、何？」

「ごめん、なんでもない。忘れて。――とにかく！　話は簡単なのよ。孝こう一いちくんは華か撫なでさんの要求なんか聞かなくていいの。突っぱねてれば、すぐ取引も再開されるわ」

「だけどさ、萌もえ花かさん。今でも三流木みつるぎ出版ってつぶれちゃいそうなんでしょ？　再開されるまでに経営状態が悪化することはないの？」

「それは……わたしたちが考えることだから心配しないで。もし再開が遅ければ、二刀社長に直訴すればいい。必ず話を聞いてくれるはずよ」

　ちょっと不安そうな表情を残しつつ、萌花さんは胸をドンと叩たたいた。

　萌花さんがそこまで言うんなら……僕はこのまま何も心配せず、予定どおりの小説を書いていればいい。そういうことなんだろうな。

　――でも僕は、胸のうちにスッキリしないものを感じたんだ。

「いや……やっぱりそれじゃあ、なんの解決にもならないよ」

「孝一くん、どうしてよ!?」

「華撫さん、将来は二に刀とう販はんの社長になるかもしれないんでしょう？　そのときまで僕たちのこと覚えてたら……。社長ともなれば、会社を動かすこともできるかもしれない」

「そんなの、まだ先の話でしょ。華撫さんが社長になったとき、わたしたちが売れる本を作ってれば、決して無視できないわよ！」

　萌花さんの言うことは、正論だって思った。僕たちは本が売れることを目指してるんだし、売れる本なら、華撫さんが僕たちをどう思おうと、取り扱わない理由はない。

　だけど、何かが違う気がするんだ。

「もし、ずっと売れないままだったらどうするの？　それに僕たちが売れたとしても、他ほかにもたくさんの出版社がある。売れない本だってたくさんあるはず。――華撫さん、社長になったら、売れない本は排除するって言ってるんだ。問題を先送りするだけだよ」

「そうだけど……」

　萌花さんは口をつぐんでしまった。

　僕はもう一度、千ち紗ささんのほうを向いた。

「ねぇ、華撫さんって、どうしてあんなに『売れる本』にこだわるんだろう？　そりゃ、売れないより売れたほうがいいに決まってるのは、僕もわかるよ。だけど、お父さんを批判してまで、どうして……」

　すると、千紗さんはちょっとうつむきながら話し始めた。

「この春、華撫お嬢さまがライトノベルの配本を担当されるようになった直後のことなのですが……。ある人気作家の期待された新シリーズが、売り上げが伸びず、予想を大きく上回る高い返本率を出してしまったんです。版元や書店など業界からも失望の声が聞こえ、作家さんもショックを受けられたのか、予定されていた続刊が中断してしまいました。お嬢さまは自分の配本が悪かったせいじゃないかって、ずいぶん悩まれまして……」

「え、売れなかったのって、ほんとに華か撫なでさんが原因なの？」

「お嬢さまが不慣れだった面も確かにあります。しかしあとから分析すれば、売れ行きが思わしくなかった理由は、小説のテーマが良質ながらも地味で目立ちにくいものだったり、値段も標準よりやや高めに設定されていたり、そもそも作家さんの前作の人気から業界が過剰に期待しすぎただけだったりと、様々な要因によるもので、決してお嬢さま一人の責任ではないのです。ですがそんな事実が逆に、お嬢さまが『売れない本』を目の仇かたきにするきっかけを作ってしまったんです。次第にお嬢さまは『売れない本を配本するなどムダなだけ』と考えるようになっていきました。幸い、小説は最近になって続刊再開の見通しが立ったそうなのですが、お嬢さまの考えは変わることなく……」

　千ち紗ささんは思い出すように、小さくため息をついた。

「あのとき、本がもっと売れるアイディアをみんなで出し合えれば、お嬢さまも今とは違う考えになっていたと思うのですが……。残念ながら、わたしもメイドとして働き始めたばかりでそこまで頭が回らなくて……」

　華撫さん、そんな悩みを持ったことがあったんだ……。

「千紗！　千紗、どこにおりますの!?」

　廊下から、華撫さんの声がした。

　千紗さんがビクッと背筋を伸ばす。

「で、では、わたしはこれで失礼しますっ」

　僕たちに一礼すると、慌あわてて部屋から出ていく。

　千紗さんがパタパタ廊下を走っていく音と入れ替わりに、別の足音が近づいてきた。

　また部屋の扉が開いて、今度は輪りん廻ね姫ひめさんが入ってくる。

「ぬ～。なんだあの女は～。何度も何度も描き直しさせるぞ～」

　口にシャープペンをくわえ、ほとほと困り果てた顔だ。

「いったいどうしたのよ？」

「『メトロ』の顔をだな、気にくわないと言って何度もデザインをやり直させるのだ」

　輪廻姫さんはプリントアウトしたイラストを見せた。

　宇宙生命体『メトロ』のキャラクターデザイン。最初の打ち合わせでは薄緑色の肌をした少女だったけど、いつの間にか美しい肌色をしている。涼しげな目元に整った鼻筋。縦巻きロールの髪型。ミライちゃんよりよほど美人に描かれている。

「ていうかこのイラスト、華撫さんにそっくりだよね」

「華撫さんをさらに美化した感じだわ」

「ぬ～、これでもまだ細部が不満だとぬかすのだぞ。しかも表紙イラストまでこのキャラにしろって言い出しとる。まったく、ヤギの皮を被った狼のような女だ！」

「……輪廻姫さん、『羊の皮を被った狼』って言いたいのよね」



　　　　☆



　夕方、僕は一人、華か撫なでさんの部屋に向かった。

　その日、ずっと考えていたんだ。やっぱりこんな調子じゃ、小説なんて書けない。だから華撫さんにはっきり伝えようって。

　萌もえ花かさんに黙って来たのは、もし一緒に来たら、またケンカになりそうだったから。

　プライベート・ルームの前に立ち、大きな扉をノックした。

「華撫さん」

　呼んでしばらく待つと、カチャッと扉が開く。華撫さんが顔を出した。

「どうなさいましたの？　小説が書き上がったのかしら」

「書き上がったわけじゃないけど……相談があって」

「アイディアが欲しいのでしたら、一緒に考えてあげますわよ」

　華撫さんは僕を部屋に招き入れてくれた。

　窓から夕ゆう陽ひが射しこんで、室内を赤く染めている。

　ふと見回すと、本棚にあった本がごっそりなくなって、閑散としていた。開いた書棚の奥にあるクローゼットも空になっている。

「あれ？　本やコスプレ衣装はどうしたの？」

「処分していただきましたわ。わたくしの弱みとなるものは、すべて取り払わねば」

　華撫さん、あんなに好きそうだったのに。なんかちょっと悲しい気がする。

「それで？　わたくしに相談とは、どのようなことですか？」

　僕と華撫さんは向かい合って床に座った。

「うん……。小説、今のままじゃ書けない。『メトロ』をメインヒロインにしろだなんて、僕にはできない」

　きっぱりと言った。

「お願いだ！　僕、もっと売れるような小説書く努力するから、売れない本なんか取り扱うだけムダだなんて考えないで！　萌花さんや輪りん廻ね姫ひめさんを苦しめないで！」

「相談って、そんなことですの。――口でならなんとでも言えますわ」

「努力で足りないなら、僕、華撫さんの言うこと聞く。華撫さんの趣味につき合うよ。華撫さんがこんなことするのって、そもそも僕が原因なんだ。僕が、華撫さんの約束を破ったから……」

「……そうですか。わたくしの言うことをなんでも聞く。本当ですね？」

「う、うん……」

「はっきり『華撫お嬢さまの言いなりになります』とおっしゃってください」

「う……」

　僕は両手の拳こぶしを握りしめ……

「か、華か撫なでさんの言いなりに……なりま……す……」

「……まぁいいですわ。それじゃあ手始めに――」

　華撫さんは舌なめずりするような顔で僕を見て――

　バンと部屋の扉が開かれた。

「待って！」

　萌もえ花かさんだった。

「なんですか、あなた？　三流木みつるぎ出版のことでしたら、あとで口座の凍結を解除して差しあげますわよ。孝こう一いちさんが、わたくしの言いなりになると約束してくれましたから」

　華撫さんは勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

「孝一くん！　わたしたちのために、孝一くんが犠牲になる必要ないわ」

　萌花さんはつかつかと部屋の中に入ってきて、華撫さんのすぐ前に立つ。

　そして……萌花さんはひざまずくように座りこんだ。

「お願いっ！　もう、孝一くんを苦しめるの、やめて！　わたしが謝る、謝るから！　華撫さんを怒ど鳴なったことも、みんな、謝るから！」

　両手を床につき、まるで土下座でもするような勢いで、萌花さんは叫んだ。

「萌花さん……。僕のために……」

　しかし華撫さんは冷たい顔のままだ。

「どうしてそこまで孝一さんをかばうのですか？　担当編集だからですか？」

「――待ってる人が、いるから」

　萌花さんはぽつりと答えた。

「『ミライちゃん』の二巻を楽しみに待ってる読者がいるから！　だから孝一くんに……ちゃんと、書かせて。わたしたちの本も売れるようにして……お願い……」

　言葉の最後は、嗚お咽えつが交じって消え入りそうだった。

「本当にそんな読者がいるのかしらねぇ。あなたの勝手な思い込みではなくて？」

「思い込みなんかじゃない！　千部ちょっととはいえ売れてるのよ！　それだけ読んでくれた人がいるのよ！」

「その程度の部数でしたら、通信販売で直販でもすればよろしくってよ。わざわざ二に刀とう販はんの流通を利用する必要もありませんわ」

「何言ってんの！　本を買ってくれた読者の多くは、二刀販を通じて仕入れた書店で購入したのよ！　華撫さんだって、待っている読者に対しての責任があるでしょ!?」

「責任というなら、わたくしは書店に対する責任もあります。『ミライちゃん』、ずいぶんな返本率ですわね。あなたがたの売れない本が書店のお荷物になっていることは事実。そんな本を取り扱う理由があって？」

　――お荷物。

　言われて、萌もえ花かさんは黙りこんだ。

　次々に返本される事実を突きつけられたら、僕たちには何も反論できない。

「そんな、そんなことない。わたしたちの本、お荷物なんかじゃ、ない」

　萌花さんは唇を噛かみしめ、震えそうな声でつぶやいた。

「そこまでおっしゃるなら、いいですわ、お荷物ではないと証明してごらんなさい」

「どうやって証明するのよ」

　面白いことを思いついた、という顔で、華か撫なでさんはニッと笑った。

「――返本率〇ゼロパーセントを見せてくださいますか？」

「〇パーセント？」

「配本した『ミライちゃん』の返本率が〇パーセントを達成すれば、お荷物でないと認めますわ。もちろん将来的に返本される可能性もない、純粋な〇パーセントです」

「一冊残らず完売ってことじゃない。不可能に決まってるでしょ？　そもそも、多少の返本があることを考慮しての委託販売なのよ」

「全書店合計でなどとは言いません。二に刀とう販はんと取引する書店で、一店でも達成すれば認めます。返本率〇パーセント――すなわち、本が品切れた書店があると証明するのです」

「それだってムチャよ！　品切れなんて……」

「三冊、ですわ」

　華撫さんが三本指を立てた。

「どうせ十冊も二十冊も売れた書店などないでしょうから、三冊以上入荷して品切れになった店があれば、あなたがたの主張を認めます。『ミライちゃん』がお荷物でない書店があるなら、わたくしも配本する理由がありますもの。――どうですか？　たった三冊。それすら品切れできないようでは、わたくしに配本を頼むなど、百億年早くってよ」

　僕の本が、品切れた書店。僕の本がお荷物でないことの証明。

「三冊……。そのくらいなら……売り切れてるかしら……」

　萌花さんはうなだれるように頭を下げていた。華撫さんの仕掛けた勝負に勝てる見込みを考えているようだ。

　僕は立ち上がり――

「証明してみせるよ」

「こ、孝こう一いちくん！　そんなこと言って、もしできなかったら……」

「自分の本を信じてみたいんだ。僕の本だって、三冊売れたお店もあるはずだ、って」

　萌花さんは僕を見つめ、小さくうなずいた。

「……そうね。必ず、見せてあげましょう。『ミライちゃん』が売り切れた書店をね」
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　僕と萌もえ花かさんと華か撫なでさんは、屋敷の一階にある大広間に集まった。

　テーブルを囲んでソファに座る。輪りん廻ね姫ひめさんも来て、隣のソファに座っている。

　ワッフルまで部屋にいて、のんびりした顔であくびしていた。

　萌花さんはさっきから、三流木みつるぎ出版に電話をかけている。

「なぁなぁ時任ときとうどの。いったい何が始まるというのだ」

　メイド服姿の風かざ見み鶏どりさんが、テーブルを覗のぞきこみながら聞いてきた。

「僕の本が売り切れたお店があるか、確認するんだよ」

「ほぉ。……よくわからんが、出版業というのは妙なことをするのだな」

「ほら、こないだ華撫さんを怒らせちゃったじゃない」

「む。わ、わたしのせいじゃないぞっ。あのようなも、も、『萌もえ』が悪いのだッ」

「風見鶏さんの責任なんかじゃないよ。元はと言えば、僕に原因があるんだ。――それで僕の本が売り切れてれば、許してもらえるんだよ」

「売り切れてなかったらどうするのだ？」

「――僕たちは、華撫さんの言うことを聞かなきゃならない」

　風見鶏さんはキッと華撫さんを睨にらみつけた。

「まったく、なんという女だ！　これだから成金は……。いいか時任どの！　わたしも応援しているぞ！　時任どのがどのような小説を書いてるのか知らぬが、バンバン飛ぶように売れてるところを見せつけてやれ！」

「う、うん。ありがとう。大丈夫。三冊、売り切れてればいいんだ。なんとかなる」

　風見鶏さん、僕の小説の内容って知らないんだ。ずっと小説家だってこと黙ってたから、無理もないけど。

　僕の書いてるのがエッチな小説だって知られたら……。

　急に、応援してくれてるはずの風見鶏さんが恐ろしくなって、僕は一人で震えた。

　話が終わったらしく、萌花さんが受話器を置いた。

「萌花さん、会社ではなんて言ってた？　僕の本が三冊以上売り切れたお店って……」

「営業の小川さんに電話して聞いたんだけど……現時点では条件に当てはまる店舗はわからないって。ネット書店でも売り切れた様子はないし……。――二に刀とう販はんのＰＯＳシステムなら、すぐに全国書店の売り上げが出せると思うけど……」

「社のシステムを業務以外で使わせるわけにはいきませんわ。ご自分たちの力で、証明してくださいな。――ま、武士の情けで電話と名簿くらいは貸してあげますから」

　テーブルの上には、一台の電話が置かれている。横には、ぶ厚い電話帳のような名簿が三冊。二に刀とう販はんと取引している、全国の書店の名簿らしい。

　各書店の、現時点での正確な売り上げデータがわからない以上、僕たちにできることは一軒一軒の本屋さんに電話して直接聞くことだけだ。

「では、始めてくださいな」

　華か撫なでさんの声で、大広間がシンと静まり返る。

　萌もえ花かさんは名簿の一冊を手に取り、表紙をめくった。中には、北海道から沖縄まで、全国一万店以上の書店の名前と住所、電話番号などがズラリと並んでいる。

「わたくしもヒマではありませんから。勝負ごとにおつき合いするのは、一時間が限度ですわ。一時間以内に、品切れ店を見つけ出してくださいまし」

「い、一時間って、短すぎるわよっ……」

「嫌なら、この話はなかったことにしてもいいのです。――たった三冊ですのよ？」

「ぐ……。わ、わかったわ。一時間ね……。ええと、入荷したはずのお店は……」

　萌花さんは名簿を睨にらみつけ、メモ用紙にお店の名前と電話番号を書き出し始めた。

『ミライちゃん』を入荷した書店のリストらしい。

　書き終わると、萌花さんは受話器を取った。同時に華撫さんが電話機のボタンを押す。

　電話本体のスピーカーから、ツーと回線の音が聞こえた。書店さんとの会話をみんなに聞こえるようにして、ごまかせなくされているんだ。

　プッシュホンを押す。トゥルルルル……電話のスピーカーから呼び出し音が流れた。

『毎度ありがとうございます！　コミック一番・新しん宿じゆく店です！』

　店員さんらしい、男の人の声。確か、新宿にある大きめのコミック専門店だ。

「三流木みつるぎ出版の三流木萌花と申します。販売担当者さまはいらっしゃいますでしょうか」

『少々お待ちください』

　トロイメライのオルゴールが流れ、しばらく待つ。

『お電話代わりました。販売担当の中なか島じまです』

　萌花さんは挨あい拶さつと自己紹介をして、突然の電話を詫わびた。

　しばらくの間、最近の景気がどうだとか、他た愛わいない世間話が続く。それから、萌花さんがようやく切り出した。

「……それで『ミライちゃん』の売れ行きをお教えいただければと思うのですが……どのような調子でしょうか？」

『ちょっと待ってくださいねー。ええと、ミライちゃん、ミライちゃんはっと……あぁー、ウチでは四冊ですねぇ』

　四冊！　三冊以上売れたんだ。僕は思わず身を乗り出した。

「えっ！　そ、それで、ご入荷いただいた部数は……」

『入荷は十五冊ですねぇ』

「そ、そうですか……。それでは、動きとしてはまだ……」

『そぉーですねぇー。ほら「愛らぶり～☆エンジェルス」の新刊と思いきりかぶったでしょ。それがちょっと痛かったですかねぇ。あ、一撃ファンタジー文庫さんといえば、聞いてます？　来年からですね……』

　担当者さんは話し好きなのか、業界話を始めた。萌もえ花かさんも話を合わせている。こっちから電話をかけておいて無む下げに電話を切るのも失礼なんだろう。

「どうもありがとうございました。また、今後もよろしくお願いいたします。それでは、失礼いたします」

　萌花さんが電話を切ったときには、時間は五分以上過ぎていた。

　――これじゃあ、何十件も電話するなんてできない。

　続いて萌花さんがかけた先は、大おお阪さかの本屋さんだった。コミック系の店でなく、一般書店らしい。僕の本の入荷は……一冊だけだった。これじゃ売れても条件を満たさない。

　休む間もなく、萌花さんは次のお店に電話をかける。ちょうど三冊配本されたものの、書棚に置ききれないため、すぐに返本されてしまったそうだ。

　結果を聞いているうちに、僕はこの勝負の恐ろしさに気づき始めた。

　三冊以上売れて品切れ。簡単そうで、意外と難しい。

『ミライちゃん』が三冊以上売れたお店は何軒かあった。



    

  
    
      



    

  
    
      　だけどそういうお店は大型書店か、コミック系書店でライトノベルに力を入れてる店だから、たいてい五冊以上入荷している。となると、無名な僕の本が品切れするのは難しい。

　一方、ちょっとしか入荷してない書店の場合、僕の本は目立つところに置かれなかったり、あるいはライトノベルが売れ筋じゃない店だったりする。一冊も売れてないことがほとんどで、よくても一冊売れただけだ。

　もちろん名簿の本屋さんをすべて当たれば、条件に合うお店はあるかもしれない。だけど、一時間っていう短い時間で見つけ出すことは、簡単なことじゃない。

　華か撫なでさんはそれを知っていたからこそ、こんな証明の条件を出したんだ。

　簡単そうな条件もクリアできず、僕たちに敗北感を味わわせるために。

　僕たちの本が、本当にお荷物なんだって見せつけようとして。

　だんだん焦り始めたのか、萌もえ花かさんの額に汗が浮かぶ。

　二十分を過ぎたころ、僕はふと思い立って提案した。

「華撫さん、もう一台、電話ないかな。僕も一緒に聞いてみる。二人で電話して回れば、それだけ多くの本屋さんに聞けるし」

「おぉ！　それはいい考えだぞレイジ！　姫も協力しようではないか！」

「よくわからんが、『ミライちゃん』とかいう本が売れた数を聞けばいいのだな。よし、わたしも手伝ってやる。こら成金娘、電話を寄こせ！」

　輪りん廻ね姫ひめさんと風かざ見み鶏どりさんが手を挙げてくれる。

「待って！　わたし一人でやる」

　しかし、止めたのは萌花さんだった。

「どうしてさ？　僕たちも手伝うよ」

「こっちの都合で、忙しい書店さんに電話するのよ。失礼のない対応しなきゃいけないの。みんな、そういうのできる？」

　言われてみれば、僕はビジネス用の電話作法なんて知らない。輪廻姫さんも風見鶏さんも同じだろう。――でも、僕はなおも萌花さんに頼んだんだ。

「……がんばって、礼儀正しくする。だから電話させて」

「わたしに任せてくれて、大丈夫だから」

「そうじゃなくて……なんて言うか、自分の耳で聞いてみたいんだ。僕の本のこと。お願い。三流木みつるぎ出版に迷惑かけないから」

　萌花さんは僕をじっと見つめた。

「わかった。携帯は圏外だっけ……。華撫さん。もっと電話用意してもらえるかしら」

　華撫さんは肩をすくめ、広間の隅からもう一台の電話機を持ってきてテーブルに置く。

「お貸しできるのは、あとはこの一台だけですわよ」

「ありがとう」

　僕は萌もえ花かさんの隣で、受話器を手に取った。

「孝こう一いちくん、手分けして電話しましょう」

　萌花さんはメモ用紙を見せた。十店以上のお店のリストが書かれた用紙が二枚。

「わたしは一枚目の書店さんにかけるから、孝一くんは二枚目からお願い」

「うん。わかった」

　萌花さんはすぐ、次のお店に電話をかけ始める。

　僕はメモ用紙を見つめ……東北地方の『閑かん閑かん堂どう書店』というお店の電話番号を押した。

　本屋さんに電話っていっても、今はお客さんじゃないんだ。指先が緊張で少し震えた。

　プルルル……と呼び出し音が鳴り、カチャッと電話が取られる。

『あー、もしもしー？』

　不機嫌そうなドスのきいた男の人の声。怖そうなおじさんの顔が思い浮かぶ。

　緊張が一気に高まって、心臓がドクドク鳴った。

　名乗ってくれない。間違えてかけちゃったんだろうか。

「あ、あの、ぼ、僕、三流木みつるぎ出版の……というか、ええと……」

　い、いけない。三流木出版に迷惑かけられないんだ。

『どちらー？』

「あの、その、と、時任ときとうっていいます。あ、あの『ミライちゃん』の売り上げを……」

『えーっ？　なんですかァ？』

「そ、その、『ミライちゃん』って本なんですけど、その、在庫を知りたくて……」

『在庫ー？　なんて本ですってー？』

「ぎ、『銀河サイキック少女　ミライちゃん』っていうんですけど……」

『あー、待ってくださいねー』

　しばらく、電話の向こうで書類か何かをがさごそかき回す音が聞こえた。

『あー、二冊ありますよー。取り置きですかー？』

　えっ、取り置き……？

「い、いえ、そ、その、冊数だけ知りたくて……。あ、ありがとうございましたっ」

　ガチャンと電話を切った。額に汗をびっしりかいている。

「ちょっとちょっと、孝一くん！」

　横で聞いていた萌花さんが、咎とがめるような目を向ける。

　緊張のあまり、思いっきり失礼な電話をかけちゃった……。

「ご、ごめん……。今度は、ちゃんとかけるから……」

　自分で言い出したとはいえ、こんなことを続けなきゃいけないのか……。

　僕は再び受話器を取り、メモ用紙のリストに目を向けた。

　次は、北海道の書店だ。また緊張しながら、プッシュホンを押す。

『毎日楽しい読書生活、ツキノワ書店でございます』

　優しそうな女の人の声だった。ちょっとホッとして、緊張感が解ける。

「あの、もしもし。僕、時任ときとうっていいます。本の在庫を聞きたいのですが……」

　まだぎこちないけど、さっきよりはスムーズに話すことができた。

『「銀河サイキック少女　ミライちゃん」の在庫でございますね。少々お待ちください。…………申し訳ございません。当店では現在、未入荷となっております』

　あれっ、萌もえ花かさんの書いたリストのお店なのに。

「未入荷……もしかして、売り切れですか!?」

『いえ、売れたというわけではないようです』

「返本されちゃったんでしょうか……」

『はぁ……。調べてみないとわかりませんが……ご注文でしょうか？』

　だんだん、店員さんの声が疑わしそうになってくる。

　また心臓がドキドキ激しく打って、僕は電話を切りそうになった。

　――けど、さっきの失礼な電話を思い出し、思いとどまる。

「す、すみません。実は僕、本の著者でして……売り上げが気になって、お聞きしようって思ったんです」

　売れてない本の著者だなんて恥ずかしいけど、正直にしゃべった。

『あ、そうなのですか。ではただ今、お調べしてみますね』

　店員さんは親切に言ってくれた。

　またしばらくの時間待って、再び店員さんの声がした。

『「ミライちゃん」なのですが、当店には五冊配本されたのですが……客層と合わないということで、すでに返品させていただいているようです。申し訳ありません』

　ちょっと済まなそうに、店員さんは言った。

「い、いえ、お忙しいところ、どうもありがとうございました。……はい、失礼します」

　電話機に向かって何度も頭を下げながら、僕はそっと電話を切る。

　――さっきよりは、失礼も少なかったかもしれない。

　それから僕は、続けて何軒もの本屋さんに電話をかけた。

　最初は緊張したけど、だんだん慣れてきちんと自己紹介できるようになった。

　電話の向こうには、いろんな本屋さんの人がいた。顔はわからない。ただ声しか聞こえない。なのに、想像以上に様々な人の顔が浮かんで見えるようだった。

　男の人、女の人、若そうな人、年をとってそうな人、優しそうな人、怖そうな人、ゆっくりしゃべる人、早口な人……。

　日本の全国で、こんなに様々な人たちのお店で、僕の本は売られているんだ。

「華撫さんって、すごいんだね……」

　何度目かの電話が終わって、僕はふとつぶやいた。

「こんなに多くの本屋さんに本を届けてくれるなんて……。僕なんか、電話するだけで緊張してしょうがないのに」

「……い、今さらお世せ辞じ言ってもムダですわよ」

　華か撫なでさんは、ちょっと照れたように口を尖とがらせた。

　それから僕は、萌もえ花かさんの横で電話を続けた。

　お店の人は親切でも、返ってくる答えは僕の心にグサリと突き刺さるものばかりだ。

　四国の本屋さんでは六冊入荷して一冊売れた。三冊は返本されてしまったらしい。

　東海の本屋さんでは一冊も売れていなかった。

　北陸の本屋さんでは、三冊入荷して……二冊売れていた。条件には一冊足りない。

　その後にかけた本屋さんは、すべて、一冊も売れていなかった。

　売れてない、返本、売れてない、返本、売れてない、返本……。

　連続してそんな返事ばかり聞くうちに、次第に僕の心はやつれていった。

　いくつかあった何冊か売れたという報告さえ、幻のように思えてしまう。

　もしかしたら、他ほかの本と間違えて買われただけなんじゃないかって……。

　本当に、僕の本は望まれてるんだろうか。この世にあってもなくても同じことじゃないのか。どんな内容の続編を書いたって、誰だれも気にもとめないんじゃないのか……。

　リストが尽きたとき、時間は五十五分を過ぎていた。

「萌花さんのほうはどう？　売り切れてるお店、あった？」

　聞くと、萌花さんは無言で首を横に振る。

「あと一軒しかかけられないわね……。三冊程度入荷して、売り切れてそうな店……」

　萌花さんは顔に疲労の色を浮かべ、再びたくさんの本屋さんが並んだ名簿に目を落とす。

　僕は拳こぶしを握りながらうつむいた。

　僕は、自分の本がどのお店にどれだけ入荷されたかなんてちっとも把握してない。自分の本なのに、どんなふうに売られているかわからない。

　なんだか自分が無力になってしまったように感じられて、しかたなかった。

　もっとあちこちの本屋さんに行って、本が売られているところを見ていればよかった。

　そう思ったとき、頭の中にとある光景が浮かんだんだ。

　新刊の平積み台の片隅に置かれている『ミライちゃん』の表紙。この光景は……。

　僕はふと思い出して、ポケットからサイフを取り出す。サイフを開き、取り出した紙を見つめた。

　――本もと谷やさんの名刺。お店の住所と電話番号も書いてある。

「ねぇ、萌花さん。本谷さんのお店に聞いてみるのはどうかな？」

　萌花さんは小さく首を横に振った。

「わたしも最初に思いついたわ。でも、こないだ店に行ったとき、言ってたでしょ。二十冊入荷でまだ一冊も売れてないって。――正直、こんな短期間に一店舗で無名レーベルの本が二十冊も売れる可能性なんて、ほとんどないわ」

　そうか。たった今、何軒も電話して聞いたばかりじゃないか。本もと谷やさんのお店より何倍も大きな店でだって、『ミライちゃん』が二十冊も売れてなんかない。

　店に行ったとき華か撫なでさんにも、僕の本のような売れない本なんか置くだけムダだ、みたいに言われちゃったくらいだしなぁ……。

　秒針の進む音だけが、やけに大きく感じられる。

　輪りん廻ね姫ひめさんも風かざ見み鶏どりさんも沈痛な表情で押し黙っていた。

　華撫さんだけが、勝ち誇る笑みを隠しきれない様子だ。

　それから考えた。

　本当に僕の本は、望まれているんだろうか。

　続編を待っててくれる人が、いるんだろうか。

　少しずつでも売れてるってわかってるのに、不安に押し潰つぶされそうになってしまう。

　僕の本を、面白そうだって思って買ってもらえたんだろうか。

　読んで、面白かったって思ってもらえたんだろうか。

「考えててもどうにもならないわ。とにかく、聞いてみないと……」

　萌花さんがつぶやいて、受話器に手を伸ばす。

「売り切れてそうなお店、あった？」

「わからない……。けど、聞かなきゃどうしようもない……」

　自信なんてまるでなさそうな顔だ。

　とっさに、僕は萌花さんの手を押さえた。

「待って。やっぱり、本谷さんの店に聞いてみたい」

「さっき言ったじゃない。可能性はほとんど……」

「わかってる。――勝つか負けるかじゃないんだ。単純に、知りたいんだ。あのとき積まれてた本に、目をとめてくれた人がいたのかなって。確か本谷さんの店って、遠方からわざわざ来るお客さんがいる店って言ってたじゃないか。そんな熱心な人たちなら、間違えて買うことなんかないって思うんだ」

　もし……もしあの平積み台から、たくさん並んだライトノベルの新刊の中から、誰だれかが僕の本を手に取ってくれたなら、たとえ売り切れてなくても希望が持てる気がした。

　今は華撫さんの言うとおりになっても、またいつか、自分の小説を書ける気がした。

「負けてもいい。でも、本谷さんの店で少しでも売れたのなら、僕はきっと自信をなくさない。萌花さんと一緒に、いつか必ず自分の本を書くよ」

「――わかった。もう、わたしにできることはない。孝こう一いちくんの好きにしていいわ」

　萌もえ花かさんが受話器を渡してくれる。どこかあきらめたような顔。

「どんなことになっても、わたしのこと……ずっと、忘れないでね」

「忘れるわけないよ。僕たちの本、これで終わったりしないさ」

　名刺を見ながら、本もと谷やさんの店『ノベラーズＲＵＮ』に電話をかける。

　呼び出し音が鳴り、ガチャッと相手が出た。

『こんにちは～、ライトノベル専門店「ノベラーズＲＵＮ」です～』

　聞き慣れた、ちょっとおっとりした声。本谷さんの声だ。

「本谷さん？　僕だよ。時任ときとう孝こう一いちだよ」

『あらぁ～、時任さん、お久しぶりですねぇ～。夏休みはどうですか～？』

「う、うん。いろいろ……って感じかな」

『いろいろ、ですかぁ～。うふふ、どんないろいろなんですかねぇ～』

「と、ところでさ……。一つ、聞いてもいいかな」

『はい～。なんでしょうか～？』

「その……僕の本のことなんだけど……。僕の『ミライちゃん』って、あれから、ちょっとでも売れたかな」

『本の売れ行きですか～？』

「うん。なんだか急に気になっちゃって……。いきなり聞いて、ごめん」

『いえいえ～。「ミライちゃん」はですねぇ～……う～ん……』

　本谷さんは押し黙ってしまった。

　答えにくそうなところを見ると、やっぱり、一冊も売れてないんだろうか。

　僕は力が抜けて、受話器を取り落としてしまいそうだった。

　結局、僕の本は、あってもなくても同じ存在なんだ……。

『実は……』

　本谷さんが静かに口を開いた。

『先日売り切れて、補充注文を出したんです～！』

「そうだよね……。やっぱり一冊も……って、ええっ!?」

　一瞬、本谷さんの言葉がわからなかった。

　見回すと、萌花さんも華か撫なでさんも目を見開いて、電話機を凝視している。

『ですから、二十冊全部、売り切れたんですよ～』

「そ、そんな……。そんなことって……」

『時任さん、うれしくないんですか～？』

「だって、こないだは一冊も売れてないって……。他ほかのお店でもそんなに売れてないし、どうして急に、本谷さんの店でだけ……」

『うふふ～。実はわたし、あのあとＰＯＰ作ったんです～』

「ぽっぷ？」

『本のそばに立てて置く紙広告ですね～。「わたしのクラスメイトが書きました！　同級生がこんな　え・っ・ち　な小説書いてるなんて、ドキドキして夜も眠れませ～ん（＞∨＜∧；」って書いたら、お客さまたちが面白がってくれまして～。急に売れ出したんです～』

　僕の本が、売れた……。

　それも、売り切れてしまうほどに……。

　もちろん、そんなことが全国で起きたわけじゃない。

　それは全国にある一万六千軒もの本屋さんの中の、たった一つのお店の何十もある棚に置かれた、ほんの片隅で起きた出来事でしかない。

　なのに、なんでこんなにうれしいんだろう……。

　たくさん売れたからじゃない。

　もちろん僕の実力でもない。本もと谷やさんが機転を利かせてくれたからだ。

　でもその場所で、僕の本に目をとめてくれる人たちが、確かにいたんだ。

「そ、そんなの認めませんわっ！　個人的な知人関係を利用するなんて……」

　華か撫なでさんが叫んで身を乗り出した。

「知人関係を利用しちゃいけないなんて条件は聞いてないわ！」

　萌もえ花かさんが反論する。

『あら～？　どなたか、いらっしゃるんですか～？』

「な、なんでもないよ。萌花さんが近くにいるだけ。――ありがとう。でも本谷さん、どうしてそこまでしてくれるの？　僕の本なんて、そんな売れそうな本じゃないのに……」

『わたしは大したことしてませんよ～。時任ときとうさんの本、売れてほしかったですし～。今度、ＰＯＰにサインくださいね～』

「えっ、うん……。ほんとにそれだけの理由でＰＯＰ作ってくれたの？　クラスメイトだけど、今までそんなに仲良かったわけじゃないし……」

『実はですね～、本の発売日に三流木みつるぎさんが何度も店に来たのを、店の奥から見ていたんです～。そのときはお客さまとしていらしてるのかと思って、お声はかけなかったのですが～、新刊の台を見てはさびしそうにため息をついて帰って～、あとから思えば「ミライちゃん」が売れてるか見にきてたんですね～』

「萌花さん、そんなことしてたんだ？」

　聞くと、萌花さんはちょっと恥ずかしそうにうなずいた。

『ですから～、わたしも応援してあげたいなって～』

　そうだったんだ……。萌花さんの姿が、本谷さんを動かしてくれたんだ。

　本谷さんがちょっと声をひそめた。

『それと……正直、くやしかったんです』

　いつものおっとりさが消えて、ずいぶん真剣な口く調ちようだ。

「くやしかった……？」

『はい……。華か撫なでお嬢さまに店のこと悪く言われて……。だから、なんとしても売ってやろうって気持ちになって……』

　そういえば華撫さんが店に来たとき、古い名作や売れない新刊なんか置くな、みたいなこと言ってたもんなぁ。お父さんが一生懸命品しな揃ぞろえしたのに……。あの言葉、もしかしたら本もと谷やさんが一番傷ついてたのかもしれないな。

「わ、わたくしは店の悪口など言った覚えありませんっ!!」

　華撫さんが身を乗り出し、真まっ赤かな顔で拳こぶしを震わせる。

「電話を寄こしなさ……むぐっ」

「成金は黙ってろっ！」

　風かざ見み鶏どりさんが後ろから華撫さんの口を押さえる。

『い、今、華撫お嬢さまの声が聞こえたような～……』

「き、気のせいだよ、気のせい！　じゃあ本谷さん、リベンジを果たせたんだ」

『――時任ときとうさん。わたしたちの店がどうして専門店になったか、知ってますか？』

「詳しく知らないけど、確か本谷さんのお父さんがライトノベル好きだって……」

『実はこの店、数年前に一度、つぶれかかったんです』

「え……」

『当時はまだ、普通の一般書店だったのですが、数年前、駅前に大型書店のチェーン店が開店しまして……。わたしたちの店は大通りから少し中に入った場所にあって地の利も悪く、一気に客足が途絶えてしまったんです。店の売り上げはみるみる落ちて、父はどうしようか必死で考えて、様々な起死回生案の中から選んだ方法が、専門店として再オープンすることだったんです』

「そんなことがあったんだ……」

『父が持っている、黎れい明めい期きからのライトノベルの知識を最大限に生かすことで、他ほかの書店にないような品揃えをして――ライトノベルならあの店に行けばなんでも手に入る。そう、一人でも多くのお客さまに思っていただければ、それがわたしたちの武器になるんです』

　しゃべり終わって、本谷さんは小さく息をつく。

　広間では、いつの間にかみんな、静かに電話を見つめていた。

「そうでしたの……」

　神妙な顔で、華撫さんがつぶやいた。

『すみません～。つい、昔のこと思い出して、話しちゃいました～』

「ううん。話、聞けてよかったよ。――華撫さんも『そうでしたの……』だって」

『へっ!?　か、か、華撫お嬢さまが、そ、そこに、い、いらっしゃるんですかっ!?』

　ガゴン！　と電話の向こうで本もと谷やさんが何かにぶつかる音がした。

「も、本谷さんっ！　大丈夫!?」

『ひ、ひ～っ、お、お許しくださいまほ～っ』

　バタンと倒れる音を最後に、ツーと電話が切れてしまった。

　本谷さん、大丈夫かなぁ……。心配しながら受話器を戻す。

　華か撫なでさんは深々とソファに座り、うなだれていた。

「わたくしの……負けですわね……。まったく、小さな店だと侮あなどっておりましたわ」

　小さくフッと笑う。今までと違い、素直に敗北を受け入れたようなほほ笑みだった。

　華撫さんに『勝った』のは僕じゃない。萌もえ花かさんの熱意と……本谷さんの意地なんだ。

　顔を上げると、華撫さんはポンポンと手を叩たたいた。

　広間の扉が開いて、一人のメイドさんが入ってくる。

「お呼びでしょうか、華撫お嬢さま」

「今すぐ三流木みつるぎ出版の口座凍結を解除してちょうだい」

　僕は萌花さんと顔を見合わせ、笑顔を浮かべた。

「これで姫も自由に神のアートを表現できるぞ～。一時はどうなるかと思ったがな！」

　輪りん廻ね姫ひめさんもホッとした顔になる。

「なんかよくわからんが、よかったな時任ときとうどの！　成金はいつか成敗されるのだ！」

　風かざ見み鶏どりさんは腰に手を当て、大きな胸を張った。

「わふ？」

　いつの間にか寝ていたワッフルが目を覚まし、目をパチクリする。

　そう、これですべて元通りになるんだ。

　指令を受けたメイドさんは、動かないでそこに立ったままだった。

「どうしましたの？　もう一度言いますわ。三流木出版の口座を再開なさい」

「…………」

「命令が聞けませんの!?」

　……なんか、様子がおかしい。

　メイドさんがパチンと指先を鳴らす。すると扉から十数人のメイドさんが一斉に出てきて、僕たちを取り囲んだ。

「華撫お嬢さま、騙されてはなりません」

　最初のメイドさんが言って、僕や萌花さんのほうを指さした。

「この者たちは華撫お嬢さまを脅迫しようとした極悪人。我が二刀メイド隊が、責任を持って処罰いたします！」

　メイドさんたちがエプロンから武器を取り出し、一斉に構えた。果物ナイフにフライパン、盾のように構えたまな板まで……。

　華か撫なでさんが慌あわてて立ち上がる。

「お、お待ちなさい！　わたくしの部屋にあった本や衣装は、全部……」

　言いかけて、華撫さんは黙りこんだ。

　赤い顔をうつむかせて、小さく震えてる。

　真実を白状しようとして、言い出す勇気が出せないんだ。

「どうしました？　華撫お嬢さま」

「全部……わたくし……が……」

「皆の者！　華撫お嬢さまをお守りなさい！」

　メイドさんの声が、言いかけた華撫さんの声をかき消してしまった。

　一人のメイドさんが駆け出し、大きく武器を構えて迫る。

　まずい、これじゃあ萌もえ花かさんやみんなが……。

「覚悟っ！」

　僕の正面に迫ったメイドさんが、鈍く輝く銀色のフライパンを振り下ろした――

　ゴンッ！　鈍い音が辺りに響き渡った。

「か、風かざ見み鶏どりさん――」

　風見鶏さんが間に割って入り、木刀でフライパンを受け止めてくれたんだ。

　メイドさんはサッと後ろに飛び退のいて間合いを取った。



    

  
    
      



    

  
    
      　風かざ見み鶏どりさんは取り囲むメイドさんたちを見回し、叫んだ。

「さぁ、成金メイドども！　わたしが相手だ！　その、も、もも、も、『萌もえ』な衣装を、この刀で切り裂いてくれるわッ！」

　って風見鶏さんもメイド服着てるんだけど……。

「危険だよ、風見鶏さんっ！」

「心配するな、時任ときとうどの。これでもわたしは、メイドどもの能力をひそかに観察していたのだ。負けはせん！」

　再び、別のメイドさんが走って風見鶏さんに迫る。

　メイドさんは大きくジャンプし、くるっと空中で一回転して跳とび蹴げりを放った。

「させるかッ!!」

　風見鶏さんの木刀が、メイドさんの足をはじき返した。

　しかし間髪を入れず、背後に、果物ナイフを持った別のメイドさんが迫る。

「くっ……！」

　風見鶏さんは振り返るが間に合わない。

　迫るメイドさんの手にきらめく果物ナイフが振り上げられた瞬間――

「わふっ」

　ワッフルがメイドさんに飛びつき、前足で白いエプロンを引っ張った。

　たちまちつるりと剥むけるように、エプロンの紐ひもがほどけて床に落ちる。

「ひっ！　え、エプロンが、エプロンがぁ～」

　メイドさんは突然のことに戸と惑まどい、思わず立ち止まってしまう。

　その隙すきに風見鶏さんは木刀の先で果物ナイフを叩たたき落とした。

「おぉ、犬！　我が敵と思っていたが、わたしを助けてくれるのか!?」

「わふわふっ♪」

　ワッフルは、みんなで遊んでるって勘違いしてるみたいな顔でしっぽを振った。

「だ、だけどこれじゃあどうしたら……」

　いくらなんでも、風見鶏さん一人じゃメイドさんたちを止められそうにない。

「社長に……」

　すぐ横で千ち紗ささんの声がした。メイドさんたちの間から、そっと僕に近づいたんだ。

「こうなったら、先輩がたを説得できるのは、二刀社長しかおりません。なんとか連絡が取れればいいのですが、あいにく屋敷の電話はすべて掌握されていまして……」

　華か撫なでさんのお父さん……。二に刀とう販はんの社長。確かにそれほどの人なら、メイドさんたちを説得できるはずだ。

「だけど携帯もつながらないし、どうやって連絡するの……？」

「わたしの別荘！　別荘まで戻れば、もう電話も通じてるから連絡できるわ！」

　萌もえ花かさんが声を上げた。

「さぁ、時任ときとうどのは早く！　わたしもすぐに追いかける！」

　風かざ見み鶏どりさんがメイドさんのしゃもじを受け止めながら叫んだ。

「――わかった。行こう、萌花さんの別荘まで戻るんだ！」

「うん！　ワッフル、ついてきなさい！」

「ま、待て、姫を置いてくでないぞっ！」

　風見鶏さんがメイドさんを食い止めている間に、僕たちは走って大広間を出た。

　僕が先頭を走り、すぐ後ろに萌花さんとワッフル、輪りん廻ね姫ひめさんが続く。みんなひとかたまりになって廊下を駆け抜ける。

　玄関ホールを抜け、閉まりかかった扉にジャンプして飛び込み……扉の隙すき間まから一気に外へ飛び出した。

　扉の外は、すぐ土の地面になっている。転がり出て、僕は全身を打ちつけた。

　さらに僕の上に、萌花さんと輪廻姫さんの体が倒れこんでくる。

　起き上がって見ると、真まっ赤かな夕焼け空が広がっていた。正面には、森に覆われた休火山がシルエットとなってそびえている。

「いたたた……。――大丈夫？　二人とも」

　手を引いて、萌花さんと輪廻姫さんを助け起こした。

「うぅ……服が汚れちゃった……」

「口の中に土が入ったぞ！　ぺっぺっ」

　……萌花さんも輪廻姫さんも、とりあえず無事みたいだ。

　ワッフルは相変わらず楽しそうに跳ねている。

「とにかく、メイドさんが追ってこないうちに別荘まで戻ろう」

　――僕が言ったそのときだ。

　上空から、バババババと巨大なプロペラが回る音が近づいてくる。

　輪廻姫さんが不安そうに見回した。

「こ、この音は……魔王ベルゼブブの羽音だ！」

　音はどんどん大きくなり、僕らの頭上を覆った。

「あれ！　見て！」

　萌花さんが空を指さして叫ぶ。見上げると、屋敷の屋根の陰から、黒い一台のヘリコプターが姿を現した。ヘリコプターは旋回し、突風をまき上げながら、ゆっくりと屋敷の庭――僕らの正面に降りてくる。

　目の前でヘリコプターの扉が開き、中から一人の男が姿を見せた。

　漆黒のスーツに身を包み、短髪の角張った顔にサングラスをかけている。二メートルはありそうな背丈と、木の幹のように太い、鍛え上げられた両腕。

　組織の首領ドンとも言うべき風ふう貌ぼうをした、中年の男だ。

　男は圧倒的な威圧感を身にまといながら、庭に降り立った。

「萌もえ花かさんも輪りん廻ね姫ひめさんも、気をつけて――」

　僕は二人をかばうように立ち、身構えながら男に対たい峙じする。

　男はゆっくりと僕のほうへ歩いてくる。

　何者なんだ、この男……。僕の背中に冷や汗が流れ、膝ひざが震えた。

「お帰りなさいませっ！　ご主人さまっ!!」

　突然の声に後ろを振り返ると、屋敷の前で十人以上のメイドさんが横一列に並んでいた。

　メイドさんたちの後ろから、屋敷から出てきた華か撫なでさんが飛び出す。

　まっすぐ男を見つめ、呆ぼう然ぜんとした顔でつぶやいた。

「お、お父さま……」

　え……。ってことは、あの男の人って――二に刀とう出版販売の社長さんってこと!?

　華撫さんは駆け出すと、僕たちの横を通り過ぎ、二刀社長の前まで出迎えた。

「お、お久しゅうございますわ、お父さま」

「華撫か。久しぶりだな」

　男……二刀社長の口から重い、威圧的な声が漏れる。

「こんなところまでわざわざ来られるなんて、珍しいですわね」

「うむ。実は先日、三流木みつるぎ出版という出版社の口座が突然停止してな、原因を探らせたら、どうもこの屋敷から指令が発せられたそうなのだ。なんらかのシステムトラブルかと思い、会議の合間に様子を見に来たのだが……。華撫、何か心当たりはないか？」

　華撫さんは、ビクッと背筋を強こわばらせる。汗をダラダラ流し、目が泳いでいた。

「いい、い、いえ、しし、システムトラブルなんかじゃ……ありませんわよ。そ、その指令は、つまり、なんというか、わ、わたくしが……」

「何？　華撫、お前が指令したのか？　いったいどのような理由で……」

「りり、理由なんか、ど、どうでもよいではありませんこと。あ、あのような弱小出版社の本を取り扱わなくとも、に、二に刀とう販はんの仕事に、不都合、あ、ありませんでしょ」

　ピクッ、と二刀社長の眉まゆがつり上がった。

　こめかみが小刻みに震え、直後……

「たわけがァッ!!」

　夕焼け空に怒号が響き渡る。

「ひいいいっ」

　華撫さんはいかずちに打たれたみたいに、両手で頭を抱えた。

「一冊の本といえども滞りなく流通させることこそ、我が二刀販の使命ッ！　そのような態度で次期社長が務まるかァッ!!」

「は、はぅ～っ」

　華か撫なでさんはすっかり涙目で頭を抱え、魂が抜けたように頭をふらふらさせるのだった。
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　結局、僕らはまた屋敷の大広間に戻った。

　ソファにメイドさんが座り、膝ひざの上に、華撫さんがうつ伏せに寝かされている。

「お、お父さま～。お許しを～」

　華撫さんは涙目で二刀社長を見上げていた。

「よいか華撫！　じっくり反省するのだっ！」

　メイドさんが平手を振り上げ……

　ペチコーン☆！　ペチコーン☆！

「ひいいいっ！　痛い、痛いですぅ～っ!!」

　おしりぺんぺんされる軽快な音と、華撫さんの悲痛な叫びが室内に響き渡った。

　……二刀社長って、ほんとに怖い人なんだなぁ。さすがは華撫さんのお父さんだ。

「成金娘にはいい薬だ。あのサングラス親父おやじは、少しは見所のある人物のようだな」

　風かざ見み鶏どりさんは腕を組み、笑顔でうんうんとうなずいている。

　と、二刀社長が風見鶏さんの前に歩いてきた。

　二刀社長は風見鶏さんの前に立って、じっと見つめる。

「ところで、新入りのメイドというのはきみかね？」

「うん？　わたしは新入りになった覚えなどないぞ。あの成金娘が勝手に……」

「聞いた話だと、屋敷の置物を壊した弁償代のため、賢明に働いているそうではないか」

　……大広間を見渡すと、さっき風見鶏さんが大暴れしたせいか、あちこちで高価そうな花瓶が割れたり、ソファから綿が出てたり、壁に大きな穴が開いたりしている。

「別荘を壊すのは感心せんが……反省して働くとは、若いのによい心がけだ。きみの借金ができる限り少なく済むよう、メイドたちに言っておいてやるからな」

「な、いや、わたしは……えっ、し、借金……？」

　二刀社長は励ますように、ポンポンと風見鶏さんの肩を叩たたいた。

　風見鶏さんはすっかり真っ白になって、口をパクパクさせている。

　……風見鶏さん、大丈夫かなぁ。

　それから二刀社長が僕と萌花さんの前に来た。

「きみが、三流木みつるぎ出版社長の娘さんかね？」

「は、はい。三流木萌もえ花かといいます。こちらが、当社で本を書いていただいてる時任ときとう零れい路じで、あっちのソファに座ってジュースを飲んでるのが、イラストレーターの輪りん廻ね姫ひめさんです。あ、あの犬は、わたしが飼ってるワッフルです」

「時任ときとう零れい路じです。よ、よろしくお願いします」

　出版業界の大物を前にして、さすがの萌もえ花かさんもだいぶ緊張している。

「うむ。――一つ気になる話を聞いたのだが……きみたちが華か撫なでを脅迫し、当社の流通を牛耳ろうとした、という噂うわさがメイドたちの間に広まっているのだが、本当かね」

　もちろんそれは、華撫さんがでまかせで言った嘘うそだ。でも嘘だと証明する証拠もないし、何より、華撫さんの趣味を晒さらしてしまうことになる。

　僕は一度、約束を破ってうっかり話しちゃったんだ。華撫さんが取引を再開するって言ってくれた以上、彼女が秘密にしていることをしゃべるなんてできない。

　――ここは、噂は本当だって言って謝って、許してもらうしかないよね……。

「そ、それは、僕が……」

　二刀社長に向かって言いかけたときだ。

「お待ちなさい！」

　華撫さんの声が響いた。おしりをすりすり撫なでながら、ソファから立ち上がる。

　二刀社長も娘を振り返った。

「どうした、華撫。反省は済んだのか？」

「お父さま。わたくしからお話しします。――メイドたちに集まってもらってください」

　すると、廊下で様子をうかがっていたらしいメイドさんたちが、ゾロゾロと十数人も、大広間に入ってきた。

　華撫さんはみんなが注目する中、静かに口を開いた。

「わたくしの部屋にあった本も衣装も、すべて、わたくしが自分で買い集めたものです」

「華撫お嬢さま！　脅迫に屈してはなりません！」

　メイドさんの中から声が上がる。

「いいえ、脅迫などされてません。恥ずかしながら……あれが包み隠さぬ、わたくしの趣味なのです。孝こう一いちさんたちには、たまたま秘密を知られただけに過ぎません」

　少し顔を赤らめ、恥ずかしそうにうつむいた。

「そんな……華撫お嬢さまがあのようなご趣味を……」

　メイドさんたちは戸と惑まどいながら、顔を互いに見合わせた。どよめきの声が広がる。

　さすがの二刀社長も、この場をどう収めたらいいのか判断に迷っている表情だ。

　華撫さんは黙りこんでしまい、恥ずかしそうにうつむいて唇を噛かみしめている。

　こうなったら、僕にもかけてあげられる言葉がない。

「わたくしは……あんな本を愛読してた、恥ずかしい人間なのですわ」

　沈黙に耐えきれなくなったのか、華撫さんは自じ嘲ちようするように言った。

「あんな本、じゃないわよっ！」

　突然の声に、みんなが振り返る。

　叫んだのは――僕の隣にいる、萌もえ花かさんだった。

「華か撫なでさん、あの本だって、二に刀とう販はんでも取り扱ってるんでしょ!?　自分とこで流通させてる本に、ちょっとは誇りくらい持ったらどう!?」

「三流木みつるぎ……さん……？」

「そりゃ、わたしだって自分の会社の本、お父さんが作った本なんて正直つまらないし、くだらないって思うこともあるけど……でも、そんな本でも、せっかく読んでくれた人に『恥ずかしい』なんて思われたら悲しいわよ！　喜んでほしいわよ！」

　華撫さんは半ば呆ぼう然ぜんと、萌花さんを見返した。

「――あの、お嬢さま……」

　そのとき、メイドさんの中から一人が前に進み出た。千ち紗ささんだ。

「華撫お嬢さま、わたし……」

　顔を真まっ赤かにして、両手でエプロンの端を握りしめ、ぷるぷる震えている。

「どうしたのです？　わたくしを嗤わらいたければ、好きにしてよいのですよ」

「いえ、その……」

「もうわたくしの元にいられないというのでしたら、立ち去ってくださっても……」

「違いますっ!!　わたしも『ビシバ死コアクマさまっ』の大ファンなんですっ！」

　千紗さんは、顔を真っ赤にして叫んだ。

「…………は、はい？」

　華撫さんは……ていうか、僕や萌花さんまで、広間の全員が目をパチクリさせた。

「だってあなた、本が見つかったとき、ショックで気絶したではありませんか」

「え、えぇ。華撫お嬢さまと好みが同じだと知って、うれしさのあまり……」

「あ、あぁ、そうでしたの……。ですが、わたくしはもうあの趣味は捨てますわ。本も衣装も処分したんですから」

「処分だなんてとんでもない！　本もコスプレ衣装も、全部わたしの部屋に取ってあります！　あんなすばらしいコレクション、捨てるなんてできませんっ！」

　華撫さんは目を見開き、ガシッと千紗さんの手を取った。

「でかしましたわ、千紗！　あなたはわたくしの恩人です！」

「すぐに、華撫お嬢さまの部屋にお運びします！」

　聞いていたメイドさんの中から、もう一人おずおずと進み出た。華撫さんの運転手をしていた、ナイフのように鋭い髪のメイドさんだ。

「じ、実はわたしも……こっそり、ファンをしてたのです……」

　華撫さんは二人のメイドさんと、がっちりと肩を組んだ。

「今夜は『ビシバ死コアクマさまっ』について、三人でとことん語り合いますわよ！」

「はい！　喜んで！」

「ぜひご一緒させてください！」

「ＢＧＭはもちろん、先着購入特典の『ビシバＣＤ』で決まりですわねっ！」

「華か撫なでお嬢さま、あの伝説のＣＤをお持ちなのですか!?」

「わたし、先着に間に合わずもらいそこねたんです！　ぜひお聞かせくださいっ！」

「もちろんですわ。こうなったら三人で、読書会を結成しましょう！」

　さっきまでの深刻さはどこへやら、唖あ然ぜんとする大広間の一同をよそに、ひたすら盛り上がる三人だった。いったい、どんな読書会になるんだろう……。

「華撫」

　ふと、二に刀とう社長が華撫さんの前に進み出た。

「さっき『弱小出版社の本など扱わなくとも二に刀とう販はんの仕事に不都合ない』と言ったな」

　華撫さんは戸と惑まどったように二刀社長を見上げた。

「――私は、『売れる』本も『売れない』本も、『良い』とされる本も『悪い』とされる本も取り扱い、全国の書店さまに販売していただく。なぜだかわかるか」

「え、ええと……なぜでしょうか……？」

「本の価値を決めるのは私たちではない。読者だからだ」

　華撫さんはハッとしたように、じっと二刀社長の顔を見つめた。

「――だからな、華撫。お前がどの本を愛読しようと、私は誇りに思うこともなければ、恥に思うこともない。お前が読んだ本の価値は、お前自身にしか決められないのだ」

「じゃあ、わたくしは……恥ずかしがらなくてもよいと……？」

　二刀社長は優しく笑顔を返し、こう言ったんだ。

「読んだ本が好きになったのなら、その気持ちに自信を持て」



「三流木みつるぎ出版の口座は無事に再開されたから、安心してくれたまえ！」

　屋敷の庭。夜空をバックに、ババババとプロペラを回転させるヘリコプターに乗り込みながら、二刀社長が叫ぶ。

「ありがとうございます！」

　見送りに立った萌もえ花かさんが、髪を大きくなびかせながら頭を下げた。

「何。今回はとんだトラブルに巻きこんでしまい、済まなかったね！」

　それから、二刀社長は僕のほうを見た。

「時任ときとう零れい路じくん……だったね。新刊小説、期待しているよ。きみたちが面白い本を作ってこそ、私たちの仕事にも張り合いが出るというものだ。アデュー！」

　二刀社長が乗ると同時に、ヘリコプターは宙に浮かび上がる。

　たちまち頭上高く飛んでいき――夜の闇やみにまぎれて見えなくなった。

「はぁ……。さすが大会社の社長さんともなると、忙しいんだねぇ……」

　僕はヘリコプターの消えた星空を見上げながらつぶやいた。

「エネルギッシュっていうか……。わたしのお父さんにも見習ってほしいわ」

　隣で萌もえ花かさんがため息交じりに言う。

「やれやれ、ですわ。お父さまがいらっしゃるなんて、心臓が止まるかと思いました」

　振り返ると、僕らの後ろに華か撫なでさんが立っている。

　華撫さんは僕と萌花さんの顔を見て、ちょっと照れたように目を背けた。

「い、いろいろ迷惑かけて、悪かったですわっ」

「でも、華撫さんもよかったじゃない。みんなに趣味を認めてもらえて。これなら誰だれに知られたって、堂々としてられるよ」

　華撫さんはまっすぐ僕を見て、笑顔を浮かべた。

「孝こう一いちさんにも思う存分、わたくしたちと一緒に趣味を共有していただけますわね！」

　……えっ？　僕も一緒って……？　それにわたくしたヽちヽって……。

　ふと見ると、いつの間にか華撫さんの後ろに、読書会を結成した千ち紗ささんと運転手のメイドさんが立って……ニコニコ笑顔を浮かべて、僕を見ている。

　なんか、獲物を見つけたネコみたいな笑顔なんだけど……。

「ちょっとちょっと！　孝一くんに何するつもりっ!?」

　萌花さんが怒ど鳴なって、僕と華撫さんの間に割って入った。

「なんですか、あなた。部外者は黙っててくださいませんこと？」

「だ、だ、誰が部外者ですってぇーっ!?」

「なんでしたら、三流木みつるぎさんも読書会に参加させてあげてもよろしくってよ」

「それも面白そうね……って、んなわけないでしょうがっ！　孝一くんには一切、ヘンな手出し、させないんだからねっ！」

「あらあなた、いったい誰に口をきいてるのか、おわかりになって？」

　バチバチと火花を散らしながら、萌花さんと華撫さんは睨み合った。

「たとえ誰であろうと、これだけははっきりさせておきますけどねっ」

　萌花さんは手のひらでドンと自分の胸を叩たたく。

「時任ときとう孝一の担当編集者は、ただ一人、この三流木萌花ですっ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      


　デッキに出て手すりに両手をつくと、潮風がほおを撫なでた。

　フェリーは白い波しぶきを立てながら、東とう京きよう港へ向かう海上を進んでいる。僕たちが過ごした伊い豆ずの島は、遠く霞かすんで見えない。見上げると、白い入道雲がもくもくと広がっていた。青空は高く、少し秋めいている。

　もう八月の半ば。二に刀とう社長が来た翌日、僕と萌もえ花かさん、輪りん廻ね姫ひめさんとワッフルは、復旧した萌花さんの別荘に帰った。僕は『銀河サイキック少女　ミライちゃん』の原稿を再開し、半月の間ひたすら書き続けたんだ。

　華か撫なでさんに変更を強要された内容は元に戻した。シロウはただ一人、愛するミライちゃんとともに悪と戦う、元通りのストーリーだ。

「あら、こんなところにいたの？」

　声がして振り返ると、萌花さんが歩いてきた。

「あ、萌花さん。輪廻姫さんは？」

「疲れたのか、客室でぐーすか寝てるわよ。――初稿、読み終わったわ。お疲れさま。いい感じに仕上がってるわね。特に敵役の『メトロ』。あんなせつないキャラクターになるなんて思わなかったわ」

　僕が書いた小説で、ただ一つ、最初のプロットと大きく変わったことがある。悪役の少女『メトロ』の描写だ。元の予定では単に残酷な性格にするはずだった彼女だけど、僕は書き進めるうちに、悲しい過去の出来事を描いていた。

　遠い宇宙から来たメトロが地球を侵略しようとする理由。――それは地球が、遠い昔に滅んだメトロの故郷によく似ていたからだ。地球の光景を愛するがゆえ手に入れようとして、地球の敵となってしまうんだ。

「これからチェックして、改稿に入ってもらうから。それまではゆっくり休んでて」

　萌花さんの言うとおり、僕の小説はまだ完成じゃない。でも今は、一休みしよう。

「あ、そうだ。萌花さんに借りてた本、さっき読み終わったから返すよ」

　僕はポケットから、一冊の文庫本を出して萌花さんに渡した。

　ずっと借りたままだった、『伊豆諸島スキューバ殺人旅行』だ。

「買ったまますっかり忘れてたわ。――どう？　面白かった？」

「うん……。ていうか、最初の被害者であるＩＴベンチャー企業の青年実業家が実は生きていて真犯人だったってトリック、どう考えても無理があるような……」

　ふと気づいて見ると、萌花さんが固まっていた。

「……わたし、この本まだ読んでないんだけど」

「あっ、ごめ……」

「ま、いいわ。それより、その……」

　急に顔を赤らめて、モジモジし始める。

「二巻が書き上がるまでおあずけだったけど、初稿も上がったし、ちょっと前倒ししてもいいよ……」

「おあずけ？　なんのことだっけ……」

「ほら、最初に言ったじゃない。続編を書き上げるまで、その、き、キ……は……おあずけ……って……」

　波音にかき消されて、よく聞こえない。

「な、何？　萌もえ花かさん？」

　聞き取ろうと顔を近づけた。

　すると萌花さんの顔がますます真まっ赤かになって――そっと、目を閉じる。

　えっ、ど、どういうこと……？

　僕が戸と惑まどっていると、萌花さんがゆっくり顔を近づけてきて……

　バシャアアアアアアッ!!

　フェリーの横で巨大な波しぶきが上がり、デッキの上の僕たちに覆い被さった。

「きゃっ」

　グラグラと船体が揺れ、倒れかかる萌花さんの肩を慌あわてて抱き止める。

「な、なんなのよっ!?」

　フェリーの横を見ると、並走するように一台のクルーザーが海上を駆けていた。

　クルーザーのデッキに、メイド服姿をした……

「きき、き、貴様ら……い、今、も、もも、も、『萌もえ』な行為を……」

　風かざ見み鶏どりさんが真っ赤な顔で震えながら、木刀を振り下ろしている。

　もしかしてあの木刀で波しぶきを立てたんだろうか。

　――それにしてもあの格好、風見鶏さん、まだメイドさんをさせられてるんだ……。

　隣には華か撫なでさんが立って、腕を組んで僕たちを睨にらみつけていた。

「ナイスですわ。わたくしを差し置いて真っ昼間からイチャイチャするなど言語道断。その木刀もたまには役立ちますのね」

「うるさいッ！　わたしは成金も気にくわぬが、も、もも、も、『萌え』はもっと許せんのだッ!!　これからもしっかり監視するからなっ！　破は廉れん恥ちなことをしようものなら、ただちに成敗してくれるッ！」

　……当分、僕に平穏な夏休みは訪れそうにないのだった。

「ね、孝こう一いちくん」

　ふと萌花さんが、ささやくような声で言う。

「あの別荘……いつか今度は、二人っきりで――ね」



　　　　☆



　小さな厚紙に、キュキュと油性マジックで名前を書く。

『時任ときとう零れい路じ』

「これでいいかな」

　ここはライトノベル専門店『ノベラーズＲＵＮ』のスタッフルーム。狭い部屋に置かれた長机の上で、僕はＰＯＰに小説家としての名前を書いた。いわゆるサインってやつだ。

「ありがとうございます～。さっそく、本と一緒に飾らせていただきますね～」

　本もと谷やさんはＰＯＰを受け取って、ディスプレー用の針金をセロハンテープでとめた。

「にしても、下へ手たな字ねぇ。もうちょっとサインの練習したほうがいいんじゃない？」

　横で見ていた萌もえ花かさんが呆あきれた声で言う。

「だって、サイン書くのなんて初めてなんだし……」

「将来はもっともっとサインねだられるような人気作家を目指さなきゃね！」

　サインを書き終わって立ち上がる。

「そうそう、知ってますか～？」

　ふと、本谷さんがスタッフルームの隅の棚に置かれていた、小型の新聞を持ってきて机の上に置いた。見ると『二に刀とう通信』って書かれてる。

「これ、二に刀とう販はんさんが書店向けに発行してる業界紙なんです～」

「へぇ～、業界紙なんてあるんだ」

「『二刀通信』は近日発売の新刊書籍、雑誌の情報が主なのですが～、中のページに各界の著名人が好きな本について語るエッセイコーナーがありまして～」

　そこまで言って、本谷さんの顔がちょっと曇った。

「今週号で、華か撫なでお嬢さまが『ビシバ死コアクマさまっ』という本について～、ひたすら熱く語っておられるのですが～、いったい何があったんでしょう～……」

「さ、さぁ、な、何があったんだろうね……。は、ははははは……」

　それから本谷さんのあとについて、僕と萌花さんは売り場に出た。

『一撃ファンタジー文庫』の本がズラリと並ぶ書棚。平積み台には『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』シリーズのほか、数々の人気作が並んでいる。

　そんな華やかな台のすぐ隣に……負けじと、輪りん廻ね姫ひめさんの描いてくれた表紙イラストが表を向けていた。

「この辺りがいいですかね～」

　本谷さんが、十冊平積みされた『銀河サイキック少女　ミライちゃん』のすぐ後ろに、僕のサインが入ったＰＯＰを立てる。

「なんかこうして見ると……僕の本が売ってもらえてるんだなぁって感じがするよ」

　僕は積まれた本とＰＯＰを見ながら、しみじみと思った。

「まだまだこれからよ。この隣に二巻、三巻と並んで置いてもらえるよう、がんばりましょうね。これからが本番なんだから！」

　萌もえ花かさんが気合いを入れるように大きくうなずいた。

「そうそう、今月に入ってからね、少しだけど、書店さんから『ミライちゃん』の注文があったの」

「ほんと!?　でも、急にどうして……？」

「こないだ華か撫なでさんの屋敷で、たくさん電話かけたでしょ。そのとき興味を持ってくださったみたい。『著者自ら営業なんて熱心ですね～』なんて感心してくれたわ」

「え……僕、そういうつもりじゃなかったんだけど……」

　でも、あんな突然の電話を覚えててくれたなんて、なんかうれしい。

　これでまた、少しずつでも売れてくれるといいなぁ。

「――まったく、すっかり人気作家気取りですわね」

　声がして振り返ると――僕らのすぐ後ろに、華撫さんが立っている。

「か、華撫お嬢さまっ！　い、いらっしゃいまほっ！」

　たちまち本もと谷やさんが緊張した声になった。

「いくら平積みで置かれても、売れなければ他ほかの本のじゃまですわ。本を売りたいのは、何もあなたたちだけではないのですから」

　僕は目の前の書棚を見回した。――新刊でいられる一ヶ月が過ぎても平積みで置かれる本なんて、ごく一部。だけどどの本の著者だって、自分の本が売れてほしいはず……。

「うん。だから僕も、他の本に負けないよう、面白い小説を書くよ！」

「ま、わかっているならいいのです。――本谷さん、あなたもこれだけ注文したからには、しっかり売っていただかなければ困りますわ」

「相っ変わらず偉そうねぇ。将来の社長だからって、もっと愛想よくできないの？」

　萌花さんが華撫さんを睨にらみつけた。

「いいんです、三流木みつるぎさん～。華撫お嬢さま、大急ぎで『ミライちゃん』の補充注文分を用意してくださったのですから～。それに古くてずっと欠品になっていた本を、版元さんに掛け合って取りそろえてくださいました～。おかげでだいぶ棚が充実したんですよ～」

「そうなの……？　なんだ華撫さん、いいとこあるじゃないの」

　華撫さんはちょっと照れたような表情で、サッと髪をかき上げた。

「と、当然ですわ。本谷さんも、店の事情があるのならもっと早くわたくしに相談すればよかったのです」

「これからはもっと相談しまほです～」

「それでよろしくってよ。こう見えてもわたくし、すべての出版人の味方ですから」

「…………」

「…………」

「…………」

「みなさんなぜそこでお黙りになりますの？」

「い、いや、僕もそのとおりだと思うよ！　うん、ほんと！」

「そうよね！　華か撫なでさん、お嬢さまだし！」

「今日も香水の香りが似合ってまほ～」

　僕たちは口々に華撫さんを褒ほめ称たたえるのだった。

「あーっ、黒パンツのねーちゃんだーっ！」

　突然男の子の声がして、僕たちはドキッと固まった。

　中学生の男の子二人組が立っている。

　どこかで見覚えあるなぁと思ったら、初めてこのお店に来たときにいた二人だ。

「…………ッ!!」

　華撫さんは真まっ赤かな顔でスカートを押さえた。

「い、いいですこと。そういうエッチなのは、小説の中だけにしてくださいませ」

　男の子に向かって人差し指を立て、諭すように言う。

「おい、見てみろよ！」

　男の子の一人が書棚に向かって、もう一人を手招きした。

　見ているのは……平積みされた『銀河サイキック少女　ミライちゃん』と、立てたばかりのＰＯＰだ。

「すげー、エッチな本だって書いてあるぞ！」

　二人はやや興奮気味に本を手にとってページを開く。

　しばらくの間立ち読みし……それぞれ一冊ずつ持ってレジに向かった。

「いらっしゃいませ～」

　本もと谷やさんがレジで迎え、僕と萌花さん、華撫さんはじゃまにならないように、隣の本棚の前に歩く。

　男の子たちは本を買って、店から出ていった。

「本、買ってもらえた……」

　萌もえ花かさんがちょっとドキドキした口く調ちようで言う。

　僕も萌花さんも、去っていく男の子たちの後ろ姿をいつまでも見ていた。

　呼び止めて『ありがとう』って言いたい気分だったけど、なんだか照れてしまって勇気が出ない。――でも、小説を面白がってくれれば、一番うれしい。

「よかったですわね」

　一緒に見ていた華撫さんがつぶやいて――小さくウインクしてくれた。



　　　　☆



「はぁ～っ、疲れた～っ」

　僕は大の字になって、床にごろんと寝ころんだ。

　もう夜だ。天井では丸い蛍光灯が白く光っている。

　夏休みもあと十日ほど。それまでに、たまった宿題を全部かたづけなきゃならない。

「そろそろ、萌もえ花かさんのチェックも終わるしなぁ……」

『銀河サイキック少女　ミライちゃん』二巻の進行はまだ半分。僕はこれから、萌花さんのチェックにしたがって改稿しなきゃいけない。

　一方、輪りん廻ね姫ひめさんも二巻のイラストを描き始めたころだ。

　二巻では新キャラクター『メトロ』も登場する。キャラクターデザインのイラストでは、残酷さとはかなさが同居した、不思議な魅力のある少女に描かれていた。

　挿絵の中で、シロウやミライちゃんとともに、どんなふうに描かれるんだろうなぁ。

　ピンポーン。家のチャイムが鳴る。

　こんな夜に誰だれだろう。……もしかして、萌花さんかな？　初稿のチェックが終わって、朱あかを入れた原稿を持ってきてくれたのかも。

「はーい」

　僕は玄関に出て、相手を確認もせずに扉を開けた。てっきり萌花さんだと思ったから。

　――立っていたのは萌花さんじゃなかった。

　黒い、大きなフリルのついた服を着た……

「輪廻姫……さん……？」

　輪廻姫さんはまっすぐ唇を結び、心なしかちょっとうつむいている。

「ど、どうしたの？　こんな時間に……。僕の家に来るなんて珍しいね」

「レイジ。姫は今こ宵よいより、レイジとともに身も離さず、この世の生をまっとうすることと決めたのだぞ」

　今宵より僕と身も離さず……この世の生を……？　輪廻姫さんの言葉だから、僕と一緒にいる、っていう意味だと思うけど……

　キッと顔を上げ、毅き然ぜんと宣言するように、輪廻姫さんは言った。

「姫は今夜からずっと、レイジの家で暮らすからな！」



    

  
    
      　―特別付録―

　銀河サイキック少女

　ミライちゃんⅡ



　地球に平和が戻り、シロウとミライちゃんは平穏な日常へと帰ってきた。だが地球を狙ねらう悪の胎動に、二人は気づいていなかった。遠い宇宙から忍び寄る敵、それは恐怖の宇宙生命体、アンドロメダ波動体！

　新たなる敵の波動を感じ取り、再びサイキックバトルスーツを身にまとうミライちゃん。だが、バトルスーツはすでにアンドロメダ波動体によって汚染されていた。シロウの目の前で心を奪われ、ミライちゃんは妖よう艶えんな性格に変へん貌ぼうする。困惑しながら、すらりとした足にキスしたい誘惑に激しく葛かつ藤とうするシロウ。しかし彼がミライちゃんの足に手を触れたとき、シロウは愛する人の心の叫びを聞いた。

　――お前は、ミライちゃんじゃない！　叫ぶシロウの前に、アンドロメダ波動体が邪悪な笑みを浮かべた少女となって現れる。真の宇宙女王を名乗る少女メトロと部下たちが今、人類を支配すべく全世界セーラー服擬態化計画を発動したのだ！



    

  
    
      シリーズ累計百万部まで、あと

99万８４８１部!!!



    

  
    
      



    

  
    
      
作者のあとがき



　俗に、このような言い回しがあります。

　――事実は小説より奇なり。

　私は前巻のラストで、孝こう一いちと萌もえ花かが徹夜明けギリギリで入稿するシーンを書きました。読者の皆さんは「こんなことは小説だから起きるんだろう」と思われたかも知れません。

　しかし現実は、もっと信じられないことが起こるのです。なんと私は『三流木みつるぎ萌花は名担当！』１巻の校正ゲラを、台風直撃の真っ最中にずぶ濡ぬれになりながら渋谷にある編集部まで届けたのです。……いえ担当様、決して愚痴を書いているのではありません。

　こんにちは、田口一です。

　前巻では『本を作る話』を書いたのですが、今巻は『本を売る話』でもあります。

　実のところ著者という立場からすると、本が売られる現場にはなかなか立ち会う機会が少ないのです。それでも本を出した以上、どんなふうにお店で売られているのか、気になってしまうものです。

　それで新刊の発売日ともなると、気になってあちこちのお店のライトノベル売り場を見に行ったりしてしまいます。もちろん、売り場にピッタリ貼はりついてお客さんの後ろから必死で買え買えオーラを発し続けるようなことは自重していますので、ご安心下さい。

　なお、本巻で描かれる出版流通の世界も、小説として面白くするため、前巻同様に様々なアレンジがされていますので、ご了承下さいませ。

　また本シリーズはライトノベル制作がテーマということで、作家志望のかたからもお手紙をいただきました。本当にありがとうございます！

　ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞は、ミツルギファイヤー文庫と違って『萌もえでエッチなラブコメ』以外の作品も、もちろん大歓迎です！



　今回の執筆に当たって、担当編集の児玉様のほか、メディアファクトリー営業部の皆様にも多大なアドバイスとご教授をいただきました。この場を借りてお礼申し上げます。

　書店の皆様、出版取次会社の皆様、性懲りもなく小説のネタにしてしまい、申し訳ありません。今作は「こんなお嬢さまや書店員の女の子がいたらいいな～」という作者の夢と願望を描いたものですので、どうか怒らず見守ってやって下さい。

　イラストレーターのをん様。何かとワガママ言ってしまい、ご迷惑おかけしました。にもかかわらず今回も素晴らしいイラストを仕上げていただき、ありがとうございました。

　そしてこの本を手にとってくださいました読者の皆様。本を手にした本屋さんのレジの向こうに、大きくて面白い世界が広がってるんだな～、と感じていただければ幸いです。

二〇〇九年十一月　田口一



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身で東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　ＭＦ文庫Ｊのカバーもリニューアルし、著書近影がつくようになりましたね～。僕の顔写真を載せたら全国からファンレターが殺到して編集部がパンクしてしまうので、残念ながら素顔はナイショです。



　イラスト

　をん

　　福岡在住。趣味は料理と釣り。

　　長い間鼻炎に悩まされていたので、先日空気清浄機を購入してみました。

　　これできっと快適に描けるはず…ッ！

　　では、今巻も精一杯描かせて頂きます！



　　ＨＰ：‥ＡＺ／ＨＹＢＲＩＤ

　　http://ashybrid.noBODY.jp/



    

  
    
      三流木みつるぎ萌もえ花かは名担当！２
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